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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、Oracle Integration Serverとその統合ソリューションへの応用を説明
します。

次の項目が含まれています。

� Oracle Integration Serverの目的

� 範囲

� 対象読者

� このマニュアルの構成

� 関連ドキュメント

� 表記規則
xi



Oracle Integration Serverの目的の目的の目的の目的
企業 または E-Businessの統合が目指すものは、複数のアプリケーション間での相互通信を
可能にして、ビジネス・プロセスを簡素化することです。 企業の統合は、異なるシステム間
におけるデータの同期化、ビジネス・プロセスの自動化、または相互のパッケージ・アプリ
ケーションの分離に対する必要性によって推進されます。E-Business、特に B2B取引は、従
来の企業統合に対する需要を増進し、まったく新しい種類の統合に対する需要を創造してい
ます。

Oracle Integration Server（OIS）は、E-Businessで使用される様々なテクノロジの統合を容
易にします。 Oracle Integration Serverは、Oracle製品内部とサード・パーティ製品の両方で
動作します。

OISは、次の内容を可能にします。

� 高度なレプリケーションとゲートウェイを使用してシステム間におけるデータの同期化
を行う。

� 次の方法で、アプリケーションが相互に同期および非同期で通信できるようにする。

� メッセージの格納と管理

� メッセージのルーティングと伝播

� データとメッセージの変換サービス

� ビジネス・プロセスとワークフロー・サービス

範囲範囲範囲範囲
このマニュアルでは、企業統合に関する技術的な要件の概要とその要件を満たす Oracle 
Integrations Server内の様々なコンポーネントを説明します。 

第 III部では、OISと様々なサード・パーティ統合ソリューションとの間の相互運用性など
の統合に関する高度なトピックをいくつか説明します。

このマニュアルの目的は、統合に関する概念的な要素をいくつか紹介し、Oracle Integration 
Serverでこれらの要件を満たす方法を説明することです。 特定の統合シナリオで利用できる
OISのコンポーネントについても説明します。 個々のコンポーネントについての詳細な説明
はありませんが、その製品の使用方法、その製品を使用したアプリケーションの開発方法、
およびその製品を配布し管理する方法に関するドキュメントへのリンクが用意されていま
す。
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対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、OISを使用してメッセージ・ベースの統合ソリューションを定義、開発
および実装するシステム設計者を対象にして作成されていますが、 OISのインストールを管
理するデータベース管理者や統合ソリューションの事前に定義されたコンポーネントを作成
する開発者にも役立ちます。

このマニュアルの読者は、アプリケーション統合の複雑さや問題点について基本的に理解し
てることが前提です。 トランザクション処理および Oracle8i の概念を理解しておくことをお
薦めします。

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルは、3つの部で構成されています。それぞれの部では、E-Business統合と
Oracle統合製品に関する具体的な側面を説明します。 

第 I部では、E-Business統合の概要を説明し、統合をビジネス的に推進する要素、取り組む
必要がある具体的な技術上の問題点および Oracle Integration Serverの主要な統合概念を説
明します。

� 第 1章「E-Business統合の概要」

� 第 2章「方法論とソリューション」

� 第 3章「独自の Oracle Integration Serverの概要」

� 第 4章「基本的な統合の概念」

第 II部では、OISの各製品コンポーネントに関する概要を説明し、該当製品のドキュメント
を紹介するためのリンクを提供します。 

� 第 5章「同期アプリケーションの統合」

� 第 6章「データ・レプリケーションとゲートウェイ」

� 第 7章「Oracleアドバンスト・キューイングと JMS」

� 第 8章「Oracle Message Brokerと JMS」

� 第 9章「ディレクトリ・サービス（LDAP）」

� 第 10章「Oracle Workflow」

第 III部では、OISと様々なサード・パーティの統合ソリューションとの相互運用性など、
統合に関する高度なトピックを説明します。
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関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
OIS内のコンポーネントの詳細は、次のドキュメントを参照してください。

Oracle8i Server関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
� 『Oracle8i アプリケーション開発者ガイド アドバンスト・キューイング』

� 『Oracle8i CORBA開発者ガイド』

� 『Oracle8i レプリケーション・ガイド』

� 『Oracle8i 分散システム』

� 『Oracle Internet Directoryアプリケーション開発者ガイド』

� 『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』

コンポーネント製品関連ドキュメントコンポーネント製品関連ドキュメントコンポーネント製品関連ドキュメントコンポーネント製品関連ドキュメント
� 『Oracle8i Workflowガイド』

� 『Oracle Message Broker Administration Guide Release 2.0.1.0 for SPARC Solaris 
and Windows NT』

� 『Oracle8i PL/SQLパッケージ・プロシージャ リファレンス』

� 『Oracle8i Javaパッケージ・プロシージャ リファレンス』

� Oracle Objects for OLEのオンライン・ヘルプ

� 『Oracle8i XMLリファレンス・ガイド』

� 『Oracle Applications InterConnect User's Guide』
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表記規則表記規則表記規則表記規則
この項では、Oracle8i  ドキュメント・セットの本文およびコード例の中で使用する表記規則
を説明します。 項目は次のとおりです。

� 本文の表記規則

� コード例の表記規則

本文の表記規則本文の表記規則本文の表記規則本文の表記規則
本文では、特別な用語をすぐに識別できるように、様々な表記規則を使用しています。 次の
表に、表記規則とその使用例を示します。

表記規則表記規則表記規則表記規則 意味意味意味意味 例例例例

イタリック体 イタリック体は、構文の句またはプレースホル
ダを示します。

parallel_clauseを指定でき ... 

Uold_release.SQLを実行します。old_release は、
アップグレード前のリリースを示します。

大文字の固定幅
フォント

大文字の固定幅フォントは、システムが指定す
る要素を示します。 この要素には、システム指
定の列名、データベース・オブジェクトと構
造、ユーザー名およびロールの他に、実行可能
ファイル、パラメータ、権限、データ型、SQL
のキーワード、SQL*Plusやユーティリティの
コマンド、パッケージおよびメソッドが含まれ
ます。

NUMBER列に対してのみこの句を指定できます。

この値は、ALTER TABLE 文で変更できます。

 ... DEPTNO列によってグループ化され ... 

ROLLBACK_SEGMENTSパラメータを指定し ... 

 ... DBMS_STATS.GENERATE_STATSプロシー
ジャ ... 

小文字の固定幅
フォント

小文字の固定幅フォントは、ユーザーが指定す
る要素のサンプルを示します。 これらの要素に
は、ユーザー指定のデータベース・オブジェク
トと構造、列名、パッケージとクラス、ユー
ザー名とロール、プログラム・ユニットおよび
パラメータの値の他に、コンピュータやデータ
ベースの名前、ネット・サービスの名前、接続
識別子が含まれます。

deptno、dnameおよび locの各列が
scott.dept表にあります。

QUERY_REWRITE_ENABLED初期化パラメータを
trueに設定します。 

sales@sf.acme.comデータベースに接続しま
す。

oeユーザーで接続します。
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コード例の表記規則コード例の表記規則コード例の表記規則コード例の表記規則
コード例は、SQL、PL/SQL、SQL*Plusまたはその他のコマンドラインの文を示します。 こ
れらのコード例は、次のように固定幅フォントで表示され、通常のテキストと区別されてい
ます。

SELECT username FROM dba_users WHERE username = 'MIGRATE';

次の表に、コード例の表記規則とその使用例を示します。

表記規則表記規則表記規則表記規則 意味意味意味意味 例例例例

[ ] 大カッコで囲む対象は、1つまたは複数のオプ
ション項目です。 大カッコは入力しません。

DECIMAL (digits [ , precision ])

{ } 中カッコで囲む対象は複数の項目で、その中か
ら 1つを選択する必要があります。 中カッコは
入力しません。

{ENABLE | DISABLE}

| 縦線を使用して、大カッコまたは中カッコで囲
まれた複数のオプションから選択できる項目を
表しています。 オプションから 1つの項目を入
力します。 縦線は入力しません。

{ENABLE | DISABLE}

[COMPRESS | NOCOMPRESS]

... 水平方向の省略記号は、次のいずれかを示しま
す。

� その例に直接関係のないコードの一部が省
略されていることを示します。

� コードの一部が繰り返して続くことを示し
ます。

CREATE TABLE ... AS subquery;

SELECT col1, col2, ... , coln FROM 
emp;

 .

 .

 .

垂直方向の省略記号は、その例に直接関係ない
一部のコード行が省略されていることを示しま
す。

その他の句読点 大カッコ、中カッコ、縦線および省略記号以外
の句読点は、表記どおりに入力する必要があり
ます。

イタリック体 イタリック体のテキストは、特定の値の指定が
必要な変数を示します。

STARTUP PFILE=initsid.ora

この例では、文字列 initsid.ora全体がパラ
メータ・ファイルのプレースホルダとなり、特
定のインスタンス IDまたは SIDをユーザーが指
定する必要があります。
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大文字 大文字は、システムが指定する要素を示しま
す。 これらの語句は、ユーザー定義の語句と区
別するために大文字で表記されています。 大
カッコで囲まれている語句以外は、表記どおり
に同じ順序で入力します。 ただし、これらの語
句は大 /小文字を区別しないため、小文字で入
力することができます。

SELECT ename, empno FROM emp;

SQLPLUS username/password

INTO TABLENAME 'table'

小文字 小文字は、ユーザーが指定するプログラムの要
素を示します。 たとえば、表、列またはファイ
ルの名前を示します。

SELECT ename, empno FROM emp;

SQLPLUS scott/tiger

表記規則表記規則表記規則表記規則 意味意味意味意味 例例例例
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第第第第I部部部部

 E-Businessと統合の概要と統合の概要と統合の概要と統合の概要

第Ⅰ部では、E-Businessを推進し、統合ソリューションを見いだすためのビジネス概念を紹
介し、取り組む必要がある技術上の具体的な問題点を説明します。 また、Oracle Integration 
Serverの主要概念を概説します。

� 第 1章「E-Business統合の概要」

� 第 2章「方法論とソリューション」

� 第 3章「独自の Oracle Integration Serverの概要」

� 第 4章「基本的な統合の概念」





E-Business統合の
1

E-Business統合の概要統合の概要統合の概要統合の概要

この章では、E-Business統合ソリューションの開発の概要を説明します。次の項目が含まれ
ています。

� E-Business統合の概要

� E-Business統合の理由

� E-Business統合テクノロジとアプローチ
概要 1-1



E-Business統合の概要
E-Business統合の概要統合の概要統合の概要統合の概要
インターネット革命は、すべての企業が E-Businessを避けられない段階にまで進んできまし
た。 E-Businessは緊急課題であり、選択の余地はありません。 したがって、企業は、いつ、
どのような方法で E-Businessを推進するかを判断する必要があります。 

E-Businessとは、組織のビジネス処理方法に対する根本的な変更です。 E-Businessではイン
ターネット・テクノロジを次の目的に使用します。

� 自社の製品とサービスを購入する顧客を引きつけ、満足させて確保します。

� サプライ・チェーン、製造および購買の各システムを簡素化し、適切な製品とサービス
を顧客に効率的に提供します。

� 企業のビジネス・プロセスを自動化して、セルフサービスによるコスト削減と効率性の
向上を実現します。

� 顧客と企業運営に関するビジネス・インテリジェンスを獲得して分析し、共有します。 
これによって経営陣は、ビジネスの意志決定をより的確に行い、継続してビジネス方針
を改善できます。

E-Businessに必要なのは、各種のインターネット対応アプリケーションです。その中には、
E-Commerce Webサイト、ポータル、サプライ・チェーン管理、購買管理、オンライン・
マーケットプレイス、カスタマ・リレーションシップ・マネジメント（CRM）、ERPなどの
アプリケーションが含まれます。 企業の E-Businessを実現するには、これらすべてのアプリ
ケーションを相互に統合する必要があります。

図図図図 1-1 統合、統合、統合、統合、E-Business統合に対する統合に対する統合に対する統合に対する E-Businessドライバの基本ドライバの基本ドライバの基本ドライバの基本
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E-Business統合の概要
「待機時間ゼロの組織」を目指す企業の必要性が、企業規模の情報システムとアプリケー
ションの統合を推進します。 たとえば、E-Businessを円滑に運営するには、次のような要件
が必要です。

� 電子ストアフロントで受信した注文は、顧客の注文状態に関する問合せに応答するため
に顧客サポート担当が自動的に表示できること。 

� その注文が自動的にサプライ・チェーン・アプリケーションに伝播され、計画と実行の
操作が開始されること。

� 注文情報が、サービス業務と搬送に関わっているサプライヤやパートナとインターネッ
ト上で交換されること。

次の発展が E-Business統合の必要性を推進させます。

� 合併と買収

� パッケージ・アプリケーション

� ビジネス・プロセス・リエンジニアリング

� バーチャルで動的なサプライ・チェーン

� カスタマ・リレーションシップ・マネジメント（CRM）

� 企業セルフサービス

� 企業間取引

� アプリケーション・サービス・プロバイダとホスティング

合併と買収合併と買収合併と買収合併と買収
2つ以上の企業が合併したり、ある企業が別の企業を買収した場合、これらの企業は、新規
企業でのビジネス・プロセスを企業規模で自動化する必要があります。 自動化のためには、
互いの企業の情報システムを接続し、情報を同期化して共有します。 

たとえば、合併と買収によって世界規模の整理統合が進んでいる電気通信業界では、各企業
の連結された顧客ベースの共通ビューが必要です。 その結果、各企業のフロントエンド・
データベース間、課金システム間、他のフロントエンド・アプリケーション間で顧客情報を
同期化して共有する必要があります。

パッケージ・アプリケーションパッケージ・アプリケーションパッケージ・アプリケーションパッケージ・アプリケーション
企業は、ビジネスの一部を簡素化するためにパッケージ・アプリケーションを購入するた
め、このアプリケーションを企業内の別のパッケージ・アプリケーションやレガシー・シス
テムと統合する必要があります。 エンタープライズ統合テクノロジを使用すると、各アプリ
ケーションを相互に交信させてビジネス・プロセスを自動化できます。
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ビジネス・プロセス・リエンジニアリングビジネス・プロセス・リエンジニアリングビジネス・プロセス・リエンジニアリングビジネス・プロセス・リエンジニアリング
ビジネス・プロセス・リエンジニアリングによって、企業統合の必要性が出てきます。 組織
がビジネス・プロセスを再設計、簡素化する場合、そのビジネス・プロセスをサポートして
いる基礎となるアプリケーションのインフラストラクチャは、異なるシステムと新しい方法
で通信する必要があります。 ビジネス・プロセス・リエンジニアリングを推進する企業は、
統合ミドルウェアを配布して異なるシステム間を接続します。

これまでに述べた 3つ項目の発展が、企業内における企業統合に対する主要な誘因ですが、
E-Businessへの移行を推進する企業は、さらに他の統合ニーズにも直面しています。 
E-Businessでは、顧客とサプライヤは組織の内部ビジネス・プロセスに透過的に直接アクセ
スします。 その結果、E-Businessそのものが企業内と企業間での企業統合の需要を創出しま
す。 需要創出の要因として、次に内容を示します。

� バーチャルで動的なサプライ・チェーン

� カスタマ・リレーションシップ・マネジメント（CRM）

� 企業セルフサービス

� 企業間取引

� アプリケーション・サービス・プロバイダとホスティング

バーチャルで動的なサプライ・チェーンバーチャルで動的なサプライ・チェーンバーチャルで動的なサプライ・チェーンバーチャルで動的なサプライ・チェーン
多くの E-Businessでは、サプライ・チェーン実行プロセスの重要な部分をパートナにアウト
ソーシングしています。 パートナには、特化されたコンポーネントを作成する製造スペシャ
リスト、ロジスティックスと注文の実行を提供する実行スペシャリスト、倉庫内のサプライ
ヤの在庫を管理する倉庫管理スペシャリストなどがいます。 

たとえば、多くのパーソナル・コンピュータ・メーカーでは、コンピュータの組立ては自社
で行いますが、PCボードの製造はアウトソーシングし、サード・パーティのロジスティッ
クス・プロバイダを使用して PCを直接顧客に出荷します。 このような場合は、企業のサプ
ライ・チェーン・アプリケーションとビジネス・プロセスが、サプライヤのサプライ・
チェーン・システムと緊密にリンクしている必要があります。 このリンクによって、確実に
在庫レベルと需要パターンがすべての関係者にグローバルに表示されます。 企業間統合ソフ
トウェアは、これらのシステムをリンクします。

カスタマ・リレーションシップ・マネジメント（カスタマ・リレーションシップ・マネジメント（カスタマ・リレーションシップ・マネジメント（カスタマ・リレーションシップ・マネジメント（CRM））））
E-Businessでは、顧客は様々な機能を使用して企業にアクセスします。 それらの機能を使用
して、顧客は次の内容を実行できます。

� 企業のWebサイトを通してその企業の製品情報にアクセスできます。

� その企業のWebストアを通して製品を注文できます。
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� 企業の顧客サービス・オペレーションに電話して、注文の状態をチェックできます。

� 企業のパートナにフォローアップを行い、購入した製品に対するサービスを受けること
ができます。

顧客が利用するアクセス・チャネルに関係なく、顧客に企業の統一ビューを提供するには、
企業のすべてのフロントエンド・アプリケーションが統合されている必要があります。 理想
としては、すべてのフロントエンド・アプリケーションが統合できるように設計されている
ことです。 相互に統合されないアプリケーションの場合、企業は統合ミドルウェアを使用し、
システムを統合する必要があります。

企業セルフサービス企業セルフサービス企業セルフサービス企業セルフサービス
企業が E-Businessへ移行するのに従って、顧客、サプライヤおよび従業員に対応するビジネ
ス・プロセスはセルフサービスへと変わります。 顧客は、企業のWebストアにアクセスして
製品の注文を入力します。サプライヤは発注書を入力し、自身の安全なWebサイトを介し
て購買依頼処理を完了します。従業員は経費精算書を提出し、発注書を作成してオフィス用
品を購入し、さらに、自分の出張用チケットをすべてオンラインで購入します。 

セルフサービスを容易にするには、ビジネス・プロセスを簡素化して首尾一貫した処理を実
行する必要があります。 たとえば、従業員が経費精算書を提出すると、ワークフロー・プロ
セスによってその従業員の上司に通知され、適切な金額が企業の財務システムの借方に記入
され、一方では、企業の給与システムで従業員の貸方に記入されます。 E-Business統合ミド
ルウェアは、これらすべての個別システムを統合し、ビジネス・プロセスを容易にします。 

企業間取引企業間取引企業間取引企業間取引
オンライン・マーケットプレイスまたはオンライン取引所を通して企業間取引を行う企業の
増加に従って、これらのオンライン取引所に接続しているサプライヤと顧客は、やり取りを
自動化して次の要件を満たす必要があります。

� 製品カタログと価格をそのオンライン取引所に一致させます。

� 顧客の要求と入札に応答します。

� オークションおよび逆オークションに参加します。

サプライヤや顧客は、E-Business統合ミドルウェアを使用して、各自の ERPアプリケー
ションをオンライン・マーケットプレイスに結び付け、企業間取引の簡素化を開始していま
す。 

たとえば、オラクル社は、企業が構築中のオンライン取引所にサプライヤをリンクする
E-Business統合ミドルウェアの独自のバージョンを提供しています。 これが、Oracle 
Integration Serverと呼ばれるものです。
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アプリケーション・サービス・プロバイダとホスティングアプリケーション・サービス・プロバイダとホスティングアプリケーション・サービス・プロバイダとホスティングアプリケーション・サービス・プロバイダとホスティング
企業の総力を独自の中核能力に結集し、エンタープライズ・アプリケーションをアプリケー
ション・サービス・プロバイダ（ASP）やホスティング企業にアウトソーシングする企業が
増えています。 これによって、企業独自のレガシー情報システムを ASPのシステムに接続し
たり、1つの ASPのアプリケーションを別の ASPのアプリケーションに接続する必要が生
じます。 この結果、企業のバックオフィス・システムを企業のデータ・センターから ASPの
データ・センターに移行することになり、これらの異なるシステムを結合するための
E-Business統合ミドルウェアの需要が生じます。

E-Business統合の理由統合の理由統合の理由統合の理由
E-Business統合をビジネス的に推進する要素は、統合インフラストラクチャ内の具体的な要
件に変換されます。 必要な統合ミドルウェアを理解するために、E-Business統合に関する次
の 3つの基本的な理由を説明します。

� 情報システム間のデータの同期化

� アプリケーションとビジネスの切離し

� マルチステップ・ビジネス・プロセスの簡素化

情報システム間のデータの同期化情報システム間のデータの同期化情報システム間のデータの同期化情報システム間のデータの同期化
第 1の理由は、情報システム間のデータの同期化の必要性です。E-Businessでは、ビジネ
ス・オブジェクトまたは情報の一貫した、グローバルな企業レベルのビューが必要です。 た
とえば、次のようなビューが必要です。

� 多様なビジネス全体にわたる顧客ごとの単一の統合ビュー

� サプライヤとパートナを含めた各サプライ・チェーンの在庫と需要パターンの一貫性の
あるビュー

� 本質的に異なるすべての財務追跡管理システムにわたる財務状態の一貫性のあるビュー

これら 3つすべてにおける基本的な統合の必要性は、異なるシステム全体にわたる一貫性の
あるグローバルな情報のビューにあります。このビューが異なる情報システム間のデータを
同期化します。 

システム間におけるデータの同期化は、定期的なバッチ転送か、または連続的な反復トラン
ザクションのいずれかによって実行できます。 

バッチスタイルのデータの同期化バッチスタイルのデータの同期化バッチスタイルのデータの同期化バッチスタイルのデータの同期化
たとえば、オンライン・トランザクション処理システムとデータ・ウェアハウス間でのデー
タの同期化は、通常同期バッチ移送によって行われます。 バッチ・ジョブは、トランザク
ション・システムから新しい情報を抽出し、その情報を適切なフォーマットに変換して、
データ・ウェアハウスにロードまたは移入します。 
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トランザクション・データの同期化トランザクション・データの同期化トランザクション・データの同期化トランザクション・データの同期化
しかし、他の例ではトランザクション・データの同期化が必要です。 たとえば、銀行の顧客
が口座振替をセルフサービスのWebサイト上で行う場合、サイトは変更内容を即時にその
顧客の口座に反映させる必要があります。 銀行のバックオフィス・システムに格納されてい
る口座情報は、Webサイトをバックアップしているデータベースとトランザクションを通し
て同期化する必要があります。 場合によっては、銀行は顧客の口座情報のコピーを 2つの場
所（Webサイトをバックアップしているデータベースと銀行のバックオフィス・システム）
で保持していないこともあります。 むしろ、銀行は顧客情報を 1つのシステムで保持し、複
数のアプリケーションにそのシステムへのアクセスを提供します。 この方法には、パフォー
マンス、拡張性およびセキュリティに関する利点とトレードオフがあります。それについて
は次の項で説明します。

アプリケーションとビジネスの切離しアプリケーションとビジネスの切離しアプリケーションとビジネスの切離しアプリケーションとビジネスの切離し
企業内統合または企業間統合が必要な第 2の理由は、1つの企業のビジネス・プロセスとア
プリケーションを取引先のものと分離することにあります。

アプリケーション相互の切離しアプリケーション相互の切離しアプリケーション相互の切離しアプリケーション相互の切離し
ソフトウェアはますます複雑になり、それに対応して新規バージョンのソフトウェアへの
アップグレードも難しいため、アプリケーションの切離しが必要になります。 ソフトウェア
が複雑になるにつれて、開発者は大きな問題を複数の小さい問題に分割して個別に解決する
傾向が増えています。 

開発者は、複数のモジュールを作成し、相互間のインタフェースを適切に定義し、それらの
モジュールを結合して完全なアプリケーションを開発します。 開発者は各モジュール内の小
さい問題を解決することに集中します。 適切に定義された標準化インタフェースによるアプ
リケーション・モジュール間の通信の制限と、モジュール間でデータを共有しないことに
よって、開発者は 1つのアプリケーション・モジュールの変更またはアップグレードを他の
アプリケーション・モジュールに影響を与えずに実行できます。 プログラム間通信はアプリ
ケーションの置換処理を簡素化し、アプリケーションの変更、データ・センターの再配置ま
たはアプリケーションの完全アウトソーシング化などの意思決定の影響を最小限に抑えま
す。

ビジネス相互の切離しビジネス相互の切離しビジネス相互の切離しビジネス相互の切離し
さらに、ソフトウェアの複雑さは、企業間取引における企業相互間の通信方法に影響を与え
ます。 各企業は、その取引先を、適切に定義された標準インタフェースを備えたサービスの
提供者として期待しています。 開発者は、モジュールごとに標準インタフェースを定義する
アプリケーション・コンポーネント・モデルとモジュール間の通信を行う標準化プロトコル
を使用して、プログラム間通信を標準化します。 

同じ方法で、企業間の通信も現在標準化が進んでいます。つまり、通信に使用する標準イン
タフェースの定義（XMLベースのビジネス・オブジェクト・ドキュメントとして獲得）お
よび RosettaNetや OAGISなどの標準ネットワーク・プロトコルを使用した標準化が進んで
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います。 ある企業の内部ビジネス・プロセスを別の企業の内部ビジネス・プロセスと切り離
すことによって、各企業はその取引先に影響を与えずに内部プロセスを変更できます。 

たとえば、企業は自社の内部発注書承認プロセスを変更できます。 それは、サプライヤが発
注書を標準インターネット・プロトコル上の標準フォーマットで企業に送信するため、その
発注書がその企業の発注書承認プロセスから切り離されているためです。 このような分離は、
企業間取引の基本要件です。

マルチステップ・ビジネス・プロセスの簡素化マルチステップ・ビジネス・プロセスの簡素化マルチステップ・ビジネス・プロセスの簡素化マルチステップ・ビジネス・プロセスの簡素化
ビジネス・プロセスの自動化とは、業界ではよくストレート・スルー・プロセッシングと呼
ばれますが、マルチステップ・ビジネス・プロセスを簡素化するプロセスを定義することで
す。 自動化によって、アプリケーション相互間での直接通信が可能となり、人間の介入がな
くなります。 

たとえば、オンライン取引を行っている大部分の小規模な電子ストアフロントや企業は、各
自のフロントエンドWebストア・データベースが受け入れた新しい注文をバックオフィス
財務システムやサプライ・チェーン・システムに移送するために、ファイル転送プロトコル
（FTP）などの手動プロセスを使用しています。 このような手動による介入によって次の 3つ
の問題が発生します。

� 人為ミスの可能性が生じます。

� 注文処理のスピードと効率が低下します。

� 注文量が増えるにつれてストアフロントの運営コストが上昇します。 

大規模なWebサイトでは、多数の企業統合テクノロジを使用して、このマルチステップ・
ビジネス・プロセスを自動化し、簡素化しています。 簡素化によって、ストアフロント・
データベースは、最初に注文内容を財務システムに自動的に伝播し、顧客のクレジット履歴
を検証してから、サプライ・チェーン・システムに伝播して製造と搬送のプロセスを開始し
ます。 ビジネス・プロセスの自動化は、企業のコスト削減、顧客満足の向上、ビジネス・プ
ロセスのスピードアップおよび競合他社に対する迅速な対応に役立ちます。 

統合という観点から、マルチステップ・ビジネス・プロセスは、次の 2つの方法で簡素化で
きます。

同期通信同期通信同期通信同期通信 : 要求と応答要求と応答要求と応答要求と応答
マルチステップ・ビジネス・プロセスの一部を構成する特定のアプリケーションは、要求と
応答の構造を使用してリンクできます。 たとえば、Webストアフロントを設立した企業は、
顧客の信用評価や自社製品の購買履歴をチェックしてから、チェックアウトに進む許可をそ
の顧客に与えることができます。 この場合は、ビジネス・プロセスの 2つのステップ、つま
り、Webストアフロント・イベントと信用評価アプリケーションが要求と応答の構造でリン
クされています。ストアフロントは要求を信用評価アプリケーションに送信し、続行する前
に応答を要求します。 ビジネス・プロセスのこの 2つのステップは、論理的には大型複合ア
プリケーションの一部となっているため、相互に同期的に通信する必要があります。 
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対話型複合アプリケーションは、最も緊密に結合された統合プロセスを意味します。 このア
プリケーションは常にリアルタイムで動作します。 複合アプリケーションが急速に広まって
いる理由は、企業がフロントエンド・マーケティングとサービスの提供に力を入れているた
めです。 複合アプリケーションは、通常エンド・ユーザーには単一のWebアプリケーション
のように見えますが、背後では、1つ以上のメインフレーム・トランザクションを起動した
り、パッケージ・アプリケーションやWindows NT上のアプリケーションへのコールを
行っています。

非同期通信非同期通信非同期通信非同期通信
マルチステップ・ビジネス・プロセスの一部を構成する大部分のアプリケーションは、要求
と応答の構造ではなく、非同期でリンクされています。 

マルチステップ・プロセスは、非常に多くのビジネス・ニーズに対応している、最も一般的
な統合形式です。 マルチステップ・プロセスでは、各ステップがそのプロセス内の前段階に
おける別のシステムの動作結果であるため、アプリケーションは論理的に独立しています。 
たとえば、Webストアで受け入れた注文は、追跡管理可能な財務アプリケーションに送信さ
れてから、サプライ・チェーン・アプリケーションに送信され、サプライ・チェーンの計画
プロセスが開始されます。 Webストアが認識する必要があるのは、そのメッセージがバック
オフィス・アプリケーションに確実に配信され、購入品が購買キューの受注順序に従って 1
回限りで搬送されることのみです。

様々なビジネス・プロセスのステップで構成されている異なるアプリケーション間の通信
は、メッセージ・ミドルウェアを使用して、非同期で実行されます。 非同期通信には次のよ
うな利点があります。 2つのアプリケーションを結合します。アプリケーションをネット
ワークやシステムの障害から切り離し、各アプリケーションを別のアプリケーションのソフ
トウェア障害から守ります。

非同期通信の使用は、企業内のビジネス・プロセスを簡素化するために増加しています。 非
同期通信は、企業内で有用なだけでなく、企業間取引に必要なビジネス・プロセスの企業間
リンクの基盤となります。

まとめまとめまとめまとめ : エンタープライズ・アプリケーションの全体図は、個別に設計されたシステムの寄
せ集めを拡大したものに近くなっています。 一体として設計されたシステム・セットで企業
全体のすべてのビジネス機能を実装することは現実的ではありません。 ユーザーの要件は、
本質的に非常に複雑で動的なため、1つの設計チームがすべてのソリューションを提供する
ことは不可能です。 一般的な企業では、数年前に社内で作成したアプリケーション、その後
購入した独立ソフトウェア・ベンダーの複数アプリケーション・パッケージ、エンド・ユー
ザーのクライアント /サーバー・アプリケーションおよび増えつつあるインターネットとイ
ントラネット・アプリケーションなどを併用して対処する必要があります。 ただしこの先、
統合化されていないアプリケーションを受け入れることはできません。これは、企業の管理
者は、自社システム間における統合のレベルアップを要求しているためです。 これらの異機
種間システムを統合するタスクが、今日の IT組織の中心的職務です。 その結果、企業では、
データの整合性、アプリケーションの切離しおよびマルチステップ・ビジネス・プロセスの
自動化などの技法を組み合せて、自社の統合ニーズに対応する必要があります。
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E-Business統合テクノロジとアプローチ統合テクノロジとアプローチ統合テクノロジとアプローチ統合テクノロジとアプローチ
この項では、統合に使用できる各種のテクノロジ代替案とその代替案を使用可能にする統合
アプローチを検証します。 E-Business統合は、データの整合性と同期化、アプリケーション
の切離しおよびマルチステップ・ビジネス・プロセスの自動化という 3種類の基本的関係に
よって構成されることはすでに説明しました。 ここで、E-Business統合に関する次の 3つの
主要テクノロジの代替案について考えてみます。

� データ・レプリケーションとデータベース・ゲートウェイを使用したデータの整合性と
同期化のテクノロジ

� コンポーネント指向の開発機能、オブジェクト・リクエスト・ブローカおよび同期統合
方法論

� メッセージ指向ミドルウェアと非同期統合機能

これらの統合テクノロジは、それぞれが特定の種類の統合問題に適しています。 すべての統
合問題に最適な、単一の統合方法論はありません。 

最初に、3つの異なる種類の統合テクノロジを検証し、次に特定の統合問題の解決に最適な
テクノロジをそれぞれ説明します。 この項には次の内容が含まれています。

� データの整合性と同期化のテクノロジ

� コンポーネント指向の開発テクノロジ

� メッセージ指向ミドルウェア・テクノロジ

データの整合性と同期化のテクノロジデータの整合性と同期化のテクノロジデータの整合性と同期化のテクノロジデータの整合性と同期化のテクノロジ
データの整合性パターンの目的は、複数のシステムに格納されている冗長なデータから事実
を取得することにあります。 システム間におけるデータの同期化には、多数の異なるメカニ
ズムが使用されていますが、それらのメカニズムは、次の 2つのカテゴリに大きく分類でき
ます。

データ移動テクノロジデータ移動テクノロジデータ移動テクノロジデータ移動テクノロジ
異なるシステム間でデータを同期化する方法の 1つは、当該システム自体の間でデータを移
動することです。 事実、バッチ・データ転送は、データ同期化のためのデフォルトのアプ
ローチです。 従来から、多くの企業は、FTPなどの手動プロセスを使用してシステム間で
データを移動しています。 データベース・レプリケーション・テクノロジもデータベース内
に格納されているデータを同期化します。 バッチ転送または事前に計画されたトランザク
ションでは、手動プロセスでもデータは効果的に同期化されます。

しかし、E-Businessによって、情報の一貫性を維持する必要性が増加し、リアルタイムの介
入が頻繁に必要になります。 その結果、E-Businessには、データベース・レプリケーション
などの自動化されたデータ移動テクノロジが必要になります。 頻度の低いデータ・バッチの
実行に依存せずに、個々の更新を認識した場合は即時にその更新をほぼリアルタイムに転送
して、データを同期化する必要があります。 
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異機種間データ・アクセス・テクノロジ異機種間データ・アクセス・テクノロジ異機種間データ・アクセス・テクノロジ異機種間データ・アクセス・テクノロジ
システム間データ移動に対する 1つの代替案は、データを 1箇所で保持し、複数の異種アプ
リケーションからそのデータにアクセスする方法です。 この方法では、常時同期化しておく
ためにシステム間でデータを移動する必要がなくなります。システム間でのデータ移動は、
システムの増加につれてますます複雑になります。 簡単にいえば、異なるシステムがアクセ
スする対象の全データを、そのデータのサブセットが必要なすべてのアプリケーションがア
クセスできる 1つの中心的な位置に格納します。

この方法によって、継続的なデータ移動は不要になります。ただし、単一のデータベースの
みでデータ同期化の問題を解決できるかどうかを判断するには、次の 3つの基本的な問題を
考慮する必要があります。

� データ・アクセスに関する総合的なパフォーマンスと拡張性の要件 : データ・アクセス
が必要なアプリケーションの数と頻度はどの程度か

� アプリケーションの配布方法は集中か分散か

たとえば、アプリケーションが低帯域幅のワイド・エリア・ネットワーク（WAN）全
体に分散されている場合、WAN全体でのデータの移動では円滑性や効率性が失われま
す。 したがって、この場合は、バッチまたは手動転送によってデータをシステム間で移
動する必要があります。 異機種間データ・アクセス・テクノロジは、主としてメインフ
レーム・データベース、階層データ・ストア、フラット・ファイル・ストアなどの異機
種間データ・ストアへのアクセスを可能にするためのゲートウェイです。

� 実行するトランザクションにマルチステップ・ビジネス・プロセスを含めるかどうか

たとえば、1つの注文によって、一定日数の間に受注入力、売上管理、製造、サプラ
イ・チェーン計画と実行のシステムなどの論理的に関連している一連のトランザクショ
ンが作成されます。 場合によっては、バッチ・データ転送テクノロジがマルチステッ
プ・ビジネス・プロセスの自動化に使用されます。

 重要なビジネス・プロセスの場合は、ワークフロー・システムなどのワークロード管理ツー
ルを使用してワークフローを自動化します。 重要度の低いプロセスや適切に管理されていな
い重要なプロセスの場合は、人間の介入を含んだバッチ・データ転送を使用して制御するこ
とがよくあります。 高速のエンドツーエンド・プロセスのニーズが高まるにつれて、バッチ
転送がボトルネックになる可能性があります。 エンドツーエンド・プロセスの自動化などの
計画には通常、個別のイベントを即時に他のシステムに送信するためのメッセージ機能が必
要です。 データ移動とデータ・アクセスのテクノロジは、異なるシステム間で情報を同期化
し、一貫性のあるグローバルな情報ビューを提供するためには最適なテクノロジです。 
E-Business統合の概要 1-11



E-Business統合テクノロジとアプローチ
コンポーネント指向の開発テクノロジコンポーネント指向の開発テクノロジコンポーネント指向の開発テクノロジコンポーネント指向の開発テクノロジ
アプリケーションを相互に切り離すには、アプリケーションの変更時にも安定性が確保でき
るように、適切に定義されたインタフェースの小さなセットを使用してアプリケーション間
の通信を制限します。 モジュール開発の代表的な例では、コンポーネントは、適切に定義さ
れた標準インタフェースを使用し、プログラム間通信を介して対話します。 アプリケーショ
ンはデータを共有しません。 プログラム間の対話を切り離してパブリック・インタフェース
の小さなセットにすると、コンポーネントはビジネス・ロジックをカプセル化できます。 モ
ジュール性の持つ重要な付加的な利点は、コンポーネントを再利用できることにあります。
たとえば、コンポーネントが正しく設計されている場合は、これらのコンポーネントをプラ
グ・アンド・プレイ方式で組み立ててアプリケーションを構築できます。 

現在業界で使用されている 3つのプライマリ・コンポーネントは、次のとおりです。

� 最も広く使用されているのは、Java2 Enterprise Edition（J2EE）または Enterprise 
JavaBeans（EJB）のコンポーネント・モデルで、Sun Microsystems社、オラクル社お
よび IBM社などの大手ソフトウェア・ベンダーがサポートしています。

� Object Management Group（OMG）内の Common Object Request Broker Architecture
（CORBA）標準化委員会も CORBAコンポーネント・モデルを促進しています。

� Microsoft社には独自の COM+オブジェクト・モデルがあります。 

コンポーネント・ベースの技法を利用したアプリケーションの開発が増えるにつれて、コン
ポーネント間相互の通信方法が、基本的な統合の問題になります。 通信方法には次の 2通り
があります。

同期通信同期通信同期通信同期通信
3つの共通コンポーネント・モデルがそれぞれ独自のホスティング環境をアプリケーショ
ン・コンポーネント（コンテナと呼ばれます）に対して提供します。コンテナはコンポーネ
ントを操作可能にするサービスのセットを提供します。 サービスには、トランザクション・
サービス、ネーミング・サービスとディレクトリ・サービス、ブローカ・サービスと取引
サービスがあります。 EJBの場合、これらのサービスは、Enterprise JavaBean Transaction 
Serverと呼ばれるコンテナによって提供されます。また、CORBAの場合は、オブジェク
ト・リクエスト・ブローカまたは ORBと呼ばれるコンテナによって提供されます。COM+
の場合、これらのサービスは、Windows NTオペレーティング・システム自体によって提供
されます。 

これらのコンテナは、同期リモート・プロシージャ・コールのメカニズムを使用してコン
ポーネント間の通信を管理します。 同期通信は、切り離す必要のあるアプリケーションが要
求と応答の構造で相互に関連している場合、理想的な通信方法です。 ORBのようなコンポー
ネント・ミドルウェアは、プログラム間インタフェースの定義をドキュメント化し通信を管
理するため、このタイプの統合には最適です。

非同期、メッセージ指向ミドルウェア非同期、メッセージ指向ミドルウェア非同期、メッセージ指向ミドルウェア非同期、メッセージ指向ミドルウェア
非常にまれですが、異種アプリケーションで一方向の非同期イベント通知を従来の ORB
コールを使用して実装することも技術的には可能です。 標準 ORBは、双方向の要求応答式の
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対話を中心にして設計されています。つまり、疎結合アプリケーションに必要な高度なメッ
セージ機能が欠けています。特にマルチステップ・ビジネス・プロセスを容易にするための
機能がありません。 このような統合の実現に適しているのが、メッセージ指向のミドルウェ
ア・ソリューション、特に新世代の統合ブローカです。

メッセージ指向ミドルウェア・テクノロジメッセージ指向ミドルウェア・テクノロジメッセージ指向ミドルウェア・テクノロジメッセージ指向ミドルウェア・テクノロジ
企業内および企業間取引内でのビジネス・プロセスの自動化が進むにつれて、新世代のミド
ルウェア・テクノロジが登場してきました。 このデクノロジは、アプリケーションとビジネ
スの疎結合を行う非同期通信がベースになっています。 メッセージ機能の基本原理は、情報
の提供者を情報の利用者と切り離すことです。その結果、アプリケーションの追加、削除ま
たは変更を別のシステムに影響を与えずに実行できます。 

メッセージ指向のミドルウェアによって、アプリケーションとビジネス・プロセスはアプリ
ケーション相互間でメッセージを送信して通信することができます。 アプリケーションは
ミッション・クリティカルであるため、ミドルウェアが、1回限りのメッセージ配信の保証
や格納キューイング、転送キューイングなどの機能を提供します。 さらに、このメッセージ
機能プラットフォームには、高度なメッセージ・ルーティング機能と配布機能が追加されて
います。 追加された機能は、次のとおりです。

� コンテンツに基づいてメッセージを異なるロケーションに送信する、コンテンツ・ベー
スのルーティング。

� サブジェクトに基づいてメッセージを異なるロケーションに送信する、トピック・ベー
スのルーティングまたはサブジェクト・ベースのルーティング。

� 送信者がメッセージのサブスクライブに関心のあるサブスクライバのキューにメッセー
ジを公開するだけの、パブリッシュ・サブスクライブ・ルーティング。 パブリッシャに
はメッセージの受信者がわかりません。 

Enterprise JavaBeansなどの大部分のコンポーネント・モデルには、次々と非同期通信イン
タフェースが追加されているため、それを使用すると疎結合方式で相互通信が可能になりま
す。 基本的なメッセージ指向ミドルウェアを分散アプリケーション内で使用し、1つのアプ
リケーションを別のアプリケーションに統合できます。これは、アプリケーションが本来接
続不能なためです。 非同期のメッセージ機能は、マルチステップ・ビジネス・プロセスの 1
部分を構成するアプリケーションを疎結合する必要がある場合（要求応答方式で関連してい
ない場合）に最適な機能です。 

メッセージ・ミドルウェアは、サーバーとアプリケーション間のダイレクト・ゲートウェイ
接続とは根本的に異なる方法で異種アプリケーションを接続します。 ダイレクト・ゲート
ウェイは特に、1つか 2つのバックエンド・アプリケーションをWebフロントエンドを使用
して拡張する場合など、計算された要求応答式の対話には最適です。 

メッセージ・ベースのソリューションは、データの整合性またはマルチステップ・プロセ
ス・アプリケーションのいずれかを必要とする非同期アプリケーションと複数の異機種間参
加者を持つシステム化された複合アプリケーションに最適です。 メッセージ機能によって通
信セマンティックと管理の層が増加します。 一部のプロジェクトには、このような複雑さは
不要です。 しかし、メッセージ機能は、1つのソリューション内で整合性、マルチステップ
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および複合パターンを処理する、機能が豊富で包括的なインフラストラクチャを提供しま
す。 コンポーネントは、アプリケーション内のアーキテクチャを統制しているため、メッ
セージ・ベースの統合インフラストラクチャへの接続にしばしば使用されます。 

最終的には、メッセージ中心の統合は、総合的な企業レベルのハブを介してすべてのアプリ
ケーションを相互に接続します。 すべてのアプリケーションは、この統合ハブに情報を公開
します。この場合、送信先、受信相手または受信者が望むフォーマットなどを知る必要はあ
りません。 アプリケーション全体のポートフォリオの柔軟性は、接続論理と配信指示がアプ
リケーション自体ではなくインフラストラクチャに常駐しているため、そのまま維持されま
す。

メッセージ機能によって、プログラムはメッセージをキューに置いたまま作業を続行し、生
成側の問合せサーバーとして動作できます。 キューイング・システムは適切な受信者にメッ
セージを確実に配信します。 コンシューマとしての受信者は、キューから要求を取り出し、
それに基づいて行動します。 サービスの要求とサービスの提供を切り離すと、メッセージ機
能による効率が上がり、複合タスクをスケジュールするインフラストラクチャが提供されま
す。 メッセージ機能では、プログラムは相互間で直接通信しません。 プログラム相互間の接
続は切断されているため、異なるアプリケーション・プログラム間の通信ハブとしての役割
を持つメッセージ・システムを介して通信します。 したがって、メッセージ機能は、多数の
プログラム相互間の通信に役立つ代表的な例を提供します。 

3つの特定アプリケーションの設計上の問題が、多くの場合、アプリケーション間通信に
メッセージ・サービスを使用する動機となります。 

要求応答なしの要件要求応答なしの要件要求応答なしの要件要求応答なしの要件
メッセージ機能は、プログラムがメッセージを別のプログラムに送信した後、独自の作業を
続行できるアプリケーションに最適です。つまり、最初のプログラムは 2番目のプログラム
からの応答を待機しないで先に進みます。 さらに、メッセージの取出し時まで作業を続行で
きるアプリケーションに最適です。 

最初のプログラムが先に進む前に応答が必要な場合、メッセージ機能は適切な通信メカニズ
ムではありません。 この場合は、Net8や CORBA RPCなどの同期通信メカニズムが適切で
す。 同期メカニズムでは、最初のプログラムは要求を 2番目のプログラムに送信した後、2
番目のプログラムが応答を送信するまで待機します。 最初のプログラムは、この応答で次の
プロセスを実行します。 

対照的に、メッセージ機能はこのような関係が不要なアプリケーションに最適です。つま
り、最初のプログラムはメッセージをキューに置くだけで、2番目のプログラムからの応答
を待機せずに作業を続行します。 

これらの 2つのモデル、同期通信とメッセージ機能は同じアプリケーション内で一緒に使用
できます。 たとえば、出荷アプリケーションの受注入力プログラムは、別の顧客管理プログ
ラムと通信して、その注文の受け入れ前に顧客の妥当性をチェックします。 この場合は、同
期通信が必要です。これは、受注入力プログラムはその注文の処理を続行する前に顧客管理
プログラムからの応答が必要なためです。

ただし、受注入力アプリケーションは、注文の完了時に、注文を顧客に送付する必要がある
ことを出荷プログラムに通知します。 このような通信は、メッセージ機能を使用して最適に
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処理されます。受注入力アプリケーションは、出荷プログラムからの応答を待たずにその注
文の処理を進めます。 

独立した処理独立した処理独立した処理独立した処理
プログラム内通信にメッセージ・システムを使用する動機となる 2番目の要因は、アプリ
ケーションの配布アーキテクチャです。 同期通信を有効にするには、すべてのプログラムが
同時に実行中で使用可能であることが必要です。 これらのプログラムを接続するネットワー
クが使用可能であり、プログラムを実行するシステムが起動していて、すべてのプログラム
が同時に使用できることが必要です。 配布環境のノードに 1つでも信頼できないものがある
と、メッセージ機能はさらに堅固なソリューションを提供します。 メッセージ機能は、プロ
グラム間のタイム依存関係を解消します。 その結果、アプリケーションはプログラム障害の
影響を受けにくくなります。 ネットワーク、システムおよびアプリケーションで障害が発生
した場合に、遅延実行を適切に動作させるためには、サービス要求を表すメッセージを永続
的に格納し、正確に 1回のみ処理する必要があります。 メッセージを保持できる機能は、次
の 4つの理由で企業におけるメッセージ交換インフラストラクチャの基本です。 

� 着信時のメッセージの処理不能着信時のメッセージの処理不能着信時のメッセージの処理不能着信時のメッセージの処理不能 : アプリケーションは、クライアントから同時に着信し
た未処理のメッセージを処理する必要があります。 アプリケーションにすべての要求を
即時に処理するリソースがない場合があります。 メッセージ・システムには、永続
キューにメッセージを格納し、後で受信者が処理できる時点でそのメッセージを配信す
る機能が必要です。 

� メッセージ機能のスケジューリングメッセージ機能のスケジューリングメッセージ機能のスケジューリングメッセージ機能のスケジューリング : さらに、メッセージ・システムには、優先順位に
従って処理できるメッセージの永続性が必要です。つまり、後から着信するメッセージ
が、前に着信したメッセージより優先順位が高かったり、前に着信したメッセージが、
アクションの実行前に後から着信するメッセージを待機する必要がある場合がありま
す。 このようなメッセージの優先順位は、一定期間変更することもできます。たとえば、
特定キューのメッセージを、特定の時間枠の間、他のキューのメッセージより重要視す
ることができます。 メッセージの永続性によって、優先順位の高いキューのメッセージ
を最初に処理できます。一方、優先順位の低いメッセージは格納して後で処理できるた
め、優先順位の高いメッセージの妨げになることはありません。 

� メッセージの監査メッセージの監査メッセージの監査メッセージの監査 : また、メッセージの永続性は、メッセージの制御コンポーネントが
ペイロード情報自体と同じくらい重要になる場合があるため、非常に重要です。 たとえ
ば、メッセージの受信と送信タイムが、メッセージの重要部分になる場合があります。 
E-Commerce環境では、メッセージの永続性によって、多様な顧客からの注文情報が格
納されるため、その情報に問い合せると、需要がピークに達する期間を識別したり、注
文状態を判断できます。 したがって、メッセージは実行後も依然として重要な場合があ
ります。 永続的なメッセージの格納は、情報の格納、問合せまたは監査を確実に実行す
るためには非常に重要です。

� 障害障害障害障害 : メッセージ機能クライアント間の通信リンクは、常時使用可能であるとは限りま
せん。他の用途に予約されている場合もあります。 処理リソースの不足または障害のい
ずれかの理由でメッセージを即時に処理できない場合、メッセージ・システムはメッ
セージを永続的に格納し、リソースが使用可能になった時点で配信できることが必要で
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す。 エンタープライズ・アプリケーションの統合時には、各メッセージが受信者ごとに
正確に 1回配信されるという、メッセージの配信保証が非常に重要です。 
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方法論とソリューション方法論とソリューション方法論とソリューション方法論とソリューション

この章では、E-Business統合の方法論を説明し、Oracle Integration Serverによる統合の課
題への取り組み方の例を示します。 この章には次の項目が含まれています。 

� 適切な E-Business統合方法論の選択

� アプリケーション統合 : ソリューションの範囲

� 企業間統合
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適切な E-Business統合方法論の選択
適切な適切な適切な適切な E-Business統合方法論の選択統合方法論の選択統合方法論の選択統合方法論の選択
データ同期化テクノロジ、コンポーネント指向の開発テクノロジおよびメッセージ指向のミ
ドルウェアの 3つの主要な統合テクノロジについてはすでに検証しました。 ここでは、これ
らのテクノロジを、3つの基本的な統合問題、つまり、システム間におけるデータの同期化、
アプリケーション相互間の切離し、企業内と企業間のマルチステップ・ビジネス・プロセス
の自動化に最適にマップする方法を考えます。 

方法論の選択には通常、統合の具体的な実装環境に関する詳しい調査が必要ですが、広範囲
をカバーする特定のアーキテクチャ原理を使用して、統合の意思決定の指針とすることがで
きます。 

この項には次の内容が含まれています。

� システム間におけるデータの同期化

� アプリケーションとビジネスの相互の切離し

� マルチステップ・ビジネス・プロセスの自動化

システム間におけるデータの同期化システム間におけるデータの同期化システム間におけるデータの同期化システム間におけるデータの同期化
システム間でデータを同期化する方法を決める場合は、異なるシステム間でのデータ移動が
必要か、セントラル・ロケーションから各種システムへのデータ・アクセスが必要かどうか
によって、基本アーキテクチャの選択肢が異なります。 データ・アクセスを提供する必要が
ある場合、統合テクノロジの理想的な選択肢は、ゲートウェイを使用して、データが常駐し
ているデータベースやレガシー・システムにアクセスする方法です。 

システム間でのデータ移動が必要な場合は、データベース・レプリケーションと非同期メッ
セージ機能という 2つの異なるメカニズムを使用できます。 テクノロジの選択に影響を与え
る要因は、次の 3つです。 

� 第 1に、データの同期化が、1つか 2つのバックエンド・アプリケーションをWebフロ
ントエンドに拡張するような簡単な方法で実行できる場合は、情報のデータベース・レ
プリケーションのみで十分です。 同様に、情報をセントラル・データベースから複数の
小規模ワークグループ・データベースに分散する場合は、データベース・レプリケー
ションで十分です。 この 2つの場合、メッセージ・ベースのソリューションを選択する
と、複雑さが増大します（たとえば、専用ミドルウェアの配布が必要になります）。こ
のソリューションはもっと複雑なアプリケーションに適しています。 

� 第 2に、レプリケーションが使用できるのはほとんどの場合、情報の送信者と受信者が
同種のデータベース、たとえば、両者とも Oracleデータベースであるときです。 データ
ベースには同じスキーマが必要です。 データがデータ移動の一部として複雑な変換を経
由する必要がある場合は、非同期メッセージ・テクノロジのほうが適切です。 

� 第 3に、データベース・レプリケーションを使用するためには、受信側アプリケーショ
ンは送信側アプリケーションにそのスキーマへのダイレクト・アクセスを提供する必要
があります。 スキーマにそのようなダイレクト・アクセスを提供する場合、次の 2つの
問題が発生します。つまり、2つのアプリケーションは明白に定義されたインタフェー
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ス・セットを介して通信しないため、ダイレクト・スキーマ・アクセスはカプセル化と
コンポーネント・ベースの開発に違反します。 さらに、ダイレクト・スキーマ・アクセ
スは、アプリケーション・レベルのセキュリティ・ポリシーを回避する可能性がありま
す。 

このような問題はありますが、2つのデータ・ソース間の単純なデータ同期化が唯一の統合
要件である場合は、データベース・レプリケーションの使用によって、アプリケーションの
作成と配布方法が簡素化されるため、おそらくこれが最適な選択です。

アプリケーションとビジネスの相互の切離しアプリケーションとビジネスの相互の切離しアプリケーションとビジネスの相互の切離しアプリケーションとビジネスの相互の切離し
統合シナリオの焦点が、主としてアプリケーションとビジネスを相互に切り離すことにある
場合、データ・レプリケーションやデータベース・ゲートウェイなどのデータ同期化テクノ
ロジは適切ではありません。 アプリケーションを相互に切り離すには、アプリケーション間
の通信を適切に定義されたパブリック・インタフェースの標準セットに限定する必要があり
ます。 定義上、データ同期化テクノロジはカプセル化に違反しています。したがって、アプ
リケーションの切離しには適していません。 

アプリケーションを相互に切り離す一方で、相互間の通信を容易にする必要がある場合、主
な選択肢は、同期通信機能と非同期通信機能の中間に位置する機能です。 次に、どの通信メ
カニズムを使用するかを決定する 3つの要因を示します。

� 第 1に、2つのアプリケーション・コンポーネントが大規模な複合アプリケーションの
一部で、ともに要求と応答の構造で作動している場合は、オブジェクト・リクエスト・
ブローカ（ORB）などの非同期のコンポーネント指向ミドルウェアの機能や CORBA 
IIOPなどの通信プロトコルが最適の選択肢です。 この場合、両アプリケーションは、
CORBA Interface Definition Language（IDL）で適切に定義されたパブリック・インタ
フェースを備えた CORBAサービスとしてラップされ、ORBと呼ばれるミドルウェア・
ハブを介して通信する必要があります。 ORBは、2つのアプリケーションに対して次の
サービスを提供します。 

� 両アプリケーションをサービスとして登録します。

� 各アプリケーションのパブリック・インタフェースを他のアプリケーションにアク
セス可能にします。

� 各プロトコルの要求をアプリケーション相互間でルーティングします。

� ネットワーク上のオブジェクトのロケーションを検索して、そのオブジェクトを検
出します。

� 要求の受信時にオブジェクトを起動します。

� 第 2に、2つのアプリケーション・コンポーネントが要求と応答の構造で関連している
のではなく、マルチステップ・ビジネス・プロセス内のステップを構成している場合
は、非同期のメッセージ指向ミドルウェアが最適の選択肢です。 このような状況での選
択肢は主に、配布の必要があるメッセージ機能環境の複雑さやメッセージ・アーキテク
方法論とソリューション 2-3



適切な E-Business統合方法論の選択
チャによって異なります。 これらの選択肢は、マルチステップ・ビジネス・プロセスの
自動化の場合の選択肢と似ています。これについては、次の項で説明します。

� 第 3に、統合要件が、2つの企業のビジネス・プロセスをインターネットで接続するこ
とである場合、同期的統合は実現不可能です。疎結合のメッセージ・ベース統合が唯一
のソリューションです。

マルチステップ・ビジネス・プロセスの自動化マルチステップ・ビジネス・プロセスの自動化マルチステップ・ビジネス・プロセスの自動化マルチステップ・ビジネス・プロセスの自動化
マルチステップ・ビジネス・プロセスを自動化する場合、アプリケーションは疎結合構造で
相互に通信する必要があります。 この場合、統合テクノロジの唯一の適切な選択肢は、非同
期のメッセージ指向ミドルウェアです。 ミドルウェア・ソリューションの配布を選択する場
合、主なアーキテクチャ上の意思決定は統合問題の複雑さによって異なります。 次の 4つの
重要な問題を考慮する必要があります。

� 統合トポロジ

� メッセージ・アーキテクチャ

� データ変換

� ビジネス・プロセス管理とワークフロー

統合トポロジ統合トポロジ統合トポロジ統合トポロジ
メッセージ・ミドルウェアを配布する場合は、アプリケーションのリンクに Point-to-Point
インタフェースを使用するか、またはハブ・アンド・スポーク・アーキテクチャを使用する
かを判断する必要があります。 2つのアプリケーションを接続する場合、Point-to-Point接続
は単純ですが、2つ以上のアプリケーションの接続が必要な場合は、すぐに管理不能となり
ます。 

このような場合は、ハブ・アンド・スポーク・アーキテクチャを使用します。 このアーキテ
クチャでは、アプリケーションは直接相互に接続されません。 各アプリケーションは、すべ
てのアプリケーション間の接続を行うハブに接続されます。 アプリケーションの 1つを変更
またはアップグレードする場合は、ハブとの関係のみを変更するので、それ以外の統合対象
アプリケーションにはまったく影響を与えません。

メッセージ・アーキテクチャメッセージ・アーキテクチャメッセージ・アーキテクチャメッセージ・アーキテクチャ
次に、使用するメッセージ・アーキテクチャを次の 3つの問いに基づいて判断する必要があ
ります。

メッセージを永続的に格納する必要があるかメッセージを永続的に格納する必要があるかメッセージを永続的に格納する必要があるかメッセージを永続的に格納する必要があるか ?   ビジネス上重要なメッセージで、たとえば、
企業間のトラブル解決または情報の流れの追跡などの目的で監査や追跡の対象となる場合、
そのメッセージのヘッダーとコンテンツはデータベースに永続的に格納する必要がありま
す。このようなメッセージは、標準的な意思決定支援ツールを使用して格納および分析する
ことができます。 ビジネス上重要でないメッセージに対しては、メッセージ・ブローカ機能
によって揮発性キューイング機能を提供できます。 
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メッセージを保証付き配信で伝播する必要があるかメッセージを保証付き配信で伝播する必要があるかメッセージを保証付き配信で伝播する必要があるかメッセージを保証付き配信で伝播する必要があるか ?   メッセージがビジネス上重要な場合、
またはメッセージ・システムが 2つのミッション・クリティカルなアプリケーションを接続
している場合は、メッセージを保証付きの 1回限り、順序付き配信で伝播する必要がありま
す。それ以外の場合は、メッセージを非永続的に伝播するのみでかまいません。 

メッセージのルート方法はメッセージのルート方法はメッセージのルート方法はメッセージのルート方法は ?   メッセージは、そのサブジェクトやトピック、コンテンツや
ペイロード情報に基づくか、またはパブリッシュ・サブスクライブ・メソッドを使用して、
アプリケーションとビジネス・プロセス間でルートできます。 

大部分の E-Business統合シナリオでは、メッセージはそのコンテンツに基づいてルートされ
ます。つまり、多くの場合、適切な宛先に送信する前に、特定のワークフローを起動して特
定の方法で処理されます。

データ変換データ変換データ変換データ変換
ビジネス・プロセスの一部を構成するアプリケーションは通常、異なるデータ・フォーマッ
トでデータを格納および管理します。 たとえば、Oracle E-Business Suiteのパッケージ・ア
プリケーションは、SQLフォーマットでデータを格納および管理します。 SAPアプリケー
ションは、ASCIIから派生した iDOCsフォーマットでデータを操作します。 

アプリケーションを相互に接続する場合は、次の 4つのデータ変換に関する問題に対処する
必要があります。

� データ型変換データ型変換データ型変換データ型変換とは、データを元のアプリケーションのフォーマットからターゲット・ア
プリケーションのフォーマットに変換することです。 たとえば、Oracleの CRMアプリ
ケーションを SAPアプリケーションに接続する場合、Oracleデータ型を SQLフォー
マットから、iDOCsに最適な ASCIIフォーマットに変換する必要があります。 

� セマンティック変換セマンティック変換セマンティック変換セマンティック変換とは、顧客名を Oracleフォーマットから SAPフォーマットに変換
することです。 たとえば、Oracleでは顧客名を、名、姓、ミドル・イニシャルの 3つの
フィールドで表現します。 SAPでは顧客名を単一のフィールドで、姓、カンマ、名の順
に表現します。 セマンティック変換を適用して姓の次に名を連結する必要があります。

� 機能変換機能変換機能変換機能変換とは、送信側アプリケーションのビジネス・イベントを受信側アプリケーショ
ンのビジネス・イベントとインタフェースにマップすることです。 たとえば、発注書が
Oracleアプリケーションから SAPアプリケーションに送信されると、特定のビジネス・
イベントのセットが開始され、特定のパブリック・インタフェースのセットが起動され
る必要があります。 メッセージをアプリケーション相互間で伝播するには、このような
機能変換情報を獲得する必要があります。 

データ変換に通常使用されるアプローチは次の 2つです。 最初のアプローチは、データ
を元のアプリケーションのフォーマットからターゲット・アプリケーションのフォー
マットに直接変換します。 2番目のアプローチは、最初に標準的な中間フォーマットに
変換してから、ターゲット・アプリケーションのフォーマットに変換します。 直接変換
の方が高速ですが、中間フォーマットへの変換によって、1つのアプリケーションを他
のアプリケーションで変更する必要がなくなります。 たとえば、Oracle CRMアプリ
ケーションを Baan、SAPまたは PeopleSoftなどのアプリケーションに接続する場合は、
中間表現に情報をマップすることによって、Oracle CRMアプリケーションを Baanア
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プリケーションにアップグレードする必要がなくなります。 必要な唯一の変更は、中間
表現と Baanアプリケーションとの間のマッピングを変更することです。 

� ロケーション変換ロケーション変換ロケーション変換ロケーション変換とは、データ変換を実行するロケーションを決定することです。 場合
によっては、データ変換はスポークにあるアプリケーションの近くで実行されます。 ハ
ブは、変換済みメッセージを 1つのアプリケーションから別のアプリケーションに送信
するのみです。 ただし、多くの場合、データ変換は次の理由でハブで行う必要がありま
す。

�  監査対象のメッセージは、事前に変換済みのフォーマットで格納されています。 

� 多数の異なるターゲット・アプリケーションに送信されるメッセージは、元のアプ
リケーション内でハブに送信される中間フォーマットに変換されます。 次にハブは、
各種の変換機能を適用して、その情報を各ターゲット・アプリケーションのフォー
マットに変換します。 

� コンテンツに基づいて異なるロケーションにルートされるメッセージは、ハブで変
換された後、そのハブによってルーティングされます。 ただし、これはハブ自体の
機能や、接続の必要なアプリケーションにハブが提供しているサービスの種類に
よって異なります。

ビジネス・プロセス管理とワークフロービジネス・プロセス管理とワークフロービジネス・プロセス管理とワークフロービジネス・プロセス管理とワークフロー
最後に、メッセージをそのまま 1つのアプリケーションから別のアプリケーションに送信す
るか、または伝播前の処理が必要なのかを決定する必要があります。 たとえば、ある企業が
発注書を自社のサプライ・チェーン・アプリケーションから他社の調達システムに送信する
場合、その発注書に対する送信側企業の購買マネージャの承認が必要な場合があります。 承
認が必要な場合、メッセージ・ミドルウェアはメッセージを取引先に転送する前にワークフ
ロー・アプリケーションを起動する必要があります。 この場合、メッセージ機能プラット
フォームにはワークフローのビジネス・プロセスを管理する機能が必要です。

アプリケーション統合アプリケーション統合アプリケーション統合アプリケーション統合 : ソリューションの範囲ソリューションの範囲ソリューションの範囲ソリューションの範囲
すべての統合シナリオには、3つの基本的な統合問題、つまり、システム間におけるデータ
の同期化、アプリケーションとビジネスの相互の切離し、マルチステップ・ビジネス・プロ
セスの自動化が含まれることは前に述べました。 統合には一連の異なるテクノロジが必要で
す。それぞれのテクノロジが特定タイプの統合問題に適合しています。 

オラクル社は、統合というものが、単一のテクノロジで解決できる単一のごく限定された問
題ではないことを認識しています。 この複雑な問題を完全に解決するには、広範囲のテクノ
ロジが必要です。そして、すべてのテクノロジが透過的に統合される必要があります。  この
項では、代表的な統合シナリオを示しながら、複数の選択肢を解明します。 これらのシナリ
オは、包括的なソリューションを構成する様々なタイプの統合テクノロジを理解する上で役
に立つはずです。 
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アプリケーション統合 : ソリューションの範囲
この項には次の内容が含まれています。

� データの統合

� アプリケーションの統合

� ビジネス・プロセスのモデル化と実行

� ビジネス・プロセス・インテリジェンス

データの統合データの統合データの統合データの統合

シナリオシナリオシナリオシナリオ :   企業には多数のアプリケーションがあり、それぞれに独自のデータベースがあり
ます。 これらのアプリケーションは、相互に関連するデータベース内の情報を頻繁にしかも
個別に変更しています。 

問題問題問題問題 :   アプリケーションは、別のアプリケーションのデータベース内の最新情報をどのよう
にして取得するのか ?   たとえば、受注入力アプリケーションが顧客のアドレスを使用する
には、売掛金アプリケーションと同じ顧客データにアクセスする必要があります。 

ソリューションソリューションソリューションソリューション :   Data Access Gatewayとレプリケーションとレプリケーションとレプリケーションとレプリケーション : ゲートウェイによって、アプ
リケーションは、他のデータベースに直接アクセスして必要な情報を簡単に取得できます。 
レプリケーションは、複数のデータベースの情報を自動的に同期化するため、各データベー
スには最新情報が蓄積されています。 どのデータベースの変更内容も即時に他のデータベー
スに反映されます。

アプリケーションの統合アプリケーションの統合アプリケーションの統合アプリケーションの統合
複数のアプリケーションを含んでいるビジネス・プロセスには、アプリケーション・ロジッ
クとアプリケーション機能の統合が必要です。 この統合を容易にするためには、アプリケー
ションは重要なビジネス情報を交換するために通信する必要があります。 同期通信と非同期
通信という 2つの異なる通信モデルがあります。

機能インタフェース付き同期通信機能インタフェース付き同期通信機能インタフェース付き同期通信機能インタフェース付き同期通信

シナリオシナリオシナリオシナリオ :   注文を受け入れるフロントエンドの E-Commerce Webアプリケーションを作成
します。 アプリケーションは、注文を受け入れる前に、クレジット・カードの認可、顧客の
信用評価、在庫レベル、配送スケジュール、価格設定などの情報が必要です。 これらのサー
ビスの 1つでも使用不能な場合、受注アプリケーションはその取引を完了できません。 これ
は、後で再注文を顧客に依頼することを意味します。

問題問題問題問題 :   受注入力に必要なサービスは、他の専用アプリケーションによって提供されていま
す。 では、E-Commerceアプリケーションはどのようにしてこれらのサービスにアクセスす
方法論とソリューション 2-7



アプリケーション統合 : ソリューションの範囲
るのか ?  どのようにすればこれらのアプリケーションを統合してビジネス・プロセスを実装
し、自動化できるのか ?  

ソリューションソリューションソリューションソリューション :   機能インタフェースをベースにした同期的な要求応答プロトコル機能インタフェースをベースにした同期的な要求応答プロトコル機能インタフェースをベースにした同期的な要求応答プロトコル機能インタフェースをベースにした同期的な要求応答プロトコル : 各アプ
リケーションは、パブリック・インタフェースとして特定の機能セットを定義してサービス
を提供します。 これらのサービスを要求するために、アプリケーションは対応するインタ
フェースを起動します。 機能インタフェースをベースにした要求応答プロトコルの例には、
Remote Procedure Calls（RPC）、Common Object Request Broker（CORBA）、COM、Java 
Remote Method Invocation （RMI）などがあります。 意味的に豊富なインタフェース、特に
分散企業取引アプリケーションに向けた、Enterprise JavaBeansや COM+などのコンポーネ
ント・モデルを備えた規格が登場しつつあります。 

メッセージ・ベース・インタフェース付きの非同期通信メッセージ・ベース・インタフェース付きの非同期通信メッセージ・ベース・インタフェース付きの非同期通信メッセージ・ベース・インタフェース付きの非同期通信

シナリオシナリオシナリオシナリオ :   受注入力や製造、在庫管理、配分、課金など多数のアプリケーションを含んだエ
ンドツーエンド注文実行プロセスを実装します。 注文実行プロセスは、顧客の発注で使用す
る受注入力アプリケーションから始まります。 その後、ビジネス・オブジェクトとビジネ
ス・イベントはアプリケーションの間を流れていく必要があります。 

問題問題問題問題 :   これらのアプリケーションは、ワイド・エリア・ネットワーク（WAN）全域に分散
され、異なる組織が所有しており、異なる内部アーキテクチャが存在しています。 さらに、
これらのアプリケーションは、単一機能のスタンドアロン・アプリケーションとして設計さ
れているため、統合に関する計画は考慮されていません。 アプリケーションを接続するネッ
トワークは、信頼できない場合があります。 アプリケーションを所有する組織が、他のアプ
リケーションを所有する組織に通知せずにアプリケーションを変更したり、再配布したり、
置換することがあります。 さらに、他のアプリケーションからの応答を必要としないで先に
進むアプリケーションがあります。 したがって、同期通信による統合は実行可能なオプショ
ンではありません。

ソリューションソリューションソリューションソリューション :   メッセージ・キューイング付きの非同期通信メッセージ・キューイング付きの非同期通信メッセージ・キューイング付きの非同期通信メッセージ・キューイング付きの非同期通信 :アプリケーションは、
キューを経由した情報をメッセージとして交換して相互に通信します。 各アプリケーション
は、入力として受け入れるメッセージのセットと出力として公開するメッセージのセットを
他のアプリケーションに対して定義します。 このメッセージは、顧客レコードなどのビジネ
ス・オブジェクトや新しい出荷要求などのビジネス・イベントを表します。 メッセージ・
キューイング付きの非同期通信を使用すると、疎結合が使用可能になり、個々のアプリケー
ションはアプリケーション、ネットワークおよびシステムの障害から完全に切り離されま
す。

業界標準の Java Messaging Service（JMS）は、メッセージ・キューイング・インタフェー
スの一例です。
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アプリケーション統合 : ソリューションの範囲
ビジネス・プロセスのモデル化と実行ビジネス・プロセスのモデル化と実行ビジネス・プロセスのモデル化と実行ビジネス・プロセスのモデル化と実行

シナリオシナリオシナリオシナリオ :   前の項で説明した注文実行のシナリオを考えてみます。 アプリケーションは統合
され、ビジネス・プロセス全体は自動化されていると仮定します。

問題問題問題問題 :   ビジネス・マネージャがビジネス・プロセスを変更する必要があると決定します。 た
とえば、注文実行プロセスを作業員指向のシステムから、異なる承認プロセスが必要なWeb
ベースのセルフサービスに移行します。 プロセスの流れを変更し、新しいアプリケーション
を追加する必要があります。 このビジネスの意思決定を実現するにはどのくらい時間がかか
るのか ?   また、意思決定から実装までの時間をどのようにして最短化するのか ?   

ソリューションソリューションソリューションソリューション :   ビジネス・プロセスのモデル化と実行ビジネス・プロセスのモデル化と実行ビジネス・プロセスのモデル化と実行ビジネス・プロセスのモデル化と実行 :最初に、ビジネス・アナリストが
グラフィカルなモデリング・ツールを使用してビジネス・プロセス全体をモデル化します。 
次に、技術アナリストが詳細を書き込み、そのモデルを基礎となる統合インフラストラク
チャにマップします。 次に、そのモデルを検証し、リポジトリに生成します。 最後に、
Oracle Business Process Coordinatorがそれを実行します。 プロセスを変更する場合に必要な
のは、上位レベルのモデルに対する変更のみです。 変更の識別から新モデルの実行までのサ
イクル全体を迅速に実装できます。 

ビジネス・プロセス・インテリジェンスビジネス・プロセス・インテリジェンスビジネス・プロセス・インテリジェンスビジネス・プロセス・インテリジェンス

シナリオシナリオシナリオシナリオ :   前の項と同じです。

問題問題問題問題 :   エンドツーエンド・ビジネス・プロセスが、個々のアプリケーションが適切にチュー
ニングされているのに、期待どおりに実行されません。 ビジネス・プロセスの全体ビューが
使用できません。 標準システム管理と監視ツールでは、個別のコンポーネントのパフォーマ
ンス・メトリックのみが提供され、プロセス全体のパフォーマンス・メトリックが提供され
ません。 パフォーマンスが市場の変動に伴って毎日および季節ごとに変化し、問題の正確な
原因を特定することができないことが、問題をさらに複雑にしています。 このような状況で、
リソースを効率よく配布するには、どのように非能率とボトルネックを識別するのか ?

ソリューションソリューションソリューションソリューション :   このソリューションには、方針としてビジネス・プロセス・インテリジェこのソリューションには、方針としてビジネス・プロセス・インテリジェこのソリューションには、方針としてビジネス・プロセス・インテリジェこのソリューションには、方針としてビジネス・プロセス・インテリジェ
ンスを使用することです。ンスを使用することです。ンスを使用することです。ンスを使用することです。 全ビジネス・プロセスの全体ビューを取得する唯一の方法は、各
トランザクションをエンドツーエンドで追跡することです。 これは、トランザクションを後
で再構築するためにすべての情報（データ、メッセージおよびビジネス・イベント）を追跡
することを意味します。 さらに、期間を拡張して、これらの情報を収集、格納、分析し、そ
のビジネス・プロセスに関するインテリジェンスを収集します。 蓄積された情報を詳しく調
べるとパターンが検出され、リソースの最適な配布方法を推察することができます。 
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企業間統合
企業間統合企業間統合企業間統合企業間統合
前の項では、完全なアプリケーション統合ソリューションに必要な一連のテクノロジを説明
しました。 これまで、企業の大部分の統合プロジェクトの焦点は、企業内のアプリケーショ
ンの統合に向けられていました。 企業の枠を越えてパートナやサプライヤとの統合を含むプ
ロジェクトは少数で、適用範囲も限られていたため、FTPや電子メールなどの単純なメカニ
ズムが使用されてきました。 真にミッション・クリティカルな企業内部のトランザクション
は、EDI、HL-7、SWIFTなどの独自のプロトコルを使用したプライベートな付加価値通信網
（VAN）上で行われています。 

E-Business統合には、顧客、サプライヤおよびパートナとの幅広く柔軟性のある動的な協力
と協調動作が必要です。 このタイプの統合を必要とする新しいビジネス・モデルの例は、次
のとおりです。

� 企業のWebベース・セルフサービス・アプリケーション。ビジネス・プロセスに関する
統一された最新ビューをユーザーに提供する必要があります。

� バーチャルな拡張サプライ・チェーン

� オンライン・マーケットプレイスまたは企業間取引などのオンライン取引所を介しての
調達

� 動的な注文実行

� アプリケーション・サービス・プロバイダによるアプリケーションのホスティング

統合は、低コストで広く普及しているインターネット上で行われる必要があります。それに
よって、企業はパートナ、サプライヤおよびベンダーを世界規模で選択できます。 この必要
性によって、ソリューションに対する追加要件が発生します。 追加要件には、次の内容が含
まれます。

� エンドツーエンド・セキュリティエンドツーエンド・セキュリティエンドツーエンド・セキュリティエンドツーエンド・セキュリティ : ビジネス・パートナには、実行するトランザクショ
ンはライフ・サイクル全体を通して完全に保護されているという確信が必要です。 情報
は、データベースに常駐している間も、ネットワーク上で送信している間も、アプリ
ケーションで処理している間も保護されている必要があります。

� 監査と追跡監査と追跡監査と追跡監査と追跡 :従来、プライベート・ネットワーク・ベンダーは、パートナ間の全ビジネ
ス・トランザクションの監査と追跡などの付加価値サービスを提供してきました。 イン
ターネットはプライベート・ネットワークの安価で広く普及している代替案となりま
す。 ただし、この安価なトランスポートを活用する統合ソリューションには、監査と追
跡というサービスの提供が必要です。

� 高可用性高可用性高可用性高可用性 : ビジネスをオンラインでグローバルに展開している企業は、停止時間なしで、
常時オープンしている必要があります。 したがって、これらの企業とそのアプリケー
ションにリンクしている統合ソフトウェアは、ミッション・クリティカルで、信頼性と
拡張性が高く、常時使用可能であることが必要です。 統合ソフトウェアは、少なくとも、
リンクしているアプリケーションと同じくらいミッション・クリティカルです。

� 複合ビジネス・プロセス複合ビジネス・プロセス複合ビジネス・プロセス複合ビジネス・プロセス : E-Business統合は、継続時間、関係する組織の数、アプリ
ケーションの数の面でも複合ビジネス・プロセスに対処する必要があります。 これらの
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企業間統合
アプリケーションが持つ高度な独立、異種および分散という性質によって、統合ソ
リューションのあらゆる側面に要件が追加されます。

� インターネット規格インターネット規格インターネット規格インターネット規格 : 本来、企業間トランザクションは、合意に基づいた規格に従って
行う必要があります。 1企業または 1統合ベンダーの固有なプロトコルが、それぞれに
独自の統合ソリューションを持つ広範囲のパートナの集まり全体を基準化するとは限り
ません。 汎用ソフトウェアは、次のような標準インターネット・プロトコルをすべてサ
ポートしている必要があります。

� 回線またはトランスポート・プロトコルとしての HTTP

� Open Applications Groupが提唱しているような、共通ビジネス・オブジェクトに
対する標準定義付きメッセージ・フォーマット用の XML

� Open Buying on the Internet（OBI）や RosettaNetなどのビジネス・プロセス・プ
ロトコル
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独自の Oracle Integration Serverの概
3

独自の独自の独自の独自の Oracle Integration Serverの概要の概要の概要の概要

この章では、Oracle Integration Server（OIS）の概要を説明します。 OISは、異なるコン
ポーネントの統合という E-Businessの要件に対応するソフトウェアの完全なセットです。 多
彩な機能、堅牢さおよび要求の高い複雑な統合シナリオに対処するためのツールを備えてい
ます。 

この章には次の項目が含まれています。

� Oracle Integration Serverの概要

� Oracle Integration Serverの設計目的

� Oracle Integration Serverの機能

� Oracle Integration Serverの主な目的
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Oracle Integration Serverの概要
Oracle Integration Serverの概要の概要の概要の概要
Oracle Integration Serverは、企業内の単純なフロントオフィスとバックオフィスの統合、
企業内の IT統合インフラストラクチャ計画の作成、最終的には企業間統合までを含む広範
囲の統合問題に対応しています。 OISが提供する機能は、次のとおりです。

� データ統合

� レプリケーション

� アプリケーション統合

� ビジネス・プロセス・インテリジェンス

� データ変換

� アプリケーション・アダプタ

� ビジネス・プロセスのモデル化と実行

� システム管理

図図図図 3-1 Oracle Integration Serverの機能の機能の機能の機能
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データ統合データ統合データ統合データ統合
Oracle Data Access Gatewayを使用すると、アプリケーションは異種データ・ソースから
データにアクセスし、管理できます。

� Oracle Procedural Gatewayによって、CICS、IMS/TM、IDMS-DCなどの Oracle以外の
トランザクション・システムへのプロシージャ型アクセスが行えます。 

� Oracle Transparent Gatewayによって、Sybase、Informix、SQL Serverおよび DB2を含
む 30を超える Oracle以外のデータベースへの SQLアクセスが行えます。

レプリケーションレプリケーションレプリケーションレプリケーション
Oracle Integration Serverには、複数の分散データベース全体のデータを同期化する高性能
で柔軟性のあるレプリケーション機能を提供するアドバンスト・レプリケーションが含まれ
ています。 主な機能は、次のとおりです。

� 各アプリケーションの表と関連オブジェクトの単一グループとしてのレプリケーション

� 全表とサブセット表のレプリケーション

� ユーザー選択の競合解消ルールによる自動競合検出と競合解消

� レプリケーション・グループ・レベルでのユーザー定義可能なレプリケーション間隔に
よる同期および非同期レプリケーション

� パフォーマンス改善のための自動パラレル・データ伝播

アドバンスト・レプリケーションは、Oracle Replication Managerによって集中的に管理、
構成およびメンテナンスされます。 

アプリケーション統合アプリケーション統合アプリケーション統合アプリケーション統合

同期通信同期通信同期通信同期通信
Oracle Integration Serverは、組み込まれている Javaベースの CORBA 2.0準拠のオブジェク
ト・リクエスト・ブローカ（ORB）と Enterprise JavaBeans（EJB）サーバーを使用して、同
期通信ベースの統合をサポートします。 

Oracle Integration Serverの追加 CORBA機能は、次のとおりです。 

� トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション : トランザクション CORBAアプリケーションの開発用に Java 
Transaction Service（JTS）および CORBA Object Transaction Service（OTS）を提供し
ます。

� ディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミング : 標準的な Java Naming Directory Interface（JNDI）および
COSNamingインタフェースを業界標準のディレクトリ・サービスである Lightweight 
Directory Access Protocol（LDAP）に提供します。 
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� オブジェクト・アダプタオブジェクト・アダプタオブジェクト・アダプタオブジェクト・アダプタ : 2つの重要な機能を提供する永続 CORBAオブジェクトに対し
てオブジェクト・アダプタを実装します。 第 1に、CORBAオブジェクトのディレクト
リの役割をします。 第 2に、CORBAクライアントによる初期起動時に、CORBAオブ
ジェクトの位置の識別とロードを支援します。

� Javaとととと CORBAのサービスのサービスのサービスのサービス : Javaプログラマによる CORBAサービスの開発を容易にす
る多数の機能を提供します。 Caffeineは、IDLを不要にする Javaと IIOP間のダイレク
ト・マッピング・ツールです。 java2iiop、idl2javaおよび java2idlなどの他の
ツールは、アプリケーション開発を簡素化します。 

� セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ : 機能には、IIOP上の Secure Sockets Layer（SSL）を使用した暗号化、
ユーザー名とパスワードを使用した認証、ロールと権限を使用したアクセス制御などが
含まれます。

Oracle JDeveloperは、EJBコンポーネントの開発で使用する開発ツールです。 Caffeineは、
Javaから IDLへのコンパイラです。 Oracle Integration Serverは、サード・パーティのブ
リッジを介してMicrosoft Com+コンポーネント・モデルと相互運用できます。

非同期通信非同期通信非同期通信非同期通信
Oracle Integration Serverは、そのアドバンスト・キューイング機能を使用してアプリケー
ションの非同期統合をサポートします。 アドバンスト・キューイングは、フルサービスの
メッセージ・キューイング・システムです。 主な機能は、次のとおりです。

� 保証された、正確な保証された、正確な保証された、正確な保証された、正確な 1回限りの配信回限りの配信回限りの配信回限りの配信 : アドバンスト・キューイングは、ネットワーク、
システムおよびアプリケーションの障害にかかわらず、各メッセージがその宛先に正確
に 1回、指定した時間間隔内で配信されることを保証します。

� サブジェクト・ベースとコンテンツ・ベースのパブリッシュ・サブスクライブサブジェクト・ベースとコンテンツ・ベースのパブリッシュ・サブスクライブサブジェクト・ベースとコンテンツ・ベースのパブリッシュ・サブスクライブサブジェクト・ベースとコンテンツ・ベースのパブリッシュ・サブスクライブ : パブ
リッシュ・サブスクライブはアプリケーションの疎結合を有効化する通信モデルです。 
よく知られているパブリッシュ・サブスクライブ・モデルには、サブジェクト・ベース
とコンテンツ・ベースの 2つがあります。  アドバンスト・キューイングは両方ともサ
ポートします。

� 伝播伝播伝播伝播 : アプリケーションは、ローカル・キューにメッセージをエンキューし、そのメッ
セージに対してリモート・キューの宛先を指定します。 アドバンスト・キューイング・
プロパゲータはメッセージを、ローカル・キューとリモート・キューの間を透過的に移
動させ、分散アプリケーション間の通信を可能にします。

� Java Messaging Service: アドバンスト・キューイングは、業界標準の Java Messaging 
Service（JMS）を実装した最初のメッセージ・キューイング・システムです。 アドバン
スト・キューイング機能には、JMSに加えて、PL/SQL、C、C++および Visual Basic
を使用してアクセスできます。

� メッセージの管理メッセージの管理メッセージの管理メッセージの管理 : これは、メッセージの保存という基本的な機能で提供されるアドバ
ンスト・キューイング固有の機能で、次の項のビジネス・プロセス・インテリジェンス
の中で説明します。
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ビジネス・プロセス・インテリジェンスビジネス・プロセス・インテリジェンスビジネス・プロセス・インテリジェンスビジネス・プロセス・インテリジェンス
Oracle Integration Serverは、関連ツールと連携して、ビジネス・プロセスに関するビジネ
ス・インテリジェンスを収集し分析する機能を企業に提供します。

Oracle Integration Serverのアドバンスト・キューイング機能は、そのキューを流れるすべ
てのメッセージを自動的に保存し、追跡します。 また、エンキュー回数、デキュー回数、配
送された宛先、メッセージを処理したトランザクションの識別およびメッセージと例外条件
との間の関係など、メッセージに関するすべての関連詳細情報を追跡します。 さらに、この
情報を標準的な問合せとレポート作成のツールでアクセスできる、問い合せ可能キューに保
存します。 この情報を活用して、次の 2つの方法でビジネス・プロセスを改善できます。

� 実際のトランザクションまたはインプロセス・トランザクションの分析実際のトランザクションまたはインプロセス・トランザクションの分析実際のトランザクションまたはインプロセス・トランザクションの分析実際のトランザクションまたはインプロセス・トランザクションの分析 : キューに保存
されている情報からすべてのトランザクションの完全な履歴と現状が判断できます。 た
とえば、着信したトランザクションの特定の状態を知り、次の処理ステップを判断しま
す。 例外的な状況や処理が停滞した場合、管理者は問題の原因を正確に把握し、調整す
るヒントを得てその処理を再開できます。 この情報をアドバンスト・キューイングが提
供する統計と組み合せて、ビジネス・プロセスのパフォーマンスをリアルタイムに改善
できます。

� メッセージのウェアハウスと分析メッセージのウェアハウスと分析メッセージのウェアハウスと分析メッセージのウェアハウスと分析 : 追跡情報を保存し、一定の期間にわたって蓄積する
と、メッセージ・ウェアハウスを作成でき、そこから標準 SQLを使用してメッセージ
を問い合せることができます。 情報を抽出 / 変換し、分析とマイニング用に Oracleデー
タ・ウェアハウスにロードできます。 すべてのビジネス・プロセスを完全に再構築する
ために必要な情報はすべて使用可能なため、常に変化する多様な条件の下でシステムの
実行方法を正確に判断できます。 
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図図図図 3-2 プロセスの効率を改善するビジネス・プロセス・インテリジェンスプロセスの効率を改善するビジネス・プロセス・インテリジェンスプロセスの効率を改善するビジネス・プロセス・インテリジェンスプロセスの効率を改善するビジネス・プロセス・インテリジェンス

ウェアハウスは、次のような質問に応答することができます。

� 顧客がWebサイトを介して注文してから製品が顧客に配送されるまでどのくらいの時間
が経過したか ? 

� この経過時間は最近 12か月の間にどのように変化したか ? 

� この経過時間は 1日の間にどのように変化したか ?

� 最近 6か月の間に、平均して、プロセス内のどのステップの実行に一番時間がかかった
か ? 

� 追加リソースを配布する最適な場所はどこか ?

� 応答時間で評価すると、最も優秀なサプライヤはどこか ? 

� このサプライヤをコンポーネント単位を基準にして評価する方法は ?

Oracleは、きわめて大規模なメッセージ・ウェアハウスを作成し、それに対して複雑な分析
のための問合せを短い応答時間で実行できます。 情報分析を支援する Oracle Toolsには、
Oracle Report、Oracle Expressおよび Oracle Discovererがあります。 ビジネス・プロセス分
析によって、企業のマネージャは、必要な情報を取得してそれぞれのビジネスについてイン
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テリジェントな意思決定をし、プロセスを簡素化してより効果的にリソースを配布し、全体
的な効率を向上させることができます。

データ変換データ変換データ変換データ変換
Oracle Integration Serverは、複数の異種アプリケーションを接続し、アプリケーション間
のデータ、メッセージ、ビジネス・オブジェクトおよびビジネス・イベントの流れを円滑に
します。  各アプリケーションには、ビジネス・オブジェクト、スキーマおよびメッセージの
フォーマットに関する独自の定義があります。 Oracle Integration Serverは、アプリケーショ
ンが相互に通信できるように、1つのアプリケーションの出力フォーマットを別のアプリ
ケーションの入力フォーマットに変換する変換サービスを提供しています。

図図図図 3-3 ソースから宛先までのメッセージのカプセル化ソースから宛先までのメッセージのカプセル化ソースから宛先までのメッセージのカプセル化ソースから宛先までのメッセージのカプセル化

OISは、データ型の定義と異なるデータ型間での変換用に設計時に使用するビジュアル・
ツールを提供しています。 このビジュアル・ツールを使用して定義できる変換は、文字列操
作、数学的操作、日付フォーマットの変換および形式変更です。 コールアウト・メカニズム
を使用して独自の変換ルーチンを作成できます。 このツールを使用すると、Oracleと SAPの
アプリケーションのリポジトリから型定義をインポートできます。 さらに、XMLメッセージ
変換用の XML文書型定義（DTD）もインポートできます。 将来リリースされる Oracle 
Integration Serverでは、XMLメッセージの XSLTベースの変換がサポートされます。
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データ型と型間の変換は設計時のアクティビティです。 結果はサーバーのリポジトリに格納
されます。 Oracle Integration Serverのランタイム変換エンジンは、この情報を使用してデー
タがアプリケーション間を流れるように変換します。 Oracle Integration Serverが定義する
オープン APIを使用すると、他の互換性がある変換を使用できます。

アプリケーション・アダプタアプリケーション・アダプタアプリケーション・アダプタアプリケーション・アダプタ
Oracle Integration Serverは、既存アプリケーションの変更が不要な統合ソリューションで
す。 これは、既存のアプリケーションのリエンジニアリングが不要、つまり、最小限度のリ
エンジニアリングのみが必要であることを意味します。 大部分のアプリケーションは統合で
きるように設計されていないため、単純な方法では Oracle Integration Serverと通信できま
せん。 したがって、アプリケーションと Oracle Integration Server間をブリッジするアダプ
タが必要です。 

機能機能機能機能 :   アダプタはアプリケーションと対話して次の操作を実行します。

� アプリケーションのネイティブ・インタフェースを使用して、適切に定義されたビジネ
ス・オブジェクトをアプリケーションに送信またはアプリケーションから抽出します。

� アプリケーションで発生するビジネス・イベント（新しい発注書の作成など）を検出
し、この情報を他のアプリケーションに公開します。

図図図図 3-4 アダプタのアーキテクチャの概要アダプタのアーキテクチャの概要アダプタのアーキテクチャの概要アダプタのアーキテクチャの概要
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� 必要に応じて、ビジネス・オブジェクトとビジネス・イベントを XMLフォーマットの
メッセージに変換します。

� 必要に応じて、妥当性チェックとエラー・チェックを実行します。

� JMSなどの標準インタフェースを使用して、情報を Oracle Integration Serverに転送し
ます。

配布配布配布配布 :   アダプタのアーキテクチャは、インタフェース先のアプリケーションによって異なり
ます。 アダプタは通常、アプリケーションに近いコンピュータ上で実行します。 場合によっ
ては、Oracleアプリケーション、データベース・サーバーなどのアプリケーション自体の実
行環境で実行されます。 アダプタはデータベースの実行環境に配布することもできます。特
に、Javaまたは PL/SQLに実装される場合がその例です。 オラクル社の目標は、あらゆる場
合に、アダプタのホスティングと実行に関して集中的に管理する環境を提供することです。

アダプタアダプタアダプタアダプタ SDK:   Oracleは、多数のベンダーと提携して、パッケージ・アプリケーションと業
界固有のアプリケーションにアダプタを提供しています。 さらに、アダプタ SDKを提供し、
カスタム・アプリケーションとレガシー・アプリケーションのためのアダプタの開発を簡素
化しています。 アダプタ SDKは、トリガーの配布、XMLメッセージの解析および JMSの使
用に必要なライブラリを提供します。

ビジネス・プロセスのモデル化と実行ビジネス・プロセスのモデル化と実行ビジネス・プロセスのモデル化と実行ビジネス・プロセスのモデル化と実行
Oracle Integration Serverには、グラフィカルなビジュアル・プロセス・モデリング・ツー
ルが含まれています。 このツールは次のようなシナリオで使用できます。

� ビジネス・アナリストが業界標準の Unified Modeling Language（UML）の作業図を使
用し、ビジネス・プロセスを図で説明します。 この段階で、プロセスに含まれるアプリ
ケーションが識別され、プロセスの流れの詳細が述べられます。 このモデルはサーバー
のリポジトリに永続的に生成されます。

� 技術アナリストがその高水準モデルを、基礎となる統合インフラストラクチャにマップ
します。 アプリケーション・インタフェース、ビジネス・イベント、変換およびメッ
セージの詳細情報が書き込まれます。完成したモデルは再度リポジトリに格納されま
す。

� このモデルはランタイム実行エンジンによって検証され、実行の準備を整えます。

� このツールを使用してランタイム・プロセスを変更できるのは、ビジネス・アナリスト
か技術アナリストのいずれかです。 Oracle Business Process Coordinatorは複数のモデル
を同時にサポートします。

� ツールが表示するビジネス・プロセスの全体ビューによって、ユーザーは全機能を視覚
化して理解することができます。
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図図図図 3-5 モデル化の手順モデル化の手順モデル化の手順モデル化の手順
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図図図図 3-6 ワークフローおよびワークフローと他のコンポーネントとの対話ワークフローおよびワークフローと他のコンポーネントとの対話ワークフローおよびワークフローと他のコンポーネントとの対話ワークフローおよびワークフローと他のコンポーネントとの対話

実行エンジン実行エンジン実行エンジン実行エンジン :  検証モデルは、Oracle Business Process Coordinatorと呼ばれるランタイム・
エンジンによって実行されます。 Oracle Business Process Coordinatorは、実行中の全プロセ
スの推移を示すステータス情報を保持しています。 このエンジンは、他のすべての機能コン
ポーネントを使用してタスクを完了します。 Oracle Business Process Coordinatorは、人間の
介入が不要なプロセス（システム間プロセス）のみでなく、介入が必要なプロセス（従来の
ワークフロー）も自動化できるという点が特徴です。

メッセージ・�
サービス�

グローバル・�
データの�
構成�

LDAP

変換エンジン�

変換ルール�
ルール・�
エンジン�

サブスクリプション・�
ルール

プロセス・�
モデルの�
状態�
記憶域�

ワークフロー�

アダプタ� アダプタ�

メッセージ・�
キュー�

メッセージ・�
キュー�
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Oracle Integration Serverの設計目的
システム管理システム管理システム管理システム管理
Oracle Integration Serverは、Oracle Enterprise Manager（OEM）によって管理および監視
されています。 OEMは、Oracleアプリケーションと Oracleデータベース、Application 
Serverのインスタンスも監視できるシステム管理ツールです。 このツールを使用すると、管
理者は 1つのセントラル・コンソールから分散環境を管理できます。 機能が拡張され、統合
環境を移動するすべてのピースを管理できるようになりました。 Oracle Enterprise Manager
は、次の 3つの詳細レベルでシステム・オブジェクトを管理します。

� キュー、メッセージ、キュー伝播キュー、メッセージ、キュー伝播キュー、メッセージ、キュー伝播キュー、メッセージ、キュー伝播 : 開始、停止、スケジュール伝播、ビュー統計

� 個別のビジネス・プロセス個別のビジネス・プロセス個別のビジネス・プロセス個別のビジネス・プロセス : 開始、停止、再開、問合せ

� システム・プロセスシステム・プロセスシステム・プロセスシステム・プロセス : Oracle Integration Server、Oracle Message Broker、アダプタ、ア
プリケーションおよびデータベース

Oracle Integration Serverの設計目的の設計目的の設計目的の設計目的
前の項では、Oracle Integration Serverの高水準な機能の概要を説明しました。 この項では、
Oracle Integration Serverをより有効に活用するために、その設計目的を説明します。 内容は
次のとおりです。

� 短期の一時的なソリューションではない、計画的なインフラストラクチャ

� 必要に応じた選択と使用

� ミッション・クリティカルな企業規模の統合

� 投資の有効活用

短期の一時的なソリューションではない、計画的なインフラストラクチャ短期の一時的なソリューションではない、計画的なインフラストラクチャ短期の一時的なソリューションではない、計画的なインフラストラクチャ短期の一時的なソリューションではない、計画的なインフラストラクチャ
市販されている大部分の統合製品は、たとえば、特定のフロントオフィス・アプリケーショ
ンを特定のバックオフィス ERPアプリケーションに接続するなど、特定の統合問題の解決
を目的にしています . これらの製品の価値は、身近なビジネス上の問題を解決するために 2
つのアプリケーションを早急に統合することにあります。 製品の中には、2つのアプリケー
ション間の特定のトランザクションを統合するのみというさらに限定された製品もありま
す。

Oracle Integration Serverは、特定の問題を解決できますが、その設計目的は、企業が統合
を一時的なソリューションとしてではなく、ITインフラストラクチャの一計画コンポーネン
トとして捉えるように促すことにあります。 

オラクル社は、企業は特定のアプリケーションから独立して設計された統合アーキテクチャ
を最初から使用することが望ましいと考えています。 企業は、現在と将来のニーズの両方を
満たす製品を選択する必要があります。 Oracle Integration Serverは、企業全体の統合の基幹
になるように設計されています。 Oracle Integration Serverは、エンタープライズ・ソフト
ウェアの特性として要求される堅牢さ、拡張性、オープン・アーキテクチャ、業界標準への
準拠および管理と開発のためのツールなど、すべての特性を備えています。
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Oracle Integration Serverの設計目的
必要に応じた選択と使用必要に応じた選択と使用必要に応じた選択と使用必要に応じた選択と使用
Oracle Integration Serverは、多様な統合問題の解決に役立つ多くのテクノロジを提供する
包括的ソリューションです。 さらに、このテクノロジのそれぞれに多彩な機能が備わってい
ます。

オラクル社は、特定のテクノロジの使用について制限を設けていません。つまり、各自の問
題を確実に解決するテクノロジを選択することができます。 すべてのテクノロジは透過的に
統合されています。 ただし、Oracleのテクノロジは相互に独立して使用できるため、特定の
テクノロジを選択したときにも無用な複雑さを避けることができます。 たとえば、ORBベー
スの同期通信のインフラストラクチャやアドバンスト・レプリケーションに関する知識がな
くても、アドバンスト・キューイングを非同期通信に使用できます。 

これが可能なのは、Oracle Integration Serverが最初から幅広いテクノロジを提供するよう
に設計されているためです。 市販されている大部分の統合ソリューションは、メッセージ指
向のミドルウェア、パブリッシュ・サブスクライブ・エンジン、データ変換、ワークフロー
などの狭い範囲のテクノロジに基づいています。 これらの製品は、それぞれ中核となる機能
以外では微力となる傾向があります。 これらの製品は、パートナ製品と疎結合によってその
弱点を補っています。 結果として、同じテクノロジを使用してあらゆるタイプの問題に対処
することを余儀なくされる製品が生まれます。

ミッション・クリティカルな企業規模の統合ミッション・クリティカルな企業規模の統合ミッション・クリティカルな企業規模の統合ミッション・クリティカルな企業規模の統合
Oracle Integration Serverは、ミッション・クリティカルな企業規模のビジネスの実装を目
的に設計されています。 この目的を達成するために、次の 2つの主要な機能を提供していま
す。 

� 高い信頼性、可用性および拡張性（RAS)

� 企業規模の管理 

RAS機能機能機能機能
Oracle Integration Serverは、Oracle8i プラットフォームの実績のあるプロセス・アーキテク
チャとランタイム環境を基にし、この環境からすべての RAS特性を透過的に継承していま
す。 Oracle8i は、何千ものコンカレント・ユーザーときわめて大量のトランザクション量を
サポートする大規模な Online Transaction Processing（OLTP）アプリケーションで実証済み
の製品です。 そして、対称型マルチ・プロセッサ（SMP）アーキテクチャとクラスタ・アー
キテクチャの両方で直線的に拡張していきます。 Oracle8i には、多数の信頼性の高いソ
リューションが含まれています。その中には、ホット・スタンバイ・サーバー、透過的なア
プリケーション・フェイルオーバー、障害の迅速なリカバリなどがあります。

管理管理管理管理
オラクル社は、分散ハブ・アンド・スポーク適用モデルによる統合管理の簡素化をお薦めし
ます。 また、データベース・サーバーの場合と同じように、すべての統合論理を多数の小規
模サーバーに分散しないで、少数の大規模サーバーに整理統合することが望ましいと考えて
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Oracle Integration Serverの機能
います。 Oracle Integration Serverは、前の項で説明したような高度な RAS機能を持つアー
キテクチャをサポートしています。

多く製品が、分散バス・アーキテクチャを推奨することによって、不十分な RAS機能を補
おうとしています。 このアーキテクチャを使用すると管理が極端に複雑になることは、すで
に何回か証明されています。したがって、ミッション・クリティカルな環境には適しませ
ん。 ただし、Oracle Integration Serverのアーキテクチャでは、分散バスバスバスバス・トポロジでの適用
も可能です。

投資の有効活用投資の有効活用投資の有効活用投資の有効活用
多くの企業は、技術や専門知識の開発のため、Oracleのデータベース・テクノロジに投資し
ています。 Oracle Integration Serverは、このような企業の技術への投資を守り、有効な活用
方法を供与します。 Oracle Integration Serverでは、Oracle Enterprise Manager、Oracle 
Designer、Oracle JDeveloper、Oracle Reportおよび Oracle Discovererなどの使い慣れた
ツールを使用します。 Oracle Integration Serverの機能へは、Java、C、C++および PL/SQL
などの標準言語を使用してアクセスできます。 さらに、既存のデータベース管理技術を使用
して Oracle Integration Serverを管理できます。 

Oracle Integration Serverの機能の機能の機能の機能
Oracle Integration Server（OIS）は、併用してアプリケーションの通信を可能にする多数の
製品で構成されています。 OISは、複雑な統合シナリオを処理するように設計されています。

Oracle Integration Serverは、次の機能を提供します。

� アプリケーション間の非同期通信を可能にするメッセージ・キューイング

� 複数のアプリケーション間を移動するビジネス・オブジェクトを変換するツール

� 複合ビジネス・プロセスのモデル化、生成および自動実行

� Data Access Gatewayを介してのデータ統合

� レプリケーションによるデータの同期化

� アプリケーション間の同期通信を可能にする標準的な要求応答プロトコル

� ビジネス・プロセスの調整、改善および実装を行うビジネス・インテリジェンス・ツー
ル

� 単一のコンソールから環境全体を管理および監視することができるシステム管理

Oracle Integration Serverは、次の目的で Oracle8i データベースを使用します。

� アドバンスト・キューイングによるデータとメッセージの格納

� 同期コミット・モデルによるトランザクションの整合性

� ビジネスの処理と変換ルールのためのリポジトリ
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Oracle Integration Serverには、次の製品が組み込まれています。

� Oracle Workflow－ビジネス・プロセスを制御します。

� Oracle Message Broker（OMB）－他のメッセージ・テクノロジとの相互運用に使用し
ます。

� Oracle Workflow Builder－自動化されたプロセス・フローの定義をするグラフィック・
ツールを備えています。

これらの製品は、Java Messaging Services（JMS）や拡張可能マークアップ言語（eXtensible 
Markup Language: XML）のようなメッセージ処理規格と E-Business規格をサポートしてい
ます。

Oracle Integration Serverの主な目的の主な目的の主な目的の主な目的
この項の内容は次のとおりです。

� セキュリティ

� 製品開発のライフ・サイクル

� 拡張性

� カプセル化

� コンポーネント・ベースのアーキテクチャ

� 新しいメッセージ・テクノロジ

セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ 
Oracle Integration Server（OIS）は、作成ポイントから受信ポイント（複数ポイント可）ま
での安全な通信推移を責任を持って完全に実行します。 また、ポイント間の通信の整合性も
保証します。

OISは、通信の安全なコピーを永続的メディアに格納し、システム障害の発生による損害か
ら守り、通信の監査証跡を確保します。OISでは、通信はトランザクションの一部としての
み存在するため、移行中に紛失したり、間違って記録されることはありません。 また、通信
の正確な受信記録を保持しています。

製品開発のライフ・サイクル製品開発のライフ・サイクル製品開発のライフ・サイクル製品開発のライフ・サイクル
OISは、インターネット・アプリケーション、トランスポート層、プロトコルおよびレガ
シー・アプリケーションの言語などの統合をサポートします。 また、開発環境と本番の環境
の両方で、構成、開発および管理の実行に必要なバージョニング機能とインタフェースを提
供します。
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図図図図 3-7 製品開発のライフ・サイクル製品開発のライフ・サイクル製品開発のライフ・サイクル製品開発のライフ・サイクル

拡張性拡張性拡張性拡張性 
OISは、元のコンポーネントを大幅に変更しないで、徐々に開発および拡張できます。 この
機能は、拡張性と呼ばれ、次の操作が容易になります。

� 新しいアプリケーションのソリューションへの追加

� 既存アプリケーションのインタフェースの拡張

� 新しい統合コンポーネントの追加

� 統合コンポーネントのアップグレードの管理

� 市場に対する新しいチャネルの迅速な開発

� プロトコルとメッセージに関する新しい規格のサポート

� 新しい法的な規制措置に対するサポート

カプセル化カプセル化カプセル化カプセル化
カプセル化は、オブジェクトとの通信を定義済みインタフェースに限定することによって、
そのオブジェクトを自己完結型にします。 OISを構成しているすべての製品はカプセル化で
きます。

カプセル化を使用すると、通信対象のコンポーネントに影響を与えずに、コンポーネントの
置換ができます。 新しいコンポーネントは、そのコンポーネントが同じ定義済みのインタ
フェースを介して通信している場合、または同等かそれ以上の統合サービスを提供している
場合は、正常にカプセル化できます。

カプセル化は、コンポーネント置換による影響の分析を簡素化し、コンポーネントのインタ
フェースの再設計を最小化し、他のコンポーネントのコードとインタフェースへの影響を最
小化します。

E-Businessの�
統合�

従来のアプリケーション統合�
�
• 企業内 �
• バッチ、FTP�
• パッケージ、レガシー、カスタム �
• 専用プロコル�
�
�

インターネットによる�
アプリケーション統合�
�
• 企業内�
• メッセージ機能�
• インターネット-アプリケーション �
• インターネット標準�
�
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コンポーネント・ベースのアーキテクチャコンポーネント・ベースのアーキテクチャコンポーネント・ベースのアーキテクチャコンポーネント・ベースのアーキテクチャ
コンポーネント・ベースのアーキテクチャは、論理的には拡張性とカプセル化の概念に従っ
ています。 その目的は、アーキテクチャを、コンポーネントの集合として設計し、それぞれ
のコンポーネントに論理的に分類されたサービスと機能のセットを与えることです。 個々の
コンポーネントを削除または置換しても機能にはほとんど影響を与えません。 基本のアーキ
テクチャは有効で適切なまま残ります。

特定のコンポーネントに対する要件が大幅に変更された場合でも、他のコンポーネントへの
影響は最小化されます。 このためには、コンポーネントを相互に疎結合し、標準的なプロト
コルと通信トランスポートで通信を行う必要があります。

ソフトウェアとハードウェアを疎結合する場合、ソフトウェアは簡単に移動ができ、異なる
ハードウェアのプラットフォーム間で通信できることが必要です。

新しいメッセージ・テクノロジ新しいメッセージ・テクノロジ新しいメッセージ・テクノロジ新しいメッセージ・テクノロジ
オラクル社は、企業規模のアプリケーション統合に必要な非同期メッセージ交換インフラス
トラクチャの開発にとって重要な、新しい機能を組み込むメッセージ・テクノロジを開発し
ました。 最も重要なテクノロジは、次のとおりです。

� 監査と追跡

� ビジネス・プロセス・コーディネーション

� ビジネス・インテリジェンス

監査と追跡監査と追跡監査と追跡監査と追跡
E-Businessには、従来のビジネスで要求されている内容と同じ厳格な会計慣習を取込む必要
があります。 ビジネス・イベント・ドリブンの電子的な対話の監査証跡を獲得し、複製でき
ることが必要です。 Oracle アドバンスト・キューイングは、データベースにメッセージの持
続記憶域を組み込み、処理後のメッセージも保存できる機能によって、強力な監査証跡を提
供することができます。

持続記憶域を使用すると、進行中のビジネス・イベントの追跡が可能となり、ビジネス・ト
ランザクションの現状を迅速に表示して評価できます。

ビジネス・プロセス・コーディネーションビジネス・プロセス・コーディネーションビジネス・プロセス・コーディネーションビジネス・プロセス・コーディネーション
ビジネス・プロセス・コーディネーションは、統合環境の管理を効果的に行うために必要不
可欠です。 ビジネス・プロセス・コーディネーションのソフトウェアは、ワークフロー・エ
ンジンを管理する概念を論理的に拡張したものです。 ワークフロー・エンジンは、ユーザー
が実行する手動ステップも含めて、ビジネス・プロセス内のドキュメントの流れを管理しま
す。

その原理は、ビジネス・プロセス・コーディネーションの原理と同じです。ただし、ビジネ
ス・プロセス・コーディネーションは、人によるビジネス・プロセスではなく、自動化され
たビジネス・プロセスを管理する点が異なります。 ビジネス・プロセス・コーディネーショ
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ンは自動化されたプロセス間のメッセージの流れを管理し、メッセージ・フローの状態も管
理します。 この機能を使用すると、トランザクションの管理に使用するテクノロジとは別に、
時間を要するビジネス・トランザクションの状態を管理できます。

オラクル社は、ビジネス・プロセス・コーディネーションを提供するために、Oracle 
Workflow製品を拡張してアドバンスト・キューイングと接続させました。

ビジネス・インテリジェンスビジネス・インテリジェンスビジネス・インテリジェンスビジネス・インテリジェンス
Oracle アドバンスト・キューイングのテクノロジは、データベースとメッセージ機能との間
の密結合方式を作成します。 この密結合方式を使用すると、Oracle Business Intelligenceソ
フトウェアを使用してビジネス・イベントを分析し、傾向とパターンを識別できます。 さら
に、Oracle Integration Server内からコールしたプロセス・ステップが提供するサービス・
レベルと応答時間を監視できます。 
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4

基本的な統合の概念基本的な統合の概念基本的な統合の概念基本的な統合の概念

ここまで、Oracle Integration Serverが多様な E-Business統合アーキテクチャをサポートす
る方法を見てきました。そして、E-Business統合の主要ドライバとその要件を満たす Oracle 
Integration Serverの特定のコンポーネントについての知識を習得しました。 次に、企業統合
に必要な非同期メッセージ機能の使用について詳しく説明します。 この章には次の項目が含
まれています。

� 非同期メッセージ・ベースの統合

� メッセージ・テクノロジとメッセージ・アーキテクチャ

� メッセージ・テクノロジ
概念 4-1



非同期メッセージ・ベースの統合
非同期メッセージ・ベースの統合非同期メッセージ・ベースの統合非同期メッセージ・ベースの統合非同期メッセージ・ベースの統合
非同期メッセージ・ベースの統合は、企業統合に必要な主要テクノロジとして急速に発展し
ています。 次の項目は、このテクノロジを最も効果的に使用する方法を理解するための手助
けとなります。 

� エンドツーエンドの企業統合のシナリオを検証し、統合を促進するメッセージ機能の使
用方法を説明します。

� 統合に使用できる 2つの異なる概念を持つメッセージ・ベースのアーキテクチャである
Point-to-Point統合とハブ・アンド・スポーク統合を比較し、この 2つのアーキテク
チャに関する利点とトレードオフを説明します。

� 企業統合に対してメッセージ機能を使用するときに関与する主要テクノロジのコンポー
ネントを要約し、メッセージの格納と管理、メッセージのルーティングと伝播および
メッセージの変換に加え、メッセージの相互運用性と標準の使用について説明します。

E-Business統合に対してメッセージ機能を最も効果的に使用する方法を理解するために、サ
プライヤのサプライ・チェーン・アプリケーションと企業間取引市場またはオンライン取引
所との接続に関連する技術的アーキテクチャを詳しく考えてみます。 この項の内容は次のと
おりです。

� B2B統合に対するメッセージ機能の使用例

� オンライン取引所への統合のシナリオ : サプライヤの観点

� オンライン取引所への統合のシナリオ : オンライン取引所側の観点

B2B統合に対するメッセージ機能の使用例統合に対するメッセージ機能の使用例統合に対するメッセージ機能の使用例統合に対するメッセージ機能の使用例
たとえば、サプライヤが、次の項目を自動的に実行するためには、B2B取引と対話する方法
を自動化する必要があります。

� 最新の価格情報と在庫情報のオンライン取引所への転送

� オンライン取引所からの情報要求（RFI）とオークションに対する迅速な応答

ここで、サプライヤとオンライン取引所の両方の観点から統合作業を考えてみます。 統合と
いう観点から見た場合、この通信に対応するには、3つの主要テクノロジ要件が必要です。 
テクノロジ要件は次のとおりです。

サプライヤとオンライン取引所との間の通信サプライヤとオンライン取引所との間の通信サプライヤとオンライン取引所との間の通信サプライヤとオンライン取引所との間の通信
サプライ・チェーン・システムからオンライン取引所にメッセージを送信するには、サプラ
イヤはメッセージ・ペイロードを受信し、それをオンライン取引所に伝播するソリューショ
ンを使用する必要があります。 メッセージ伝播機能は、次のような多数のサービスを備えて
いる必要があります。
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� 非同期通信 : 次の 3つの理由で、サプライヤのシステムとオンライン取引所を非同期
メッセージ機能を使用して接続する必要があります。 

� サプライヤとオンライン取引所は、要求応答モデルでは緊密に結合されていませ
ん。これは、両方とも応答を必要とせずに、ビジネス・アクティビティを続行でき
るためです。

� サプライヤとオンライン取引所間の通信には、アプリケーション、システムおよび
ネットワークの停止に対する耐性が必要です。

� サプライヤもオンライン取引所も他の取引先に対して、そのシステム間で同期的対
話に必要な 2フェーズ・コミット操作の実行を有効化することはできません。

� 保証付き配信 : サプライヤとオンライン取引所間で交換されるメッセージはビジネス上
重要であるため、メッセージ機能はメッセージの正確に 1回限りの順序付き配信を保証
する必要があります。

� メッセージの格納と管理 : サプライヤとその取引先間で発生する可能性のある問題を解
決するために、メッセージ機能は、オンライン取引所から発生した送受信メッセージを
格納し、監査と追跡ができるようにする必要があります。

メッセージとデータの変換メッセージとデータの変換メッセージとデータの変換メッセージとデータの変換
サプライヤは、メッセージをサプライ・チェーン・システムからオンライン取引所に伝播す
るとき、メッセージまたはデータの変換という 2つの問題に対処する必要があります。

� メッセージ伝播プロトコル : サプライヤとオンライン取引所および他の取引先との間の
通信は、インターネット上で発生するため、そのメッセージは標準 HTTP-Sプロトコル
上で伝播される必要があります。 セキュリティ上の理由から、 HTTPより SSLをお薦め
します。

� メッセージ伝播フォーマット : メッセージは HTTP-S上で伝播されますが、メッセージ・
ペイロードはオンライン取引所自体とその他の取引先の両方を理解できるフォーマット
で送信する必要があります。 大半の企業は、メッセージ・ペイロードを、すべての取引
先およびオンライン取引所が合意する XMLフォーマットで送信します。 

� メッセージとデータの変換 : サプライヤのサプライ・チェーン・アプリケーションは、
データを専用のフォーマットで格納する場合があるため、サプライ・チェーン・アプリ
ケーションからデータを受け取り、それを適切な XMLフォーマットに変換するメッ
セージ変換機能が必要です。

ビジネス・プロセス管理とワークフロービジネス・プロセス管理とワークフロービジネス・プロセス管理とワークフロービジネス・プロセス管理とワークフロー
メッセージをオンライン取引所に送信する前に、サプライヤは、担当役員から価格表の承認
を得る必要がある場合があります。 同様に、オンライン取引所からの購買依頼に応答すると
きに、サプライヤはそのメッセージを企業の財務アプリケーションに送信して、サプライ・
チェーン・アプリケーションの在庫状態を更新する必要がある場合もあります。 このマルチ
ステップ・ビジネス・プロセスを管理するために、サプライヤは、ビジネス・プロセス管理
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非同期メッセージ・ベースの統合
またはワークフロー機能をメンテナンスして、異なるアプリケーションとオンライン取引所
間のメッセージを次のように調整する必要があります。

メッセージをオンライン取引所に送信する前に、ローカル・ワークフロー・プロセスを起動
し、新しい価格表の各品目に関連する在庫が十分どうかを判断する必要があります。 この場
合、ビジネス・プロセス管理機能が必要なのは、サプライヤ側です。 ビジネス・プロセス管
理またはワークフロー機能は、新しい価格表をバックオフィス・アプリケーションから企業
の在庫アプリケーションにルートし、価格表にある品目の在庫状態と比較する必要がありま
す。 サプライヤは、このマルチステップ・ビジネス・プロセスを管理するために、ビジネ
ス・プロセス管理またはワークフロー機能をメンテナンスして、異なるアプリケーションと
オンライン取引所間のメッセージを調整する必要があります。 さらに、単一のビジネス・プ
ロセスが、企業のエンタープライズ・アプリケーション間のビジネス・イベントとオンライ
ン取引所または外部取引先の間の調整に関与することもあるため、単一のビジネス・プロセ
ス管理またはワークフロー機能は、企業内および企業間の対話の両方で使用する必要があり
ます。

ここまでは、この統合シナリオの主要な要件です。次に、サプライヤとオンライン取引所両
方の観点から、統合の詳細を技術的に詳しく説明します。 

オンライン取引所への統合のシナリオオンライン取引所への統合のシナリオオンライン取引所への統合のシナリオオンライン取引所への統合のシナリオ : サプライヤの観点サプライヤの観点サプライヤの観点サプライヤの観点
多様なステップと統合コンポーネントが、サプライヤのサプライ・チェーン・アプリケー
ションと企業間取引をリンクします。 このシナリオでは、Oracle Exchangeがその役割を果
します。 この接続の確立に関わるステップとコンポーネントを図 1に示します。
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非同期メッセージ・ベースの統合
図図図 4-1 B2B取引の統合取引の統合取引の統合取引の統合 : サプライヤの観点サプライヤの観点サプライヤの観点サプライヤの観点

このステップとコンポーネントには次の内容が含まれています。

� アダプタ・テクノロジ : アプリケーションをオンライン取引所に接続するために、サプ
ライ・チェーン・アプリケーションは最初に、アダプタを使用してメッセージをオンラ
イン取引所の統合機能に転送します。 このアダプタは、特定のメッセージ・キューに転
送する新しい在庫ステータス情報を待機しています。 また、アダプタは、アプリケー
ション固有のデータ・フォーマットでメッセージを受信すると、そのデータを XMLに
変換します。

� メッセージ伝播インフラストラクチャ : アプリケーションのアダプタは最初に、メッ
セージを標準メッセージ・インタフェースを介してメッセージ伝播インフラストラク
チャにエンキューします。 メッセージ交換インフラストラクチャは、次の 3つの追加
サービスを提供できます。 

� メッセージを静的にまたはサブジェクトやコンテンツに基づいてオンライン取引所
にルートできます。
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非同期メッセージ・ベースの統合
� LDAPディレクトリ・サービスに照会し、メッセージの送信先を判断できます。

� 必要に応じて、メッセージの監査または追跡ができるように、メッセージを永続的
に格納できます。 

� ローカル・ワークフロー・プロセス： ローカル・プロセスが必要な場合、ローカル・ビ
ジネス・プロセス管理機能は、メッセージをオンライン取引所に送信するために、メッ
セージをメッセージ伝播インフラストラクチャからデキューし、それをローカルで処理
して、処理が完了したメッセージをメッセージ伝播インフラストラクチャに戻すことが
できます。 

オンライン取引所への統合のシナリオオンライン取引所への統合のシナリオオンライン取引所への統合のシナリオオンライン取引所への統合のシナリオ : オンライン取引所側の観点オンライン取引所側の観点オンライン取引所側の観点オンライン取引所側の観点
Oracle Exchangeの統合アーキテクチャは、前の項で説明したアーキテクチャと似ています。

図図図図 4-2 B2B取引の統合取引の統合取引の統合取引の統合 : オンライン取引所側の観点オンライン取引所側の観点オンライン取引所側の観点オンライン取引所側の観点

XMLペイロードは、HTTP-Sプロトコルの回線を経由して受信され、次のステージを通過し
ます。

� メッセージの受信と伝播 : メッセージ管理機能は、HTTP-S上で XMLペイロードとして
メッセージを受信します。

� データ変換とサービス解析 : メッセージを受信した機能は、多くの場合、そのメッセー
ジを、問題解決の目的で監査および追跡できるように、永続的に格納します。 メッセー
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メッセージ・テクノロジとメッセージ・アーキテクチャ
ジ・ヘッダーとメッセージ・ペイロードは、次の 2つの理由で、XMLパーサーを使用
して頻繁に解析する必要があります。

� メッセージのサブジェクトまたはトピック、あるいはペイロードのコンテンツのい
ずれかに基づいて情報のルート先を判断するため。 たとえば、サプライヤがそのオ
ンライン取引所のしきい値以下の在庫レベルを転送しようとする場合、そのメッ
セージは特定の承認サイクルを通して送信される必要があります。

� メッセージを構造化フォーマットに解析してビジネス・プロセス管理機能または
ワークフロー機能に配置し、その処理を有効化するため。

� ビジネス・プロセス管理 : ワークフロー・システムは、メッセージをメッセージ伝播イ
ンフラストラクチャからデキューし、全ワークフロー・プロセスを実行して、そのオン
ライン取引所のコンポーネントを構成している多様なアプリケーションを更新します。 
さらに、ワークフロー機能は次のことを実行できます。 

�  たとえば、小規模サプライヤに通知する電子メール・メッセージを、そのサプライ
ヤ独自の SMTP/IMAP4インタフェースを直接コールして送信します。

� XMLメッセージを外部に送信します。 ワークフロー・システムは、XMLメッセー
ジを外部のサプライヤに HTTP-S上で送信する必要がある場合、そのメッセージを
ターゲットに適した XMLペイロード・フォーマットにシリアル化して LDAPディ
レクトリに照会し、メッセージのルート方法を判断してから、そのメッセージを
メッセージ伝播インフラストラクチャにエンキューできます。 

メッセージ・テクノロジとメッセージ・アーキテクチャメッセージ・テクノロジとメッセージ・アーキテクチャメッセージ・テクノロジとメッセージ・アーキテクチャメッセージ・テクノロジとメッセージ・アーキテクチャ
非同期メッセージ交換インフラストラクチャを使用したアプリケーションとビジネス・プロ
セスの統合の概念についてはすでに説明しました。 この項では、E-Business統合に必要な非
同期メッセージ機能の使用に関する特定の技術的側面を詳しく説明します。 この項の内容は
次のとおりです。

� メッセージ・テクノロジ － 概要

� メッセージ・ベースの統合アーキテクチャ

� メッセージの格納と管理

� メッセージの伝播と通信
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メッセージ・テクノロジメッセージ・テクノロジメッセージ・テクノロジメッセージ・テクノロジ －－－－ 概要概要概要概要
通常、密結合プロセスと呼ばれる相互依存性の高いプロセスは、相互に独立して操作するプ
ロセスに比べて、メンテナンスが難しく、障害がおきやすく、また、リカバリが困難です。 
このため、できる限りプロセス相互を独立させたモジュール化アプリケーションを設計する
開発者が増えています。

2つのプロセスの相互依存性を制限するために、開発者は次の機能を使用します。

� メッセージ機能 : プロセス相互間の通信を形式化します。

� 分離機能 : プロセス相互間の対話の数と複雑さを最小化する技法です。

� ミドルウェア : 2つのプロセス間の中間装置です。

ミドルウェアは、キューと呼ばれるメッセージの格納メディアまたはメッセージ・ブローカ
と呼ばれる汎用メッセージ転送プロセス、あるいはキューとメッセージ・ブローカの両方で
構成されています。 このミドルウェアを介して通信すると、各プロセスは他のプロセスの可
用性、パフォーマンス、物理ロケーションまたは実装スタイルから独立して操作を行うこと
ができます。

E-Business統合に必要なメッセージ・システムの側面は、次のとおりです。

� 同期および非同期処理

� セッション・ベースの通信およびセッションレス通信

� ステートレス通信およびステートフル通信

� 双方向通信および一方向通信

同期通信および非同期通信同期通信および非同期通信同期通信および非同期通信同期通信および非同期通信
2つのプロセスは、メッセージを介して同期的または非同期的のいずれかで通信できます。

同期処理では、送信側プロセスは受信側プロセスに制御を渡し、受信側プロセスから応答を
受信するまで処理を一時停止して、受信側プロセスがメッセージを受信して処理したことを
確認します。

非同期処理では、ミドルウェアのキューが送信側プロセスと受信側プロセスを切り離しま
す。 送信側プロセスは、ミドルウェアがメッセージを受信すると同時に処理を続行します。 
マルチスレッド・プログラムは、同期的に操作を実行します。スレッドは処理するメッセー
ジを待機しますが、このプログラムは、スレッドが応答を待機している間に他のスレッドの
処理を続行します。 

セッション・ベースの通信およびセッションレス通信セッション・ベースの通信およびセッションレス通信セッション・ベースの通信およびセッションレス通信セッション・ベースの通信およびセッションレス通信
メッセージは、カプセル化またはセッションのコンテキストのいずれかで作成または処理で
きます。 セッションとは、ユーザーまたはプロセスが、承認された事前定義済みの接続を別
のプロセスと確立するまでの期間を指します。 メッセージは、永続的か非永続的かのいずれ
かです。 永続的なメッセージは、現在実行中のセッションとは独立して送信できます。 非永
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続的なメッセージは、独立して送信することはできません。セッション・ベースの通信が必
要です。

プロセス間のセッション・ベース通信は、セッションのコンテキスト内で実行されます。 
セッションを管理するルールは、メッセージの作成方法と処理方法に影響を与えます。 セッ
ションのルールは、ミドルウェアによるメッセージの管理方法、つまり、ルート、格納およ
び保存の方法、応答を送信者に送信するかどうかなどにも影響を与えます。

セッションレス通信は、実行中のセッションのコンテキスト外で実行されます。 永続的な
メッセージの処理は、すでに確立済みのデータベース、ミドルウェアまたはアプリケーショ
ンとの接続を介して行われます。 セッションレス・メッセージは、実行中のセッションが提
供する追加情報の要件と関係なく管理および処理できます。

ステートレス（「状態なし」）通信およびステートフル（「状態付き」）通信ステートレス（「状態なし」）通信およびステートフル（「状態付き」）通信ステートレス（「状態なし」）通信およびステートフル（「状態付き」）通信ステートレス（「状態なし」）通信およびステートフル（「状態付き」）通信
通信のトランザクションの状態は、「状態付き」または「状態なし」のいずれかです。 トラン
ザクションの状態とは、通信の状態を指します。 メッセージ自体のライフ・サイクルのス
テージ、つまり、作成済み、処理準備完了、処理済みなどのステージとは関係ありません。 

「状態付き」通信は、メッセージの作成時、管理時および単一トランザクションのコンテキ
スト内での処理時に発生します。 トランザクション内のメッセージの位置は、メッセージの
処理方法に影響を与えます。 メッセージを作成するプロセス、ミドルウェアおよびメッセー
ジ上で動作するプロセスはすべて独立して「状態付き」条件を保持します。その結果、メッ
セージはトランザクションのコンテキスト内で処理されます。

「状態なし」通信は、メッセージがその位置を参照せずに単一トランザクション内で処理さ
れるとき、またはメッセージがトランザクションの境界で交差するときに発生します。

双方向通信および一方向通信双方向通信および一方向通信双方向通信および一方向通信双方向通信および一方向通信
同期通信は双方向通信です。メッセージの送信者はメッセージが正常に処理されたという応
答を受信するまで待機します。 一般的に、「状態付き」通信またはセッション・ベースの通信
は双方向通信です。 セッションまたはトランザクションのコンテキストで送信されるメッ
セージは、ほとんどの場合、受信側プロセスが送信する応答に関連しています。

メッセージに含まれているデータを、メッセージのペイロードといいます。 1つのディスク
リート・プロセスまたはアプリケーションから別のディスクリート・プロセスまたはアプリ
ケーションに、セッションまたはトランザクションから独立して送信されたメッセージに
は、処理を進めるために必要な情報が含まれています。 メッセージの処理に送信者との追加
通信が不要なため、自律型のペイロードを持つメッセージと言えます。 

自律型のペイロードを持つ非同期、「状態なし」、セッションレス・メッセージは、一方向通
信です。 このメッセージの管理と処理は、送信者のプロセスに影響を与えません。送信者は
メッセージの送信と同時にプロセスを続行できます。 一方向通信では、メッセージの送信者
と受信者間の分離はさらに広がります。 
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メッセージ・テクノロジとメッセージ・アーキテクチャ
メッセージ・ベースの統合アーキテクチャメッセージ・ベースの統合アーキテクチャメッセージ・ベースの統合アーキテクチャメッセージ・ベースの統合アーキテクチャ
メッセージ機能の多彩な技術的側面がわかったので、次は、E-Business統合にメッセージ機
能を使用する場合の 2つの主要な代替アーキテクチャを検証します。 ソリューションの編成
には、データ処理とメッセージの要件に応じて、次の 2つのアーキテクチャのいずれかを使
用できます。

2つのメッセージ・ベースの代替統合アーキテクチャとそれに関連する利点とトレードオフ
は、次のとおりです。

� Point-to-Point統合

� ハブ・アンド・スポーク統合

Point-to-Point統合統合統合統合
Point-to-Point統合アーキテクチャは、各アプリケーションをそれぞれの通信先アプリケー
ションと直接統合します。 アプリケーションは相互に 1対 1ベースで直接通信します。 この
アーキテクチャは、従来から使用されていて、アプリケーション間のファイル・ベースの統
合を提供します。

アーキテクチャ・インフラストラクチャは、比較的必要ありません。 フェーズ実装では、早
期フェーズの実装が迅速化されます。 ただし、このアーキテクチャは、すでに限界が見えて
います。特にメンテナンス・コストが上昇（ハブ・アンド・スポーク・アーキテクチャに比
べて指数関数的に増える可能性がある）し、柔軟性と管理性に欠けます。

ハブ・アンド・スポーク統合ハブ・アンド・スポーク統合ハブ・アンド・スポーク統合ハブ・アンド・スポーク統合
Point-to-Point統合とは異なり、ハブ・アンド・スポーク・アーキテクチャは、最も新しい
統合シナリオとして重要な役割を果しています。 ハブ・アンド・スポーク・アーキテクチャ
は、相互に通信するためにアプリケーションが通過する中心的な中間装置（ハブと呼ばれ
る）を提供します。 このアーキテクチャでは、各アプリケーション（スポークに当たる）は
中間装置（ハブ）と通信し、次に、ハブが他のアプリケーションとの通信を管理します。 ア
プリケーションは直接相互間で通信しません。 

ハブ・アンド・スポーク統合アーキテクチャのコンテキストで、ハブは次のような様々な
サービスに対する中心点になっています。 

� メッセージの伝播と通信 : ハブは、異なるアプリケーション間におけるメッセージの
ルーティングと伝播を管理する中心的な機能を提供します。 メッセージをコンテンツま
たはトピックに基づいて、複数のアプリケーションにルートする必要がある場合、ハ
ブ・アンド・スポーク・アーキテクチャは、Point-to-Pointアーキテクチャと比較して
はるかに高度な柔軟性を提供します。

� メッセージの管理、追跡および監査 : ハブは、異なるアプリケーション間を流れるメッ
セージを格納、監査および追跡するため、アプリケーション間のすべての対話を管理す
る中心的な機能を備えています。 Point-to-Point統合アーキテクチャでは、監査に必要な
情報は各アプリケーション内に格納されているため、情報の流れの分析が複雑になりま
す。
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メッセージ・テクノロジとメッセージ・アーキテクチャ
� メッセージとデータの変換 : ハブは、メッセージとデータの変換を行い、データを送信
側アプリケーションのフォーマットから受信側アプリケーションのフォーマットに変換
します。 ハブ・アンド・スポーク・アーキテクチャでは、各アプリケーションは、受信
側アプリケーションのフォーマットに変換できる共通ビューにデータを変換するだけで
す。 送信側アプリケーションがメッセージを新しいアプリケーションに送信する場合、
ハブに必要な操作は、新しい変換を共通ビューから新しいアプリケーションのフォー
マットに適用するだけです。 この操作によって新しい Point-to-Pointマップの要件は不
要になります。

� ビジネス・プロセス管理 : ハブはビジネス・プロセス管理またはワークフロー・サービ
スを提供して、アプリケーション間のマルチステップ対話を管理します。 たとえば、あ
るアプリケーションが別のアプリケーションにメッセージを送信し、そのアプリケー
ションから応答を受信した後で、その情報を 3番目のアプリケーションに送信するとし
ます。 ハブ・アンド・スポーク・アーキテクチャでは、ハブにビジネス・プロセス管理
を集中化して、異なるアプリケーション間のワークフロー管理を簡素化します。

統合アーキテクチャは、多くの異なるレベルで定義されているため、ハブ・アンド・スポー
ク構造がすべてのレベルに存在するとは限りません。 たとえば、ハブとスポークがすべて同
じハードウェアに配布されている場合もあれば、異なるシステムに配布されている可能性も
あります。 通常、各スポークはハブのみと通信するため、ハブはアプリケーション・インタ
フェースと統合要件に集中します。 これによって、統合サービスに対するリソース要件は切
り離されます。

ハブ・アンド・スポーク・アプローチは、アプリケーションに対する統合ポイントの数を減
らすことによって、アプリケーションへのインタフェースを簡素化していると一部の人は
思っています。 実際は、APIは Point-to-Pointアーキテクチャと同じくらい複雑です。しか
し、ハブ・アンド・スポーク・アプローチでは、アプリケーションの統合ポイントが 1箇所
に集中されているため、アプリケーションの設計、開発および管理を簡単に行うことができ
ます。

利点とトレードオフ利点とトレードオフ利点とトレードオフ利点とトレードオフ
ハブ・アンド・スポーク・アーキテクチャと Point-to-Pointアーキテクチャの 2つの主要な
相違点を考えてみます。 

� アプリケーションの複雑さ : Point-to-Pointアーキテクチャは、比較的単純な統合シナリ
オに適しています。単純な統合では、統合するアプリケーション数が少なく、アプリ
ケーションの置換、アップグレードまたは大幅な変更がほとんどなく、アプリケーショ
ンの多くが同じテクノロジを使用しています。 ハブ・アンド・スポーク・アーキテク
チャは、多数の異なるアプリケーションとシステムの統合に適しています。ただし、統
合ハブの複雑さが発生します。 このアーキテクチャは、Point-to-Pointアーキテクチャと
比較すると、新しいアプリケーションをハブのみに統合し、他のすべてのアプリケー
ションと統合する必要がないため、拡張性がはるかに高くなります。
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メッセージ・テクノロジ
� 統合要件の複雑さ : Point-to-Point統合アーキテクチャは、次のような比較的単純な統合
要件に適しています。

� データはアプリケーション間のみで変換されます。

� メッセージは単純なルーティング・スキーマを使用して少数の宛先のみにルートさ
れます。

� 集中化されたビジネス・プロセス・コーディネーション機能は不要です。

� 全ビジネス・イベントの共通ビューは不要です。 

ハブ・アンド・スポーク・アーキテクチャでは、ハブがこれらのサービスをすべてのア
プリケーションに提供し、統合方法を簡素化します。

� ビジネス上重要な性質の統合 : ハブ・アンド・スポーク・アーキテクチャは、次のよう
なビジネス上重要な統合シナリオにも適しています。

� 機密性の高い情報がアプリケーションとビジネス・プロセス間で通信されます。

� 統合の停止や通信の損失による犠牲は膨大です。

� ビジネス・イベント情報の保存、監査および追跡という基本的ニーズが存在してい
ます。 

� 統合環境の管理性 : ハブ・アンド・スポーク・アーキテクチャを使用すると、調整ハブ
の複雑さが追加されますが、統合固有の機能を結集させた中心点が提供され、そこで集
中管理、メンテナンス、バックアップとリカバリ、追跡、ルーティング、変換などが行
われます。 ハブ・アンド・スポーク・アーキテクチャは、各アプリケーションの統合と
インタフェース要件を定義、設計およびメンテナンスするための軽量スポークを提供し
ます。 これによって、メンテナンス、影響分析、アップグレード・サイクルおよびレガ
シー・システムの廃棄が簡素化されます。

メッセージ・テクノロジメッセージ・テクノロジメッセージ・テクノロジメッセージ・テクノロジ
ここまでで E-Business統合に非同期メッセージ機能を使用する方法が理解できました。次
に、この項で具体的に説明するメッセージ・テクノロジの主な要素のいくつかを検証しま
す。

� メッセージの伝播と通信

� メッセージ通知モデル

� メッセージ変換とデータ変換の要件

� メッセージとデータの変換に関する問題
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メッセージ・テクノロジ
メッセージの格納と管理メッセージの格納と管理メッセージの格納と管理メッセージの格納と管理
E-Business統合のプラットフォームを提供する非同期メッセージ交換インフラストラクチャ
の基本要件は、そのインフラストラクチャがメッセージの持続記憶域と管理を提供すること
です。 前述のとおり、メッセージを格納および管理する機能は、次の 4つの理由から非常に
重要です。

� メッセージの着信時に処理ができない場合 : アプリケーションは、すべての要求を即時
に処理できるリソースがない場合、同時に着信したクライアントからの多数の未処理
メッセージを扱う必要があります。 メッセージ・システムは、永続キューにメッセージ
を格納し、後で受信者が処理できる時点でそのメッセージを配信する必要があります。 

� メッセージのスケジューリング : さらに、メッセージ・システムには、メッセージを優
先順位に従って処理するために、メッセージの永続性が必要です。

� 後から着信するメッセージが前に着信したメッセージより優先順位が高くなる場合
があります。

� 前に着信したメッセージは、処理の実行前に後から着信するメッセージを待機する
必要がある場合もあります。

このようなメッセージの優先順位を、一定期間変更することもできます。たとえば、特
定キューのメッセージを、特定の時間枠の間、他のキューのメッセージより重視するこ
とができます。 メッセージの永続性によって、優先順位が高いキューのメッセージを最
初に処理できます。 優先順位の低いメッセージは格納して後で処理できるため、優先順
位の高いメッセージの邪魔になることはありません。 

� メッセージの監査 : メッセージの制御コンポーネントがペイロード情報そのものと同じ
くらい重要になる場合があるため、メッセージの永続性は非常に重要です。 たとえば、
メッセージの受信タイムと送信タイムが、メッセージの最も重要な部分になる場合があ
ります。 E-Commerce環境では、メッセージの永続性によって、多様な顧客からの注文
情報が格納されるため、その情報に問い合せると、需要がピークに達する期間を理解し
たり、注文状態を判断することができます。 したがって、メッセージは実行後も依然と
して重要な場合があります。 永続的なメッセージの格納は非常に重要であるため、この
ような情報は格納し、問合せまたは監査の対象にすることができます。

� 通信障害 : メッセージ・クライアント間の通信リンクは常時使用できるとは限りません。
他の用途に予約されている場合もあります。 システムがメッセージを即時に処理できな
い場合、メッセージ・システムはメッセージを永続的に格納し、処理リソースが使用可
能になった時点で配信する必要があります。 エンタープライズ・アプリケーションの統
合には、各メッセージがそれぞれの受信者に正確に 1回配信されるというメッセージの
保証付き配信が非常に重要です。

メッセージの永続性に対するニーズは、企業間取引のシナリオで増大しています。これは、
企業間取引では、単一の企業内取引に比べ、通信障害の可能性と監査および追跡の必要性が
はるかに大きいためです。 統合シナリオの大部分のメッセージは永続的に格納される必要が
あります。ただし、場合によっては、揮発性メッセージで十分です。 たとえば、アプリケー
ションに対してメッセージの送受信が完了したことを通知する電子メール・メッセージは監
査のために格納する必要はありません。 
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メッセージ・テクノロジ
大部分のメッセージ・システムには、自動化されたメッセージの永続性機能が備わっていま
せん。 メッセージは、RAWフォーマットでファイル・システムに格納されるだけです。 この
ため、メッセージ・ヘッダーとメッセージ・ペイロードに対する問合せは実行できません。 
永続的に格納する必要があるメッセージの場合、メッセージ・システムでは、2フェーズ・
コミット操作をそのシステム自体とデータベース・システム間で実行する必要があります。 

このような複雑な操作とは対照的に、オラクル社は、メッセージ交換インフラストラクチャ
を企業のデータベースに直接統合します。つまり、キューをデータベース表に関連付けて、
このキューに配置されたメッセージが自動的にデータベースに永続することを保証します。 
次に、そのメッセージをアーカイブして、標準 SQLを使用してメッセージ・ヘッダーと
メッセージ・ペイロードの両方に対して問合せを実行します。

メッセージの伝播と通信メッセージの伝播と通信メッセージの伝播と通信メッセージの伝播と通信
メッセージは１つのアプリケーションまたはビジネス・プロセスから別のアプリケーション
またはビジネス・プロセスに伝播される必要があるため、メッセージ交換インフラストラク
チャは、メッセージを送信者から受信者にルートするメカニズムを提供します。 メッセージ
の伝播とルーティングは、次の 2つの方法のいずれかで実行できます。

� Point-to-Pointルーティングでは、送信側アプリケーションは、メッセージを送信する
宛先（受信側アプリケーション）を認識しています。 Point-to-Pointルーティングでは、
送信側アプリケーションまたはビジネス・プロセスと受信側アプリケーションまたはビ
ジネス・プロセスはある程度の密結合となります。

図図図図 4-3 Point-to-Pointモデルモデルモデルモデル

� パブリッシュ・サブスクライブ・ルーティングでは、送信側アプリケーションはメッ
セージを送信する宛先を認識していません。かわりに、メッセージの受信者を管理する
責任をミドルウェアに割り当てます。 ミドルウェアはメッセージ作成者が公開するメッ
セージのトピックのリストを定義します。 
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図図図図 4-4 パブリッシュ・サブスクライブ・モデルパブリッシュ・サブスクライブ・モデルパブリッシュ・サブスクライブ・モデルパブリッシュ・サブスクライブ・モデル

プロセスは、自分がサブスクライバであることをミドルウェアに示し、受信するメッ
セージのトピックを定義します。 ミドルウェアは、サブスクライバがそのトピックに関
するメッセージは不要であるか、またはサブスクライブを中止するかを通知してこない
限り、そのトピックに関するメッセージを将来も送信します。 この設計技法によって、
プロセス間には分離レベルが追加されます。 送信者はメッセージを、そのメッセージの
受信者、配信ロケーションまたはメッセージの処理方法に関係なく公開します。 ミドル
ウェアは次の操作を実行します。

� サブスクライバの登録と条件付きサブスクリプション・ルールの施行

� 個別メッセージの受信者の判断

� パブリッシャによるメッセージ作成とサブスクライバによるメッセージのコレク
ションの両方の追跡

サブスクライバは、特定のトピックに関するメッセージを受信することを登録し、メッ
セージの送信者またはパブリッシャと作成場所に関係なくサブスクライブします。

Point-to-Pointとパブリッシュ・サブスクライブ・ベースのメッセージ・ルーティングは、
大きく 2つのメッセージ・ルーティング・カテゴリに分割されます。 実際には、これらのス
キームはそれぞれ、さらに複雑な場合があります。 たとえば、Point-to-Pointとパブリッ
シュ・サブスクライブ環境の両方で、メッセージは、サブジェクト・べース、トピック・
ベースおよびルール・ベースの 3つの方法でルートできます。 ここでは、その 1つ 1つを取
り上げて、それぞれのパブリッシュ・サブスクライブ・ルーティングへの適用方法を、例を
使用して説明します。 

� サブジェクト・ベースまたはトピック・ベース : これは、最も単純な構成のパブリッ
シュ・サブスクライブです。 プロセスは、適切に名前指定されたトピックまたはサブ
ジェクトに関連するメッセージを公開します。 たとえば、サブジェクトが PLACE AN 
ORDERであるとします。 このトピックに関するメッセージの受信を希望することを次の
ように記述して、ミドルウェアに登録したサブスクライバは、そのトピックのサブスク
ライブを中止するまで、そのトピックに関するすべてのメッセージを受信します。たと
えば「トピック PLACE AN ORDERに関するすべてのメッセージを送信する。」という指
定が可能です。
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キュー�

アプリケーション�

アプリケーション�

アプリケーション�

アプリケーション�

公開�

公開�

サブスクライブ�

サブスクライブ�

公開�
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� コンテンツ・ベース : これは、トピック・ベースのパブリッシュ・サブスクライブの拡
張バージョンです。 サブスクライバは、メッセージ内に含まれている値に応じて、特定
トピックに関する受信メッセージのサブセットのみの送信を依頼します。 たとえば、「ト
ピック PLACE AN ORDERに関するメッセージの中で、メッセージ・データの国別コー
ド・フィールドに UKが含まれているすべてのメッセージを送信してください」と記述
します。

� ルール・ベース : ルール・ベースのパブリッシュ・サブスクライブは、コンテンツ・
ベースのメカニズムを拡張したものです。 サブスクライバは、メッセージ・データの値
に関連するか、またはしないかという条件を管理するルールを指定します。 たとえば、
「トピック PLACE AN ORDERに関するメッセージの中で、メッセージの国別コード・
フィールドに UKが含まれていて、カレント・タイムが午前 9時から午後 5時までのす
べてのメッセージを送信してください」と記述します。

メッセージ通知モデルメッセージ通知モデルメッセージ通知モデルメッセージ通知モデル
企業は、通常 2つのメッセージ・モデルを使用して内部通信を容易にしています。 完全な通
信ソリューションには通常、両モデルの使用が必要です。

イベント通知イベント通知イベント通知イベント通知
イベント通知モデルは、企業全体にビジネス・イベントを通信するニーズに対応していま
す。 ビジネス・イベントは、ビジネス・シナリオの論理的な状態変化を指します。 顧客の発
注のような単純なイベントもあれば、発注時にクレジット限度額を超えるという複雑なイベ
ントもあります。 一方のシステム・イベントは、プログラムの実行時における物理ポイント
です。このポイントで、たとえば、ファイルへの書込みなどの識別可能な計算タスクが発生
します。 単一ビジネス・イベントは通常、多数のシステム・イベントに関連付けられていま
す。

イベント通知モデルは、アプリケーション間の通信ポイントと通信のコンテンツを定義しま
す。 非同期メッセージ機能とパブリッシュ・サブスクライブ・ルーティングを使用してビジ
ネス・イベントのインスタンスを表すメッセージを配信します。 各ビジネス・イベントは、
個別のパブリッシュ・サブスクライブのトピックとしてミドルウェアに定義されます。 ビジ
ネス・イベントを処理するアプリケーション（複数可）も、ビジネス・イベントのインスタ
ンスが発生するたびにメッセージを公開します。 そのビジネス・イベントに関する知識が必
要なアプリケーションは、そのイベントに関するトピックをサブスクライブします。 ミドル
ウェアは、サブスクライバへのメッセージ配信とサブスクライバによるメッセージ・コレク
ションを管理します。

通常、ビジネス・イベントを発表するメッセージは自律型で、メッセージの配信以外はアプ
リケーション間の通信を必要としません。 一般にサブスクライバは、パブリッシャに応答す
る必要はありません。 サブスクライバは、メッセージの受信情報を処理してから、別のビジ
ネス・イベントのインスタンスを呼び出し、このビジネス・イベントに関するメッセージを
別のトピックとして公開できます。
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サービス要求サービス要求サービス要求サービス要求
最も一般的に使用されているメッセージ・モデルの 2つ目は、サービス要求モデルで、イベ
ント通知に代替モデル化スタイルを提供します。 これは、1つのアプリケーションは別のア
プリケーションのサービスを利用できるという前提に基づいています。 たとえば、アプリ
ケーション Aが、メッセージの形式でサービス要求を作成し、アプリケーション Bのサー
ビスを要求します。 

サービス要求モデルには、イベント通知モデルに比較するとはるかに多くのバリエーション
があります。 選択するオプションは、個々のソリューションの要件によって異なります。 た
とえば、サービス配信の確認が不要な場合、サービス要求モデルは非同期メッセージ機能を
使用して実装されます。 このオプションでは、パブリッシュ・サブスクライブ・ルーティン
グを使用できます。 確認が必要な場合、肯定否定に関係なく、サービス要求モデルは、非同
期メッセージ機能を使用するか、または呼出応答形式のメッセージ・テクノロジを使用して
同期的に実装されます。

サービス要求モデルでは、自ら提供できないサービスを必要とするアプリケーションは、そ
のサービスを提供するアプリケーションの名前を指定してサービス要求メッセージを作成し
ます。 ミドルウェアは、そのメッセージを名前指定したアプリケーションにルートします。 
そのサービスを提供する側のアプリケーションには、キューおよびコール可能な APIのサー
ビスを起動する手段が定義されています。 サービス要求モデルが使用可能なバリエーション
の中から 3つを次に示します。

� 非パブリッシュ・サブスクライブ・サービス要求モデル : この構成では、サービスが必
要なアプリケーションは、サービスの要求を名前指定したアプリケーションにミドル
ウェアを介して送信します。 

� パブリッシュ・サブスクライブ・サービス要求モデル : この構成では、サービスを提供
するアプリケーションは、サービス・プロバイダとしてミドルウェアに登録されていま
す。 サービスが必要なアプリケーションは、その要求をミドルウェアに公開します。ミ
ドルウェアはこのメッセージを登録されているサービス・プロバイダにルートします。

� 配信確認付きパブリッシュ・サブスクライブ・サービス要求モデル : この構成では、
サービスを提供するアプリケーションは、サービスを正常に配信した後、サービスの配
信を確認するメッセージを返します。 ミドルウェアはその確認を要求発信元のアプリ
ケーションにルートします。

メッセージ変換とデータ変換の要件メッセージ変換とデータ変換の要件メッセージ変換とデータ変換の要件メッセージ変換とデータ変換の要件
非同期メッセージを使用してアプリケーションまたはビジネス・プロセスを統合する場合の
基本要件は、発信元アプリケーションが送信したメッセージ・ペイロードを、受信側アプリ
ケーションが受け入れることができる異なるフォーマットに変換することです。 変換プロセ
スを理解するために、Oracle Customer Relationship Management（CRM）アプリケーショ
ンを考えてみます。このアプリケーションは、Webストア・モジュールで受信した発注書を
SAP財務アプリケーションに送信します。 特定の変換要件には次の 2つあります。 
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データ型の変換データ型の変換データ型の変換データ型の変換
Oracle CRMアプリケーションは、すべてのデータを SQLフォーマットで格納します。SAP
アプリケーションは、そのデータをフラット・ファイル形式の iDOCSで格納してアクセス
します。 SQLデータ型は、バイト表現レベルで iDOCSデータ型に変換する必要があります。
これは、データ型レベル変換またはデータ・レベル変換と呼ばれています。 データ変換その
ものを考えてみても、多数の異なる種類の変換が適用できます。

� 値 : データ値を 123から ABCに変更します。

� 名前 : データ名を CUSTNUMから customer_idに変更します。

� 型 : データ型の数値をアルファベットに変更します。

� ペイロード定義のマッピング : BranchId、CustomerNo、AccountTypeおよび
CheckDigitを連結して AccountNumberにします。

� ペイロード・フォーマット : メッセージ・ペイロードの実際の構造を変更します。たと
えば、HTMLを XMLに、XMLを固定ファイル形式に、XMLをカンマで区切られた値
（CSV）に、名前値のペアを XMLにというように変更します。 構造変換をプログラム変
換と混同しないでください。

� プログラム : プログラム言語がサポートするフォーマットとメッセージ・テクノロジが
サポートするフォーマット間でメッセージ・ペイロードのフォーマットを変更します。
たとえば、C構造体を XML文字列に、Javaクラスを文字列オブジェクトに、COBOL
を ADT（ Pro*COBOLと呼ばれる）に変更します。 

� メッセージ API : 標準メッセージ・サービスの中には、異なるテクノロジに異なる方法
で実装されているものがあります。メッセージの変換は、たとえば、OMB JMSから
OJMSに、または OJMSからMQSeries JMSにのように、基礎となる構造のフォーマッ
ト間で実行する必要があります。

� ヘッダー : 1つのメッセージ・テクノロジから別のメッセージ・テクノロジに移動、た
とえば、AQからMQSeriesに、または AQから TIBrvに移動する場合は、ヘッダーに
記録されたメッセージ・プロパティのマッピングが必要になる場合があります。

セマンティック変換セマンティック変換セマンティック変換セマンティック変換
Oracle CRMアプリケーションでは、顧客名をMr./Mrs./Miss、姓、名、ミドル・イニシャ
ルの 4つのフィールドに格納します。 これとは対照的に、SAPアプリケーションでは顧客名
を、最初のフィールドで、Mr./Mrs./Missを指定し、2番目のフィールドで姓と名の間に空
白を入れて連結して格納しています。 この場合は、顧客名を SAPアプリケーションに送信す
る前に、Oracleアプリケーションの顧客名のフィールドを連結する必要があります。 このよ
うな変換はセマンティック変換と呼ばれています。
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メッセージとデータの変換に関する問題メッセージとデータの変換に関する問題メッセージとデータの変換に関する問題メッセージとデータの変換に関する問題
2つの異なる種類の変換要件の理解に加えて、特定の統合シナリオに必要なメッセージの変
換方法について考えると、さらに、次の 4つの問題を検討する必要があります。 

変換ロケーション変換ロケーション変換ロケーション変換ロケーション
Point-to-Point統合アーキテクチャでは、送信側アプリケーションがメッセージを受信側ア
プリケーションのフォーマットに変換した後、その変換済みメッセージをメッセージ伝播イ
ンフラストラクチャ上に配置します。次に、そのインフラストラクチャがメッセージを受信
側アプリケーションに渡します。 

ハブ・アンド・スポーク・アーキテクチャでは、送信側アプリケーションから受信側アプリ
ケーションにデータを変換する場合、メッセージをスポークで変換するかハブで変換するか
を決定する必要があります。 たとえば、送信側アプリケーションが Point-to-Point環境の場
合と同じように動作するときは、単にハブをメッセージ伝播とルーティング・インフラスト
ラクチャとして使用します。 これに対して、単一アプリケーションが情報を複数の受信側ア
プリケーションに送信する場合は、未変換のペイロードをハブに送信するのみです。ハブは
メッセージを受信するターゲット・アプリケーションに適した変換を行います。

変換メカニズム変換メカニズム変換メカニズム変換メカニズム
さらに、ハブ・アンド・スポーク・アーキテクチャでは、ハブが各送信側アプリケーション
のペイロードを受信側アプリケーションのフォーマットに直接変換できます。 他の選択肢と
して、各アプリケーションはアプリケーション固有ビューのデータを共通ビューのデータに
変換してから、そのデータをハブに送信できます。ハブではそのデータを共通ビューから
ターゲット・アプリケーション・ビューに変換します。 変換に共通ビューを使用する主な利
点は、新しいアプリケーションが追加されたとき、または既存のアプリケーションがアップ
グレードされたとき、統合者は共通ビューからアプリケーション固有ビューへのマッピング
を変更するのみで済むことにあります。 ただし、このアプリケーションと通信するすべての
アプリケーションのマッピングを変更する必要はありません。 したがって、変換に共通
ビューを使用するほうが、直接変換するよりはるかに拡張性が高くなります。 

データ変換に共通ビューを使用すると、データ自体の変換方法も影響を受けます。 通常のシ
ナリオでは、データの共通ビューを XML（Javaクラスの場合もある）を使用して表現する
傾向が増えています。 送信側アプリケーションに関連付けられたアダプタは、アプリケー
ション固有のフォーマットによるデータを共通ビュー表現に変換し、そのデータを XMLド
キュメントに配置してから、ハブのメッセージ交換インフラストラクチャに送信します。 次
に、ハブは、必要なセマンティック情報に基づいて、XSLT変換を XMLドキュメントに適
用し、そのドキュメントを発信 XML表現に変換して、メッセージ伝播インフラストラク
チャに配置します。 次に、XMLペイロードを受信した受信側アプリケーションのアダプタ
は、XMLペイロードを解析し、それを受信側アプリケーションのデータ・フォーマットに
変換します。 
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データを XMLに変換する重要な 2つのメリットを次に示します。

� XMLメッセージ・ペイロードは HTTP-S上で送信できます。その結果、共通インフラス
トラクチャは、メッセージ伝播にインターネットを使用して企業内と企業間のアプリ
ケーションを統合できます。 

� XMLは、完全に拡張可能なデータ記述言語です。したがって、あらゆる種類のデータ
を表現できるため、変換目的で各種のデータを記述する場合には最適で理想的な言語で
す。 

ただし、XMLの使用には、次の 2つのデメリットがあります。 

� XMLは、文字列指向またはテキスト・ベースの言語であり、変換にはデータを解析す
る必要があるため、オーバーヘッドが生じます。 

� 市販されている大部分の XMLパーサーでは、サイズが 10MBを超えるメッセージ・ペイ
ロードは、その DOM APIではハンドルできません。つまり、ドキュメントの解析時に
作成される DOM解析ツリーが大きすぎるためです。 SAX APIを使用することもできま
すが、これも多くの場合効率がよくありません。

変換イベントの頻度変換イベントの頻度変換イベントの頻度変換イベントの頻度
最後に、変換の頻度と変換が必要なビジネス・イベントについて考えてみます。 変換が必要
なイベントには次の 3種類あります。

� 固有 : 変換は、特定のアプリケーション間を往復する特定のビジネス・イベントに固有
です。

� 定義済み : 変換は標準メッセージ定義間のマップ（XMLから SWIFTなど）のセットとし
て定義され、ある型のメッセージを通信フォーマットの異なるアプリケーションまたは
ビジネス・プロセスに送信するたびに必ず適用する必要があります。 

� 汎用 : たとえば、MQSeriesメッセージから AQメッセージに変更した場合、変更内容は
特定のアダプタのすべてのメッセージに適用されます。

メッセージ・システムの相互運用性メッセージ・システムの相互運用性メッセージ・システムの相互運用性メッセージ・システムの相互運用性
E-Business統合のシナリオを考えるとき、理解する必要のあるメッセージ機能の最後の側面
は、異なるメッセージ・キューイング・システムと異なる種類の統合ミドルウェア間の相互
運用性です。

� メッセージ・システムの相互運用性 : 最初に、どのようにして 2つのメッセージ・シス
テムをプログラム・インターフェース・レベルで相互に通信させ、メッセージを相互に
送信させるか ?   関連する質問として、次のようなものがあります。どのようにしてア
プリケーションと複数のメッセージ・システムを単一の標準プログラム・インタフェー
スを介して通信させるか ?

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Applications InterConnect User's Guide』
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� メッセージ・ペイロードの相互運用性 : 第 2に、どのようにして異なるメッセージ・シ
ステムを共通メッセージ・ペイロード・フォーマットを介して通信させるか、または他
のシステムのメッセージ・ペイロードを解析させるか ?

ペイロードとシステムの両レベルでメッセージ・システム間の相互運用性を保証するため
に、メッセージ・ミドルウェア・ベンダーは、次の 2つの規格を採用しています。

� Java Messaging Service（JMS）API。メッセージ・システムの相互運用性を保証しま
す。

� XML（OAG、XML、OBIなどの多様な派生製品を含む）。メッセージ・ペイロードの相
互運用性を保証します。

次の項では、この 2つの規格の概要を説明します。

Java Messaging Service
Java Messaging Services（JMS）は、非同期メッセージ機能に対する Java業界標準です。
Sun Microsystems社およびオラクル社を含むその他のエンタープライズ・メッセージ・ベ
ンダーが共同で開発しました。 これは、Java Remote Method Invocation（RMI）が指定する
同期通信モデルを補完します。

JMSについての最も一般的なイメージは、JMSはメッセージ・サービスを提供するアプリ
ケーションまたはコンポーネントであるというものです。 JMSそのものは、単なる標準の定
義です。 メッセージ・テクノロジのベンダー（オラクル社など）は、JMS標準に準拠し、
JMS標準準拠の Java APIを介してアクセスできるメッセージ・サービスを提供するソフト
ウェア（Oracleアドバンスト・キューイングなど）を開発し販売しています。

これらの JMS準拠サービスは、プログラム・インタフェース（API）に対する JMS標準に準
拠している公開インタフェースを介して使用できます。 APIが提供するフレームワークを使
用すると、移植可能なメッセージ・ベースのアプリケーションを Javaプログラミング言語
で開発できます。
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図図図図 4-5 Java Messaging Service

 

JMS標準は、次の 4つの重要なコンポーネントを定義しています。

� クライアント : このプログラムまたはプロセスは、メッセージを作成して使用します
（たとえば Javaアプリケーション・プログラム）。

� プロバイダ : このプログラムまたはプロセスは、JMSサービス（AQなど）を提供しま
す。

� 管理オブジェクト : このオブジェクトは、プロバイダがメッセージ（たとえば、JMSト
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JMS標準は、次の 2種類のメッセージ・ルーティングを定義しています。

� JMSトピック。パブリッシュ・サブスクライブ ・ルーティングの定義を提供します。

� JMSキュー。あるポイントから別のポイントに移動するメッセージの Point-to-Point
ルーディングの定義を提供します。

JMS標準は、メッセージそのものに関連するプロパティ（メッセージ・ヘッダーに格納）お
よびメッセージ・コンテンツのペイロードが持つ多彩なスタイルなど、メッセージについて
の様々な特性を定義しています。 さらに、メッセージ・ヘッダーとそのプロパティに、フィ
ルタ条件を使用したコンテンツ・ベースのパブリッシュ・サブスクライブの実装方法も定義
しています。 次の 5つのスタイルがあります。

� TextMessage

� BytesMessage

� MapMessage

� StreamMessage

� ObjectMessage

Oracleによるによるによるによる JMSの実装の実装の実装の実装 
JMSの実装を提供する各ベンダーは、標準に準拠したサービス・セットを開発しています。 
ベンダーは自由に実装を拡張し、JMS標準で定義されているサービスを超えたサービスを提
供しています。 

Oracle8iアドバンスト・キューイングは、Oracle Java Messaging Services（OJMS）と呼ぶ
拡張 JMSインタフェースを提供しています。 また、Oracleは、アドバンスト・キューイング
のシングル・コンシューマ・キュー機能を使用した JMSキューを提供しています。 各 JMS
キューは 1対 1でシングル・コンシューマ・キューにマップされます。 JMSトピックは、ア
ドバンスト・キューイングのマルチ・コンシューマ・キューによってサポートされます。 す
べての JMSトピックは、マルチ・コンシューマ・キューにマップされます。 すべての JMS
メッセージ型は Oracleオブジェクト型にマップされます。 JMS接続は JDBC接続をカプセル
化します。 このカプセル化によって、クライアントは、JMSメッセージ機能と他の JDBC操
作を同じデータベース・トランザクションで組み合せることができます。 データベース JVM
の外で実行する JMSクライアントは、Thin JDBCドライバまたは OCI JDBCドライバを使用
して JMS APIにアクセスできます。 Oracle8i JVMの内部で実行する JMSクライアントは、
Oracle Server Driverを使用して JMS APIにアクセスできます。 標準 JMSインタフェースは、 
javax.jmsパッケージで使用できます。

JMS実装に対する Oracleの拡張機能は、oracle.jms パッケージで確認できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i アプリケーション開発者ガイド アドバンスト・キュー
イング』
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XML
XML（eXtensible Markup Language）は構造化情報を含んだドキュメント用のマークアップ
言語です。 メッセージまたはドキュメントなどの情報セットに構造を適用するためのメカニ
ズムを提供します。これによって、セット内のデータはラベルが付けられ、属性、特性また
はデフォルト値が割り当てられ、情報セットの確認または検証を実行できます。 XMLは、
E-Business用の標準メッセージ・フォーマットになりつつあり、大部分の大手 ITベンダー
にとって最優先の標準です。

XMLの主な利点は、その柔軟性と単純さにあります。 すべてのメッセージの中には、メッ
セージの構造を理解する上で必要な情報が含まれています。 このために、自己記述型メッ
セージと呼ばれています。 したがって、XMLのルールを認識しているプログラムは、XML
メッセージとしてフォーマット化されたメッセージはすべて理解できます。各メッセージの
構造についてメタデータを格納したりオーバーレイする必要はありません。

XMLは標準汎用マークアップ言語（Standard Generalized Markup Language: SGML）のサ
ブセットとして導出されました。SGMLは過去 10年以上にわたって、構造化ドキュメント
のリポジトリをメンテナンスするための標準的なベンダーに依存しない方法でした。 SGML
は、E-Commerceに使用するにはあまりに高性能で複雑です。そこで、XMLが SGMLの簡
素化バージョンとして開発されました。

メッセージまたはドキュメントのコンテンツは、情報の論理セットと考えることができま
す。その情報は頻繁に構造化する必要があります。その結果、情報のピースはメッセージま
たはドキュメントのサブセットとして識別、アクセスおよび操作できます。 これらのサブ
セットは要素と呼ばれています。 各要素は、任意の数の他の要素で作成できます。また、要
素は 1つのグループ内で繰返し使用できます。

XMLが持つ構文セマンティックによって、要素の開始点と終了点を定義するタグと呼ばれ
るラベルを定義できます。 また、全体としての要素の特性を記述する属性を定義できます。 
この属性は、すべてのサブ要素と要素内に含まれるデータに適用されます。

さらに、XMLによって、文書型定義、つまり、DTDと呼ばれる検証テンプレートを定義で
きます。DTDを使用すると次の 2つのレベルの検証が実行できます。

� 適切な構成 : メッセージまたはドキュメントが正しく構成されていることをチェックし
ます。 合格すれば、そのメッセージまたはドキュメントは適切な構成と記述されます。

� 有効 : メッセージまたはドキュメントが DTDで定義したルール・セットに照合して有効
であることをチェックします。 検証は、XMLパーサーと呼ばれるサービスが実行しま
す。Oracleを含めた大部分のベンダーのソフトウェアは、このサービスを提供していま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i XMLリファレンス・ガイド』
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第第第第II部部部部

 製品製品製品製品

第 II部では、統合との関連から OISの各製品コンポーネントを説明します。製品別の詳細
は、製品固有のドキュメントを参照してください。製品固有の適切なドキュメントへのリン
クがあります。

� 第 5章「同期アプリケーションの統合」

� 第 6章「データ・レプリケーションとゲートウェイ」

� 第 7章「Oracleアドバンスト・キューイングと JMS」

� 第 8章「Oracle Message Brokerと JMS」

� 第 9章「ディレクトリ・サービス（LDAP）」

� 第 10章「Oracle Workflow」





同期アプリケーションの
5

同期アプリケーションの統合同期アプリケーションの統合同期アプリケーションの統合同期アプリケーションの統合

Oracle8i Java仮想マシン（JVM）は、サーバー指向の Javaアプリケーションを実行するた
めの、拡張性と可用性に優れた環境を提供します。 

この章には次の項目が含まれています。

� Oracle8i  JavaVMが提供する機能

� Oracleデータベースを使用した Javaアプリケーションの開発

� Oracle8i  JavaVMでの Javaサポート : アーキテクチャの概要
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Oracle8i  JavaVMが提供する機能
Oracle8i  JavaVMが提供する機能が提供する機能が提供する機能が提供する機能
Oracle8i JVMには、キーとなるアーキテクチャ・コンポーネントがいくつかあります。 この
項では、次の項目を説明します。

� JavaVMの中心的な機能

� JavaVMの中心的なランタイム機能

� JavaVMとデータベースとの統合

JavaVMは 100%完全な Java実行環境であり、Java言語仕様と JavaSoft社の JDK 1.1.6規格
に指定されている JavaVMに準拠しています。 また、データベースと緊密に統合され、バイ
トコード・コンパイラ、ガベージ・コレクタ、統合された Javaクラス・ローダーおよび
Java-through-Cコンパイラなど、多数のコンポーネントを備えています。これらすべてのコ
ンポーネントは、データベース環境において最適なパフォーマンスと拡張性が得られるよう
に設計されています。

JavaVMは、データベース・カーネルと同一のプロセス空間とアドレス空間で実行され、
ヒープ・メモリーを共有し、パフォーマンスを最適化するためにデータベースのバッファ・
キャッシュに直接アクセスして、メモリーのコピーを回避します。 JavaVMは、Javaオブ
ジェクトに対してランタイム環境を提供します。 Javaデータ構造すべての表記が含まれてお
り、Javaメソッド・ディスパッチをサポートしています。 さらに、リカバリ不可能な Javaの
例外モデルや Java言語レベルのスレッドも含めた標準 Javaバイトコード操作のすべてをサ
ポートしています。 VMのディスパッチと例外モデルは、ハイブリッドのインタプリタまた
はコンパイル済みシステムをサポートするように設計されているため、ユーザーは
Java-through-C変換にアクセスし、パフォーマンスを向上させることができます。 
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Oracle8i  JavaVMが提供する機能
図図図 5-1 Oracle JavaVMのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャ

 

JavaVMの中心的な機能の中心的な機能の中心的な機能の中心的な機能
JavaVMの中心的な機能は、次のとおりです。

� オブジェクト・メモリー管理オブジェクト・メモリー管理オブジェクト・メモリー管理オブジェクト・メモリー管理 : Oracle8i JavaVMは、オブジェクト・メモリーオブジェクト・メモリーオブジェクト・メモリーオブジェクト・メモリーと呼ばれる
標準チャンクに対してメモリーの割当てと解放を行います。このメモリーは用途に従っ
て、様々な方法で特化できます。 オブジェクト・メモリーには、次の 4つの重要な利点
があります。

� オブジェクト・メモリーの位置は透過的であるため、オブジェクトのシリアライズ
化とデシリアライズ化に付随する手間をかけず、しかも Javaの均一参照セマン
ティックを保持しながら、スレッド、プロセス、ホストまたは一時的な境界間で効
率よく再配置できます。 これは、高度なロード・バランシングとフェイルオーバー
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が Oracle VMによって提供され、低レベルでエラーになりやすい Javaスレッドを
ユーザーが拡張のために使用しなくてすむことを意味します。

� オブジェクト・メモリーは、ガベージ・コレクションの方法で最適な内容に特化で
きます。この場合、オブジェクト・メモリーは、事前に初期化された状態かどう
か、またはトランザクション用かどうかにかかわらず、また、ロールバックおよび
アトミック・コミット・セマンティックが必要かどうかに関係なく特化できます。

� 永続および共有オブジェクト・メモリーは、ディスクに効率的にアーカイブできま
す。 

� オブジェクト・メモリーは、他の JavaVMおよび Javaアプリケーションの実装方法
から影響を受けません。

� メモリー・マネージャとガベージ・コレクタメモリー・マネージャとガベージ・コレクタメモリー・マネージャとガベージ・コレクタメモリー・マネージャとガベージ・コレクタ : JavaVMには、優れたパフォーマンスと
拡張性を Oracleデータベース環境に提供するための最適化されたガベージ・コレクタ
があります。 ガベージ・コレクタは、VMの Javaメモリー・ヒープを自動的に管理し、
オブジェクト・メモリーの効果的な割当てと収集を行います。

� Java Library Manager: Java Library Managerは、データベース内の Javaプログラムを
ロード、格納および管理するための機能を提供する JavaVMのコンポーネントです。 
ユーザーは、ソース、バイナリとリソース、およびアーカイブの 3種類のフォームで
Javaを交換（インポートとエクスポートの両方）できます。 Javaプログラムはデータ
ベース・ライブラリ・ユニット（OSファイルと等価）として格納されます。 

� Javaクラス・ローダークラス・ローダークラス・ローダークラス・ローダー : クラス・ローダーは、実行時に JavaVMから要求を受け入れ、
ローカル DBMSに格納されている Javaクラスの位置を（Javaバイナリまたはシステム
固有のコンパイル済みフォームで）識別してロードし、初期化します。

JavaVMの中心的なランタイム機能の中心的なランタイム機能の中心的なランタイム機能の中心的なランタイム機能
JavaVMの中心的なランタイム機能は、次のとおりです。

� バイトコード・コンパイラバイトコード・コンパイラバイトコード・コンパイラバイトコード・コンパイラ : JavaVMには、標準 Javaソース・プログラムを標準
Java.classバイナリ表記に変換する JavaSoft社の標準 Javaバイトコード・コンパイ
ラが組み込まれています。 

� インタプリタ・ランタイムインタプリタ・ランタイムインタプリタ・ランタイムインタプリタ・ランタイム : Oracle8i  JavaVMは、バイトコード・インタプリタと標準
Javaバイナリを実行する関連 Javaランタイムを提供しています。 このインタプリタは、
Javaスレッドや例外などの高度な機能も含めた標準 Java（現在はリリース 1.1.6）を
100%実装しています。 さらに、このランタイムは、ホスト環境からのコールインと
コールアウト、システム固有のメソッド、およびシステム固有にコンパイルされた Java
モジュールもサポートしています。

�  標準ライブラリ標準ライブラリ標準ライブラリ標準ライブラリ : Oracle8i JavaVMは、GUI関連コンポーネント、Abstract Windowing 
Toolkit（AWT）を除くすべての標準 JDK 1.1.6ライブラリをサポートしています。 
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� ネイティブ・コンパイルネイティブ・コンパイルネイティブ・コンパイルネイティブ・コンパイル : Oracle8i JavaVMには、Javaプログラムのパフォーマンスをコ
ンパイル済み C言語のレベルにまで向上させるネイティブ・コード・コンパイラが組み
込まれています。 ネイティブ・コンパイラは、標準 Javaバイナリを C言語の実行可能
ファイルに変換します。このファイルは、ライブラリ・ユニットとしてデータベースに
永続的に格納され、JavaVMでは、DLLまたは .soとしてロードできます。 

� Javaネイティブ・インタフェースネイティブ・インタフェースネイティブ・インタフェースネイティブ・インタフェース : JavaVMは、システム固有のメソッドに対するアク
セスを提供する Javaネイティブ・インタフェースをサポートしています。 

 

ただし、JavaVMでは、データベースから Cおよび C++プログラムにコールアウトす
る機能は提供しています。

JavaVMとデータベースとの統合とデータベースとの統合とデータベースとの統合とデータベースとの統合
JavaVMは、他の Oracle8i データベースとのインタフェースを 4つの異なるメカニズムを介
して行います。

� JDBCドライバとドライバとドライバとドライバと Javaトランスレータ内の埋込みトランスレータ内の埋込みトランスレータ内の埋込みトランスレータ内の埋込み SQL : 永続データは、リレーショナル
表として、または SQLを使用して定義されたオブジェクト・リレーショナル表として、
Oracleデータベースに格納されています。 データベース内の Javaプログラムは、SQL
または JDBCを使用してデータベース内の SQLと PL/SQLにアクセスします。 静的な
SQL問合せについては、JDBCよりも簡単な SQLJアプリケーションで記述できます。 
動的な SQLを記述するには、JDBCをコールします。

� JDBCドライバドライバドライバドライバ : VMには、Oracle JDBCドライバの特化された実装内容が組み込まれて
います。 JDBCドライバは、JDBC 1.2.2仕様に対応しており、オブジェクト・リレー
ショナルなタイプ、コレクションと LOBに対するサポートを含め、すべての JDBC 2.0
仕様に実質的に対応しています。 また、Oracleクライアント側の JDBCまたは Oracle
コール・インタフェースと同じプログラミング API、および Thin JDBCドライバを移植
します。 これにより、アプリケーション開発者はアプリケーション・コードを変更せず
にデータベースに Javaアプリケーションを移植できます。 クライアント側の JDBCドラ
イバとサーバー側のドライバとの唯一の違いは、サーバーの Javaオブジェクトは、
コールされたデータベース接続のコンテキスト内で常に実行されるため、結果的に、こ
のドライバでは接続を明示的にオープンできない点にあります。

� Javaトランスレータ内の埋込みトランスレータ内の埋込みトランスレータ内の埋込みトランスレータ内の埋込み SQL : サーバーの JavaVMは、Javaトランスレータ内に
埋込み SQLを提供しています。 ストアド・プロシージャとファンクションを、さらにレ
ベルが高く、生産性の高い SQLJインタフェースに書き込むことができます。 Javaトラ
ンスレータ内の埋込み SQLは、サーバーの JavaVMにより透過的に起動され、埋込み
SQL文を使用するアプリケーション・コードを、埋込み JDBCコールを使用する標準

注意注意注意注意 : オラクル社は、データベースのアドレス空間に危険を伴う C言語
ライブラリがリンクされないように、JNIを外部の汎用アプリケーション
開発者に提供していません。 
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Javaコードに変換します。 変換されたコードは、JavaVMの埋込みバイトコード・コン
パイラでコンパイルされ、そのランタイム機能で実行できます。 JDBCへのコールは、
実行時に、データベース内に埋め込まれた SQLJランタイムにルート変更されます。

� 相互言語メソッド・サービス（相互言語メソッド・サービス（相互言語メソッド・サービス（相互言語メソッド・サービス（Inter-Language Method Services: ILMS））））: ILMSはデー
タベース内の共通コンポーネントで、SQL、PL/SQL、Javaおよび Cによる外部プロ
シージャ間における言語間でのメソッドの呼出しをすべて管理します。SQLと PL/SQL
は、ILMSを使用してデータベースの Javaストアド・プログラムをコールします。これ
は、SQLがデータベース内の PL/SQLをコールするために使用するメカニズムと同じ
メカニズムです。 

� CORBA Object Request Broker: Oracle8i データベースは、Javaベースの CORBA 2.0準
拠の Object Request Broker （ORB）、Visibroker（Visigenics Java ORB）を統合してい
るため、CORBA IIOPプロトコルを使用しているデータベースをコールインおよびコー
ルアウトできます。 Oracle8i 内の Javaストアド・プログラムと Enterprise JavaBeans
は、IIOPで起動できます。 この場合、データベースは CORBAサーバーとして動作しま
す。 同様に、Oracle8i からの IIOPコールアウトによって、データベースは標準 CORBA
クライアントとして動作可能になります。 ORBは Oracle8i 内で効果的に使用されます。
Visigenics ORBコンポーネントは、IIOPプロトコルの解釈とオブジェクト活性化のみ
に使用され、データベースのマルチスレッド・サーバー・カーネルは、拡張性について
使用されます。 データベースは、Netscape 4.0や中間層 ORBなどのブラウザに対する直
接サポートも含め、各種の CORBAクライアントをサポートしています。 さらに、デー
タベースの CORBA機能は、自動化された Caffeine Java-to-IDLコンパイラなど、多数
の自動化ツールによって Java環境に適合しています。 

� 開発ツールのサポート開発ツールのサポート開発ツールのサポート開発ツールのサポート : Oracle8i JavaVMは、データベースの Java機能を簡単に使用す
るためのコマンドライン・ツールを多数提供しています。 次のようなツールがあります。 

� データベースへの Javaのロード、およびデータベースへの Javaストアド・プログ
ラムのドロップ

� データベースへの CORBAサーバーの配置と登録の自動化

� Oracle8i での Enterprise JavaBeansのパッケージ化と配置の自動化 

これらのツールは、Oracle JDeveloper 2.0ツールに統合されています。 
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図図図図 5-2 Oracle JavaVMのランタイム・コンポーネントのランタイム・コンポーネントのランタイム・コンポーネントのランタイム・コンポーネント

Oracle8i  JavaVMは、3種類の方法でプログラムできます。

� Javaストアド・プロシージャ

� Javaで定義された CORBAサービス

� Enterprise JavaBeans

Oracleデータベースを使用したデータベースを使用したデータベースを使用したデータベースを使用した Javaアプリケーションの開発アプリケーションの開発アプリケーションの開発アプリケーションの開発
Oracle8i の JavaVMは、3つのタイプの Javaアプリケーションの開発に使用できます。

� データベース・ストアド・プロシージャ、トリガーおよびメソッドデータベース・ストアド・プロシージャ、トリガーおよびメソッドデータベース・ストアド・プロシージャ、トリガーおよびメソッドデータベース・ストアド・プロシージャ、トリガーおよびメソッド : これらは、従来の
データベース・プログラマと SQL指向のデータベース・クライアントをサポートしま
す。

� Enterprise JavaBeans: JavaVMは、Enterprise JavaBeansと呼ばれる分散 Javaコンポー
ネントに対してトランザクション・サーバー・プラットフォームを提供します。 

� Javaのののの CORBAサーバーサーバーサーバーサーバー : Oracle8iによって、分散システムの開発者は、データベース
の JavaVM上に Javaの CORBAサーバーを実装することもできます。

Oracle8i  JavaVMが提供する CORBAに対するサポートにより、同期をとりながら要求に対
して応答を行う方法で通信を行うアプリケーションにとって理想的なプラットフォームが作
成されます。 Oracle8i  JVMは、次のような標準 CORBAサービスを提供しています。
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Oracleデータベースを使用した Javaアプリケーションの開発
� CORBA 2.0完全準拠の ORB

� Javaで CORBAアプリケーションを開発するための IDLコンパイラも含めた標準
CORBAツール

この項では、次の項目を説明します。

� Oracle8i の CORBA機能

� Enterprise JavaBeansの概要

Oracle8i のののの CORBA機能機能機能機能
前述の IIOP機能と ORB機能に加え、データベースには様々な追加の CORBA機能が統合さ
れています。

� トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション : Oracle8i  JavaVMは、埋込み JDBCドライバを使用した CORBA 
Object Transaction Service（OTS）の APIを提供しています。この APIは、OTS参照可
能トランザクションをサポートするために拡張されています。 この OTSは、JavaVM上
に実装されている CORBAサーバーにトランザクション・プロパティを提供します。

� ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ /ネーミングネーミングネーミングネーミング : JavaVMは、業界標準のディレクトリ・サービスである
LDAP（Lightweight Directory Access Protocol）に対して標準的な COSNamingインタ
フェースを提供しています。 したがって、この業界標準に準拠したディレクトリ・サー
ビスを使用して、データベースの CORBA ORBに登録されたサーバーの EJBコンポー
ネントにアクセスすることができます。 また、CosNaming/LDAP準拠のネーム・サー
ビスを統合し、分散コンポーネントの登録と検索を簡素化します。

�  オブジェクト・アダプタオブジェクト・アダプタオブジェクト・アダプタオブジェクト・アダプタ : Oracle8i は、永続 CORBAオブジェクトに対してオブジェク
ト・アダプタを提供しています。 このアダプタには 2つの重要な機能があります。 第 1
に、このアダプタはデータベース内に公開されている CORBAオブジェクトのディレク
トリとして動作します。第 2に、CORBAクライアントによる初期活性化の際、
CORBAオブジェクトの検索とロードに役立ちます。 オブジェクト・アダプタは、公開
されている CORBAオブジェクト名、パブリッシャのスキーマ名、および CORBAオブ
ジェクトを実装している Javaクラス名の 3種類の情報を持つ標準データベース表とし
て実装されています。 オブジェクト・アダプタはデータベース表であるため、拡張性と
高速アクセスのためにハッシュ索引付けされています。 オブジェクト・アダプタは、膨
大な数の CORBAオブジェクトと Enterprise JavaBeansをサポートするために、複数の
データベース・パーティションに分割することもできます。

� Java CORBAサービスサービスサービスサービス :  Oracle8i データベースは、Javaプログラマが CORBAサービス
を簡単に開発できるように、多数の機能を提供しています。 第 1に、IDLを必要としな
い Caffeine（Javaから IIOPへの直接マッピング）をサポートしています。 第 2に、値
と拡張可能な構造体で標準オブジェクトをサポートしているため、Javaプログラマに
とって非常に便利な機能を提供します。 最後に、アプリケーション開発を簡素化するた
めの Java2IIOP、IDL2Javaおよび Java2IDLも含めた多数のツールを提供していま
す。 
5-8　Oracle8i Integration Server概要



Oracleデータベースを使用した Javaアプリケーションの開発
� セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ : データベース内の CORBAサービスは、Enterprise JavaBeans実行環境と
同様に、次の 3つの厳重なセキュリティ・レイヤーによる高度なセキュリティ環境で実
行されます。つまり、SSLから IIOPまでの暗号化、従来のデータベース・ユーザー名
とパスワードを使用した認証、およびロールと権限を使用したアクセス管理です。

Oracle8i  JavaVMは、Enterprise JavaBeansコンポーネント・モデルおよび多数の標準 EJB
サーバーもサポートしています。

Enterprise JavaBeansの概要の概要の概要の概要
Enterprise JavaBeans（EJB）は、明確に指定されたインタフェースを使用したコンポーネン
トとして定義された比較的荒削りな一連の Javaアプリケーション・ロジックであり、EJBト
ランザクション・サーバーが提供するホスト・システム・インフラストラクチャで効果的に
実行できます。 EJBは、特異な Javaクラスではありませんが、ホスティング・サーバーが指
定する一連の制約に従う必要があります。 EJBコンポーネント・モデルは、サーバー側のビ
ジネス論理に関する便利で生産性の高いコンポーネント・モデルを Javaアプリケーション・
プログラマに提供し、次の重要な方法によってアプリケーション・コードの再利用と複数層
アプリケーションの開発を容易にします。 

外部インタフェース定義言語（外部インタフェース定義言語（外部インタフェース定義言語（外部インタフェース定義言語（Interface Definition Language: IDL）不要）不要）不要）不要 : EJBでは、高レ
ベルのインフラストラクチャとプログラミング・インタフェースが定義されているため、
CORBAや D/COMなどの外部 IDLの知識がなくても、アプリケーション開発者はコンポー
ネント・モデルを Javaで完全に指定できます。

システム・レベルのプログラミング不要システム・レベルのプログラミング不要システム・レベルのプログラミング不要システム・レベルのプログラミング不要 : EJBはトランザクション・サーバーの概念に基づ
いて設計されています。つまり、拡張性、ロード・バランシング、接続プーリング、フェイ
ルオーバーおよびトランザクションなどのシステム・レベルのインフラストラクチャとサー
ビスが提供されます。 これにより、アプリケーション・プログラマは低レベルのシステム・
ソフトウェアとの関わりから解放されます。 トランザクション・サーバーがトランザクショ
ンと状態の管理を引き受けるため、結果として、プログラマは EJBコンポーネントのトラン
ザクション動作を宣言的に指定できます。

実行環境の多様性実行環境の多様性実行環境の多様性実行環境の多様性 : EJBの仕様は、EJBコンポーネントを多様なホスト環境に配置して実行
できるように設計されているため、TPモニター、アプリケーション・サーバーおよびデー
タベースを含めた EJBトランザクション・サーバーとして動作します。 Oracleは、Oracle8i 
と Oracle Application Serverを統合した JavaVM上の EJBコンポーネントに対して一貫した
モデルを提供し、2つの環境間における共通サービス・セットの共有を提供します。 

通信インフラストラクチャの多様性通信インフラストラクチャの多様性通信インフラストラクチャの多様性通信インフラストラクチャの多様性 : EJBは、クライアント、中間層およびデータベース間
で使用される特定の通信インフラストラクチャから Java開発者を解放するために設計され
ています。 特に、EJBによって、Java開発者はアプリケーションを EJBコンポーネントとし
て設計および実装できます。この EJBコンポーネントは、CORBA/IIOP、DCOMおよび
Java自体のリモート・メソッド起動（Remote Method Invocation: RMI）プロトコルを含め
た多様な通信インフラストラクチャに移植できます。 EJBアプリケーションは基礎となるイ

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i CORBA開発者ガイド』
同期アプリケーションの統合 5-9



Oracle8i  JavaVMでの Javaサポート : アーキテクチャの概要
ンフラストラクチャと 1方向で互換性があります。 Oracleは、通信インフラストラクチャと
して CORBA/IIOPに対するサポートを選択しました。

生産性生産性生産性生産性 : EJBは、サーバー側 Javaコンポーネントのトランザクションとセキュリティのプロ
パティをプログラム的でなく宣言的に指定する方法を提供しています。 Javaツールは、
JDeveloperも含めて、Java開発者が EJB指定のインタフェースを直接サポートできるよう
に設計されており、ビジネス論理を獲得するサーバー側 EJBコンポーネントを Thinクライ
アントと組み合せるための生産性の高い環境をユーザーに提供しています。 

代替のオープン・システム代替のオープン・システム代替のオープン・システム代替のオープン・システム : Microsoftトランザクション・サーバー内で実行される Visual 
Basicコンポーネントとは対照的に、Oracle8i の Enterprise JavaBeans機能は、2つの重要な
利点を提供します。つまり、Javaベースのビジネス・オブジェクト・ロジックをサポートす
る非パラレル・データ管理機能と、顧客を専有的なベンダー固有のソリューションに拘束し
ないオープンで移植可能なアプリケーション・ソリューションの両方を提供する統合サー
バーです。

Oracle8i  JavaVMでのでのでのでの Javaサポートサポートサポートサポート : アーキテクチャの概要アーキテクチャの概要アーキテクチャの概要アーキテクチャの概要
Oracle8i データベースは、データベースを生産性と拡張性の高い EJBトランザクション・
サーバーにするための多数の機能を提供しています。 アーキテクチャ的には、図のように異
なるコンポーネントを統合しています

図図図図 5-3 Oracle8i 分散オブジェクトのアーキテクチャ分散オブジェクトのアーキテクチャ分散オブジェクトのアーキテクチャ分散オブジェクトのアーキテクチャ
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この項では、次の項目を説明します。

� セッション管理機能

� Enterprise JavaBeansサービス

セッション管理機能セッション管理機能セッション管理機能セッション管理機能
サーバーのセッション管理機能は、IIOP起動の低レベルでの登録をサポートし、セッション
に対する IIOP要求のデータ依存ルーティングを提供し、関連リソースを解放します。 これら
の機能は、次のコンポーネントを含めたデータベースのマルチスレッド・サーバー・プラッ
トフォームの異なるコンポーネントによって提供されます。

� IIOPリスナーリスナーリスナーリスナー : このリスナーは、Oracle8i データベースの 1コンポーネントで、データ
ベースが回線から受信したメッセージにアクセスして変換します。 リスナーは、デコー
ドされたメッセージに基づき、必要に応じてデータベースのディスパッチャを起動しま
す。 Oracle8i リスナーは、標準 CORBA/IIOPバインド・プロトコルをサポートするた
めに拡張されており、ユーザーは IIOPを使用してデータベースのコールインとコール
アウトを行うことができます。

� IIOPディスパッチャディスパッチャディスパッチャディスパッチャ :  このディスパッチャは、データベース内のタスクとセッション
をスケジュールするためのデータベース・コンポーネントです。 Oracle8i では、IIOP
ベースのメソッド起動をサポートするためにディスパッチャが拡張されています。 処理
とディスパッチを行うために、ディスパッチャはこれらのメッセージを順番に CORBA 
2.0 ORBに送信します。 

� CORBA 2.0 ORB統合統合統合統合 : ディスパッチャが ORBを起動すると、その ORBはコールされた
IIOPメソッドを整理し、起動が実行される適切な EJBコンポーネント（ORBに登録さ
れている）を識別してから、メッセージを JavaVMにディスパッチします。 データベー
スの EJBコンポーネントは、ORBインフラストラクチャを使用して、他の分散コン
ポーネント、つまり、他の EJBサーバーの CORBAコンポーネントまたは EJBのいずれ
かをコールアウトすることもできます。 

� マルチスレッド・サーバー・プラットフォームマルチスレッド・サーバー・プラットフォームマルチスレッド・サーバー・プラットフォームマルチスレッド・サーバー・プラットフォーム : Oracle8i JavaVMは、マルチスレッド・
サーバーが提供する独自の機能セットを活用します。このセットには、拡張性のある
EJBサーバーにするための、ロード・バランシング、フェイルオーバー、データ依存
ルーティング、接続プーリングおよび共有メモリー管理が含まれています。

� JavaVM実行プラットフォーム実行プラットフォーム実行プラットフォーム実行プラットフォーム : Oracle8i JavaVMには、EJBコンポーネントに必要な実
行環境が用意されています。 これらのコンポーネントは、標準 Javaアプリケーション・
プログラムであるため、この章で前述した VMのパフォーマンスと拡張性に関する最適
化の内容をすべて活用できます。 

� 永続的な状態へのアクセス永続的な状態へのアクセス永続的な状態へのアクセス永続的な状態へのアクセス : データ・サーバー内の EJBコンポーネントは、そのコン
ポーネントの永続的な状態にアクセスします。この状態とは、JDBCドライバまたは
サーバー内に統合されている SQLJトランスレータを通じ、トランザクションの境界を
越えて存続している状態を指します。 永続的な状態は、リレーショナル表またはオブ
ジェクト・リレーショナル表として格納できます。
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Enterprise JavaBeansサービスサービスサービスサービス
複数層の環境全体にわたる透過的な相互運用性を実現するために、Enterprise JavaBeansは、
ネットワーク・コンピューティング・サービスの共通セットを活用します。 重要なサービス
は、次のとおりです。

� トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション : Oracle8i JavaVMは、埋込み JDBCドライバを使用する Java 
Transaction Service（JTS）APIを提供しています。このドライバは、JTS参照可能トラ
ンザクションをサポートするように拡張されています。 JTSは、JavaVM上の EJBコン
ポーネントにトランザクション・プロパティを提供します。

� ディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミング : Oracle8i JavaVMは、業界標準の LDAPに対応するディレク
トリ・サービスに JNDI（Java Naming and Directory Interface）インタフェースを提供
しています。 サーバーの EJBコンポーネントはディレクトリ・サービスに配置され、そ
こから JNDIを使用してアクセスすることができます。 

� セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ : Oracle8i データベースは、セキュア IIOPと Secure Sockets Layer（SSL）
機密機能を含めた各種のセキュリティ・メカニズムを採用しています。このメカニズム
は、Netscape 4.0ブラウザで現在使用され、イントラネットとインターネットにおける
デフォルト規格です。

� Net8接続マネージャ接続マネージャ接続マネージャ接続マネージャ : 接続マネージャは、Net8接続に加え、多重 IIOP接続まで拡張さ
れています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i CORBA開発者ガイド』
5-12　Oracle8i Integration Server概要



データ・レプリケーションとゲートウェ
6

データ・レプリケーションとゲートウェイデータ・レプリケーションとゲートウェイデータ・レプリケーションとゲートウェイデータ・レプリケーションとゲートウェイ

分散データベース・システムにおける Oracle Replicationとは、個別の Oracleデータベース
にある同じデータの複数コピーを保持するプロセスです。 レプリケーションは、あるロケー
ションのデータに対して行われた変更を、各リモート・ロケーションに転送して適用する前
に、取得して格納します。 各ロケーションのユーザーは、一貫して同じデータを参照します。 
標準的な分散データベース・システムのように、データに遠隔的にアクセスする必要はあり
ません。 この章には次の項目が含まれています。

� Oracle Replicationの概要

� Data Access Gateway

� Oracle Replicationと Oracle Gatewayの使用
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Oracle Replicationの概要
Oracle Replicationの概要の概要の概要の概要
レプリケーションは、分散データベース・システムを構成している複数のデータベースに、
表などのデータベース・オブジェクトをコピーして保持します。 Oracle Replicationは、
Oracleデータベース・サーバーに完全に統合された機能であり、別個のサーバーではありま
せん。 

レプリケーションでは、分散データベース・テクノロジを使用して複数のサイト間でデータ
を共有しますが、レプリケート・データベースと分散データベースは同じものではありませ
ん。 分散データベースでは、データを多数の場所で使用できますが、特定の表は 1箇所にの
み常駐しています。 

たとえば、DB1、DB2および DB3データベースを含んだ分散データベース・システムで、
emp表は DB1データベースにのみ常駐しています。 レプリケーションの目的は、同一のデー
タを複数の場所で使用可能にすることにあります。 たとえば、emp表を DB1、DB2および
DB3で使用可能にすることができます。

この項では、次の項目を説明します。

� レプリケーションの利点

� レプリケーションの使用

� レプリケーションのタイプ 

レプリケーションの利点レプリケーションの利点レプリケーションの利点レプリケーションの利点
一般的に、レプリケーションは次のような目的で使用されます。 

� 可用性可用性可用性可用性 : レプリケーションにより、データ・アクセスの代替手段が提供されるため、ア
プリケーションの可用性が改善されます。 あるサイトが使用不能になった場合、ユー
ザーは引き続き残りのロケーションを問い合せたり、更新することができます。 つまり、
レプリケーションは優れたフェイルオーバー保護機能を提供します。 

� パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス : レプリケーションにより、複数のサイト間でアクティビティが均衡化
されるため、共有データへの高速なローカル・アクセスが可能になります。 ユーザーが
特定のサーバーにアクセスしている間に、他のユーザーは他のサーバーにアクセスでき
るため、すべてのサーバーの負荷が削減されます。 また、ユーザーはアクセス・コスト
が最も低いレプリケーション・サイト（通常、地理的に最も近距離にあるサイト）から
データにアクセスできます 

� モバイル・コンピューティングモバイル・コンピューティングモバイル・コンピューティングモバイル・コンピューティング : スナップショットは、ある時点における、ターゲッ
ト・マスター表の完全なまたは部分的なコピー（レプリカ）です。 スナップショットに
よって、ユーザーは中央のデータベース・サーバーに接続していない間、そのデータ
ベースのサブセットで作業できます。 後で接続が確立されたとき、必要に応じてスナッ
プショットを同期化（リフレッシュ）できます。 ユーザーがスナップショットをリフリフリフリフ
レッシュレッシュレッシュレッシュすると、そのユーザーが行ったすべての変更内容と切断中に発生した変更内容
に基づいて中央のデータベースが更新されます。 
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� ネットワーク負荷の削減ネットワーク負荷の削減ネットワーク負荷の削減ネットワーク負荷の削減 : レプリケーションを使用すると、データを複数の地域に分散
できます。 アプリケーションは単一の中央サーバーにアクセスしないで、各地域のサー
バーにアクセスします。 この構成によって、ネットワーク負荷が大幅に削減されます。 

� 大量配布大量配布大量配布大量配布 : 組織では、データの使用と操作が必要なアプリケーションを大量に配布する
必要性がますます高まっています。Oracle Replicationでは、配置テンプレートによっ
て複数のスナップショット環境を迅速に作成できます。 変数を使用すると、各スナップ
ショット環境を個々のニーズにあわせてカスタマイズできます。 たとえば、営業活動の
自動化に配置テンプレートを使用できます。この場合、テンプレートには、各営業地域
と営業担当に関する変数が含まれます。

レプリケーションは、異なる場所にあるシステム間でデータを同期化するには理想的で、
データに遠隔的にアクセスすることなく、各データの表示の一貫性を保持できます。

レプリケーションの使用レプリケーションの使用レプリケーションの使用レプリケーションの使用
レプリケーションでは、論理的に関連しているオブジェクトをレプリケーション・グループレプリケーション・グループレプリケーション・グループレプリケーション・グループ
に編成し、表の他に、ビュー、データベース・トリガー、パッケージ、索引およびシノニム
など、その他のサポート・オブジェクトをレプリケートできます。 レプリケーション・オブ
ジェクトは、分散データベース・システムにおける複数サーバー上に存在するデータベー
ス・オブジェクトです。 レプリケーション環境では、あるサイトでレプリケーション・オブ
ジェクトが更新されると、その更新内容は他すべてのサイトにあるコピーに適用されます。 
レプリケーションは、次の場合に使用します。

� データとスキーマに対する変更を 1つのマスター・グループから多数のスナップショッ
ト・グループにレプリケートする場合

� データとスキーマに対する変更を 2つ以上のマスター・グループにレプリケートする場
合

� データに対する変更を 1つのスナップショット・グループからマスター・グループにレ
プリケートして戻す場合

� データの読取り専用マテリアライズド・ビューを別のデータベース上に作成する場合

� マスター・グループ間での更新内容の差異を事前に作成した方法で自動的に解決する場
合

� データセットのコピーを更新するために、レプリカ・プロシージャの実行をレプリケー
トして同期化する場合

特定のレプリケーション機能を選択し、レプリケーションが同時に発生するように設定する
ことによって、トランザクションの整合性を確認できます。 （非同期レプリケーションが標
準です。） レプリケーションには、レプリケーション・カタログレプリケーション・カタログレプリケーション・カタログレプリケーション・カタログと呼ばれるレプリケーション
自体のデータ・ディクショナリ表とビューのセットがあります。 レプリケーション管理 API
は、複数の PL/SQLパッケージで構成されており、レプリケーション・オブジェクトを管理
するために使用することができます。 
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レプリケーションのタイプレプリケーションのタイプレプリケーションのタイプレプリケーションのタイプ
Oracleデータベースは、3つのタイプのレプリケーションをサポートしています。

� マルチマスター

� スナップショット

� ハイブリッド構成

マルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーション
マルチマスター・レプリケーション（Peer-to-Peerまたは N-Wayレプリケーションとも呼
ばれます）では、同等のピアとして機能する複数のサイトが、レプリケートされたデータ
ベース・オブジェクトのグループを管理できます。 マルチマスター・レプリケーション環境
では、各サイトがマスター・サイトマスター・サイトマスター・サイトマスター・サイトです。 

アプリケーションは、マルチマスター構成内の任意のサイトにあるレプリケート表を更新で
きます。 マルチマスター環境でマスター・サイトとして稼働している Oracleデータベース・
サーバーは、表レプリカのすべてのデータを自動的に集めることによって、グローバルなト
ランザクションの一貫性とデータの整合性を保証します。 

スナップショット・レプリケーションスナップショット・レプリケーションスナップショット・レプリケーションスナップショット・レプリケーション
スナップショットには、ある時点における、ターゲット・マスター表の完全なまたは部分的
なコピーが含まれています。 スナップショットは、読取り専用または更新可能の場合があり
ます。 すべてのスナップショットには、次の利点があります。 

� ローカル・アクセスを可能にし、応答時間と可用性を改善します。

� ローカル・スナップショットを問合せできるため、マスター・サイトからの問合せ負荷
を軽減します。

� ターゲット・マスター表のデータ・セットのうち、選択したサブセットのみをレプリ
ケートできるため、データ・セキュリティが向上します。

ハイブリッド構成ハイブリッド構成ハイブリッド構成ハイブリッド構成
マルチマスター・レプリケーションとスナップショットをハイブリッド（複合）構成で組み
合せると、様々なアプリケーションの要件を満たすことができます。 複合構成複合構成複合構成複合構成では、任意の
数のマスター・サイト、および各マスターに複数のスナップショット・サイトを指定できま
す。 

たとえば、2つのマスター間にあるマルチマスター（または N-Way）レプリケーションは、
2つの地域をサポートするデータベース間にある全表レプリケーションをサポートできます。 
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マスターに対してスナップショットを定義して、表全体または表のサブセットを各地域内の
サイトにレプリケートすることができます。 

Data Access Gateway
オラクル社は、Oracle以外の製品およびテクノロジとの通信を容易にするために多くの製品
を提供しています。 これらの製品は、Data Access Gatewayの下でグループ化され、Oracle 
Transparent Gateway、Oracle Procedural Gatewayおよび Oracle Access Managerの 3つの
大きなカテゴリに分類されます。 Oracle Transparent Gatewayと Oracle Procedural Gateway
では、Oracle環境から Oracle以外のテクノロジにアクセスできます。Oracle Access 
Managerでは、Oracle以外の環境から Oracleテクノロジにアクセスできます。

この項では、次の項目を説明します。

� Oracle Transparent Gateway

� Oracle Procedural Gateway

� Oracle Procedural Gateway for APPC

� Oracle Access Manager

� 相互運用性

Oracle Transparent Gateway
Oracle Transparent Gatewayは、トランザクション SQLを使用して、DB2や IMS、
DB2/400などの Oracle以外のデータ・ストアに対するアクセスをアプリケーションに提供
します。

Oracle Transparent Gatewayには、次の機能があります。

� データが単一のローカル・リレーショナル・データベースに存在しているかのような
データへのアクセス

� データへの動的な SQLアクセス

� 単一の SQL文で、異なるソースの表を結合する機能

OTGは、DRDAと EDA/SQL用の 2つの主要な IBM指向の Transparent Gateway、ODBC
用の Transparent Gateway、Sybase、Infomix、Ingres、Microsoft SQL Server、HP 
IMAGESQL、Digital RMSおよび Rdb用の Transparent Gatewayを提供しています。

Oracle Transparent Gateway for IBM DRDAは、IBM DRDAアーキテクチャの Oracle実装
版です。 これにより、DB2 OS/390、SQL/DS、DB2/400および DB2/UDBを含めた DRDA

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i 概要』
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Data Access Gateway
サーバー・データベースへの読込みと書込みのアクセスが Oracle Applications に提供されま
す。 

OS/390上で実行される Oracle Transparent Gateway for EDA/SQLによって、VSAM、
IMS、ISAM、Teradata、ADABASおよび DB2を含めた Oracle以外の大半のデータベース
とファイル・システムに対するアクセスが可能となります。

Oracle Procedural Gateway
Oracle Procedural Gatewayは、Oracleトランザクションのコンテキスト内からOracle以外
のトランザクションへのプログラム的なアクセスを提供します。 これらのゲートウェイは
IBM指向で、Procedural Gateway for APPCと Procedural Gateway for MQSeriesの 2つの
タイプに分類されます。

Procedural Gateway for MQSeriesはメッセージ指向のため、第 7章「アドバンスト・
キューイング」で説明します。

Oracle Procedural Gateway for APPC
Oracle Procedural Gateway for APPCは、ネイティブな IBM APPC / LU6.2メカニズムを使
用し、IBM CICSや IBM IMS/TM、CA-IDMS/DCなどのトランザクション・モニターを介
してメインフレーム・トランザクションを実行します。 

これらのトランザクションは、次のような各種データベースとファイル・システムにアクセ
スします。

� IMS

� DB2

� VSAM

� CA-IDMS/DB

� ADABAS

� Model 204

Oracle Procedural Gateway for APPCには、次の機能があります。

� Oracleと Oracle以外のアプリケーション間で、トランザクションを共有できます。

� 単一の UNIXベース・テクノロジで、複数のトランザクション・モニターと複数のオペ
レーティング・システムをサポートできます。

� MVS: CICS、IMS/TM、CA-IDMS/DCおよび APPC/MVS

� CICS/VM

� DOS/VSE: CICS

� AS/400: CICS/400
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Oracle Access Manager
Oracle Transparent Gatewayと Oracle Access Managerを組み合せて使用すると、メインフ
レーム・アプリケーションから任意のデータ・ストアに実質的にアクセスできます。 Oracle 
Access Managerでは、既存の OS/390と AS/400アプリケーションを使用します。これは、
Oracle Serverのデータへのアクセスを SQLを介してこれらのアプリケーションに提供する
ことによって行われます。Access Manager for AS/400によって、RPG、COBOLおよび C
で記述された AS/400アプリケーションは、Oracleに格納されているデータにアクセスでき
ます。 

Oracle Access Manager for CICSおよび Oracle Access Manager for IMS/TMは、Oracle for 
MVS Client Solutionの一部で、TSO、バッチ、CICSおよび IMS/TMプログラムから
Oracleのデータにアクセスできます。

� TSOセッションを開始して、エンタープライズの各所にある Oracleデータベース・サー
バーに直接対話形式でアクセスできます。

� バッチ・プロセスがリモートの Oracle Serverを直接更新するため、複雑なファイル転送
メカニズムの設定は不要です。

� CICSと IMS/TMトランザクションは、Oracleデータベースとその他のリカバリ可能な
リソースを更新します。 トランザクションは、SYNCPOINT処理を使用した 2フェー
ズ・コミットで保護されています。

Oracle Replicationとととと Oracle Gatewayの使用の使用の使用の使用
初期のアプリケーション統合方法は、データ・レベルでの統合データ・レベルでの統合データ・レベルでの統合データ・レベルでの統合によって、異なるアプリケー
ションにあるデータの複数コピーを保持し、それらのコピーを定期的に同期化する方法でし
た。 統合に関する要件が基本的な場合、データ・レベルでの統合は、単純でコスト的にも有
効で、管理が容易なソリューションを提供します。

データ・レベルでの統合を効率的に採用しているソリューションのすべてまたは大半には、
次のような特徴があります。

� すべてのアプリケーションとデータは、単一の組織によって所有され管理されていま
す。

� アプリケーション・インスタンスの数は、比較的小規模です（20未満）。

� アプリケーションは、ほとんどリレーショナル・テクノロジに基づいています。

� アプリケーションは、ほとんど Oracleデータベースに基づいています。

� データ構造（顧客 /アカウント /トランザクション表）は、すべてのアプリケーション
で広範囲にわたって類似しています。

� 各データ項目は、1つのアプリケーションのみで作成され、変更されます。

� データ変更アクセスに対する読込みアクセス率は、相対的に高い割合です。
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� 拡張リアルタイムまたはリアルタイムに近いデータの同期化を必要としません。

� アーキテクチャと統合されるアプリケーションは、頻繁に変更されません。

この統合スタイルを使用する典型的なソリューションは、次のとおりです。

� 低い頻度でバックエンド・システムと同期可能なモバイル・アプリケーション

� 中間層にキャッシュされる読取り専用データが必要なWebベースのアプリケーション

� OLTPアプリケーションへの分散が必要な、中央管理の値リスト参照データ

この統合レベルを提供するための最適な Oracle製品は、Oracle Replicationと Oracle Data 
Access Gatewayです。

Oracle Replicationでは、ジャーナル・ログジャーナル・ログジャーナル・ログジャーナル・ログを使用し、分散 Oracleデータベース全体にわ
たってデータの同期を非同期化できます。これは、表構造のマスター・コピーに対する変更
と低レベルでのデータ変更の両方を取得するために行われます。 ログは、表のスナップ
ショット・コピーに対する変更に適用されます。

Oracle Replicationは、基本的な機能を次のように拡張できる高度な機能を数多く含んだ完
成した製品です。

� 複数のマスター・コピーの管理と同期化

� データ変更の競合の解決

� トランザクションの一部としての、データ変更のリアルタイム・レプリケーションの
提供

� レプリケート・ストアド・プロシージャの実行の同期化

Oracle Replicationは、データ・レベルの統合ソリューションにおける、Oracleデータベー
スに基づいたアプリケーション間の統合で中心的な存在です。

相互運用性相互運用性相互運用性相互運用性
オラクル社は、Oracleが制御するトランザクションで、他のデータベースとの透過的な統合
を可能にする透過的なゲートウェイを数多く提供しています。 Oracleにより管理されていな
いトランザクションの場合は、Oracle Access Managerを使用して、Oracleデータベース内
のデータが Oracleの制御外トランザクションによってアクセスされるようにします。
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7

Oracleアドバンスト・キューイングとアドバンスト・キューイングとアドバンスト・キューイングとアドバンスト・キューイングと JMS

この章には次の項目が含まれています。

� 各製品の簡単な説明

� 統合ソリューションへの製品の適用

� ビジネス・インテリジェンスとメッセージ・ウェアハウス

� ビジネス・インテリジェンス・ツール
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各製品の簡単な説明
 各製品の簡単な説明各製品の簡単な説明各製品の簡単な説明各製品の簡単な説明
この項では、Oracle Integration Serverに関係する各種 Oracle製品を説明します。 次の項目
が含まれています。

� アドバンスト・キューイング

� アドバンスト・キューイングのコンポーネント

� アドバンスト・キューイングの一般的な機能

� キュー操作開発のための 2つのコンテキスト

� Oracle Java Messaging Service（OJMS）

� Oracle Procedural Gateway for IBM MQSeries

� Oracle用の TIBアダプタ

アドバンスト・キューイングアドバンスト・キューイングアドバンスト・キューイングアドバンスト・キューイング
アドバンスト・キューイング（アドバンスト・キューイング : AQ）は、Oracle8i Enterprise 
Editionデータベース管理システムのデータベース統合メッセージ・キューイング・コン
ポーネントで、 アプリケーション内またはアプリケーション間でメッセージを送信するタス
クを簡素化するためのインフラストラクチャを提供します。 

機能的な特長は、次のとおりです。

� 蓄積転送機能

� 単純なメッセージ管理

� 障害時点までのリカバリ

� トランザクションの整合性

� データベース間における保証されたメッセージ送信

� メッセージ・マイニング

� メッセージの追跡

� メッセージをキューに配置したり、キューから削除するプログラミング・インタフェー
ス（API）の選択
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各製品の簡単な説明
アドバンスト・キューイングのコンポーネントアドバンスト・キューイングのコンポーネントアドバンスト・キューイングのコンポーネントアドバンスト・キューイングのコンポーネント
アドバンスト・キューイングには、各種のキー・コンポーネントがあります。

メッセージメッセージメッセージメッセージ
メッセージは、キューに挿入したり、キューから取り出す情報の最小単位です。 メッセージ
の構成は、次のとおりです。

� 制御情報（メタデータ）

� ペイロード（データ）

制御情報とは、AQがメッセージの管理に使用するメッセージ・プロパティを示します。 ペ
イロード・データとは、キューに格納されている情報で、Oracle AQに対しては透過的な情
報です。 1つのメッセージは、1つのキューにのみ常駐できます。 メッセージはエンキュー・エンキュー・エンキュー・エンキュー・
コールコールコールコールで作成され、デキュー・コールデキュー・コールデキュー・コールデキュー・コールで使用されます。 

キューキューキューキュー
キューキューキューキューは、メッセージに対するリポジトリです。 キューには 2種類のタイプがあります。 通
常のキューとしても知られているユーザー・キューユーザー・キューユーザー・キューユーザー・キューと例外キュー例外キュー例外キュー例外キューです。 ユーザー・キューは
通常のメッセージ処理用です。 取り出して処理することが不可能なメッセージは、例外
キューに転送されます。 キューの作成、変更、開始、停止および削除には、Oracle AQ管理
インタフェースを使用します。 

キュー表キュー表キュー表キュー表
キューはキュー表に格納されています。 各キュー表キュー表キュー表キュー表はデータベース表で、1つ以上のキュー
が含まれています。 各キュー表には、デフォルトの例外キューが含まれています。 

エージェントエージェントエージェントエージェント
エージェントエージェントエージェントエージェントはキューの使用者です。 エージェントは、エンド・ユーザーまたはアプリケー
ションである可能性があり、2種類のタイプがあります。 

� キューにメッセージを配置する生成側の問合せサーバー（エンキュー）

� メッセージを取り出すコンシューマ（デキュー）

所定の時間にキューにアクセスできる生成側の問合せサーバーとコンシューマに数の制限は
ありません。 エージェントは、Oracle AQ操作インタフェースを使用して、キューにメッ
セージを挿入し、キューからメッセージを取り出します。 

エージェントは、名前、アドレスおよびプロトコルによって識別されます。 

� エージェントの名前は、アプリケーションの名前またはアプリケーションによって割り
当てられた名前である場合があります。 キュー自体がエージェントとなり、別のキュー
からエンキューまたはデキューする場合があります。 
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各製品の簡単な説明
� アドレスフィールドは、1024バイトまでの文字フィールドで、プロトコルのコンテキス
ト内で解析されます。 たとえば、プロトコルのデフォルト値である 0（ゼロ）は、デー
タベース・リンクのアドレスを示します。 この場合、このプロトコルに対するアドレス
は次の形式です。

 queue_name@dblink 

queue_name部分は [schema.]queue のフォームで、dblink部分には完全修飾された
データベース名またはドメイン名なしのデータベース・リンク名のいずれかを指定できま
す。 

受信者受信者受信者受信者
メッセージの受信者は、その名前のみで指定できます。この場合、その受信者はメッセージ
がエンキューされたキューから、メッセージをデキューする必要があります。 受信者は、名
前とプロトコル値 0（ゼロ）のアドレスで指定できます。このアドレスは、同一のデータ
ベース内、または（データベース・リンクが識別する）別の Oracle8i データベース内の別の
キューの名前にする必要があります。別のデータベースの場合は、メッセージが指定の
キューに伝播され、指定された名前でコンシューマがデキューできます。 受信者の名前が
NULLの場合、そのメッセージはアドレスで指定したキューに伝播され、アドレスで指定し
たキューのサブスクライバがデキューできます。 プロトコル・フィールドが 0（ゼロ）以外
の場合、名前とアドレスフィールドは、システムで解釈されず、メッセージは特殊なコン
シューマがデキューできます。 

受信者とサブスクリプション・リスト受信者とサブスクリプション・リスト受信者とサブスクリプション・リスト受信者とサブスクリプション・リスト
1つのメッセージを複数のコンシューマが使用するように設計できます。 これには、次の 2
つの方法があります。 

� エンキュー元は、メッセージを取り出せるコンシューマを、そのメッセージの受信者と
して明示的に指定できます。 受信者とは、名前、アドレスおよびプロトコルで識別され
るエージェントです。 

� キュー管理者は、キューからメッセージを取り出せる受信者のデフォルト・リストを指
定できます。 デフォルト・リストに指定されている受信者は、サブスクライバサブスクライバサブスクライバサブスクライバともいわ
れます。 受信者の指定がないままメッセージがエンキューされると、メッセージはその
キューのすべてのサブスクライバに暗黙的に送信されます。 

各キューは異なるサブスクライバを保有でき、同じ受信者を複数のキューに対するサブ
スクライバにすることができます。 さらに、キュー内の特定メッセージをそのキューに
対するサブスクライバでない可能性のある特定の受信者に送信できます。ここでは、サ
ブスクライバ・リストの上書きが行われます。 
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各製品の簡単な説明
ルールルールルールルール
ルールは、1つまたは複数のサブスクライバがメッセージをサブスクライブする際の対象を
定義するものです。この規格に合ったメッセージがサブスクライバに送られます。つまり、
ルールは、キューのメッセージから、サブスクライバが必要とするトピックのメッセージを
フィルタします。

ルールは、SQL問合せの WHERE句に類似した構文を使用し、ブール式（TRUEまたは
FALSEのいずれかに評価する式）として指定されます。 このブール式には、次の条件を含め
ることができます。 

� メッセージ・プロパティ（現在は、優先順位と相関識別子）

� ユーザー・データのプロパティ（オブジェクト・ペイロードのみ）

� ファンクション（SQL問合せのWHERE句で指定）

ルールベースのサブスクライバルールベースのサブスクライバルールベースのサブスクライバルールベースのサブスクライバ
ルールベースのサブスクライバには、デフォルトの受信者リストにそのサブスクライバに関
連付けられたルールがあります。 ルールベース・サブスクライバには、そのメッセージに対
応するルールが TRUEと評価された場合、受信者が明示的に指定されていないメッセージが
送信されます。 

キュー・モニターキュー・モニターキュー・モニターキュー・モニター
キュー・モニター（QMNn）は、キュー内のメッセージを監視するバックグラウンド・プロ
セスです。 キュー・モニターは、メッセージの遅延、期限切れおよび再試行の遅延を管理す
るメカニズムを提供します。 また、QMNnは、キュー表とその索引および索引構成表のガ
ベージ・コレクションも行います。 

最大 10個のキュー・モニターを同時に開始できます。 目的の数のキュー・モニターを開始す
るには、動的な init.oraパラメータ aq_tm_processesを設定します。 たとえば、メッ
セージが期限切れまたは処理準備完了にマークされている場合、キュー・モニターは 1分ご
と、または処理する作業があると開始されます。 

アドバンスト・キューイングの一般的な機能アドバンスト・キューイングの一般的な機能アドバンスト・キューイングの一般的な機能アドバンスト・キューイングの一般的な機能
AQは、Oracle8i データベース管理システム（DBMS）の強みを利用して、次の一般的な機
能を提供します。

SQLによるアクセスによるアクセスによるアクセスによるアクセス
メッセージはデータベース表の通常の行に配置されているため、標準 SQLを使用して問い
合せることができます。 このことは、SQLを使用することによって、メッセージのプロパ
ティ、メッセージ履歴およびペイロードにアクセスできることを意味します。 索引などの使
用可能なすべての SQLテクノロジは、メッセージへのアクセスを最適化するために利用で
きます。 
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各製品の簡単な説明
統合されたデータベース・レベルの操作サポート統合されたデータベース・レベルの操作サポート統合されたデータベース・レベルの操作サポート統合されたデータベース・レベルの操作サポート
リカバリ、再起動および Enterprise Managerなどの標準データベース機能がサポートされて
います。 Oracle AQのキューはデータベース表内に実装されているため、高可用性、拡張性
および信頼性などのすべての操作上の利点をキュー・データに適用することができます。 さ
らに、データベースの開発と管理ツールをキューで使用できます。 たとえば、キュー表をイ
ンポートおよびエクスポートできます。 

構造化ペイロード構造化ペイロード構造化ペイロード構造化ペイロード
ユーザーは、オブジェクト型を使用してメッセージ・ペイロードを構成し、管理できます。 
一般的に RDBMSには、メッセージ・システムに比較してはるかに豊富な型指定システムが
あります。 Oracle8i はオブジェクト・リレーショナル DBMSであるため、従来のリレーショ
ナル型とユーザー定義型の両方をサポートしています。 外部の型指定システムによって定義
された形式のコンテンツなど、これまでに厳密に型指定された結果、多数の強力な機能が使
用可能になりました。 次の機能があります。 

� コンテンツ・ベースのルーティングコンテンツ・ベースのルーティングコンテンツ・ベースのルーティングコンテンツ・ベースのルーティング : 外部エージェントは、コンテンツを検査し、その
コンテンツに基づいてメッセージを別のキューにルート変更できます。 

� コンテンツ・ベースのサブスクリプションコンテンツ・ベースのサブスクリプションコンテンツ・ベースのサブスクリプションコンテンツ・ベースのサブスクリプション : パブリッシュ・サブスクライブ・システム
は、メッセージ・システムの上部に形成され、サブスクリプションに基づいて内容を提
供します。 

� 問合せ問合せ問合せ問合せ : メッセージ・コンテンツの問合せを実行する機能で、メッセージ・ウェアハウ
スを使用可能にします。

保存とメッセージの履歴保存とメッセージの履歴保存とメッセージの履歴保存とメッセージの履歴
AQのユーザーは、使用後にメッセージを保存するように指定できます。 システム管理者は、
メッセージの保存期間を指定できます。 Oracle AQは、各メッセージの履歴に関する情報を
保存し、ローカルまたはリモートの受信者宛てメッセージに関する遅延、失効および保存に
ついてのキュー・プロパティとメッセージ・プロパティを保存します。 この情報には、
ENQUEUE/DEQUEUEの時間と各要求を実行したトランザクションの内容が記録されていま
す。 これにより、ユーザーは関連するメッセージの履歴を保持できます。 履歴は、追跡、
データ・ウェアハウスおよびデータのマイニング操作に使用できます。 

追跡とイベント・ジャーナル追跡とイベント・ジャーナル追跡とイベント・ジャーナル追跡とイベント・ジャーナル
保存されているメッセージは、相互に関連付けることができます。 たとえば、メッセージ m1
の使用結果としてメッセージ m2が生成された場合、m1は m2に関連付けられます。 これに
よって、ユーザーは関連付けられた一連のメッセージを追跡できます。 これらの一連のメッ
セージが、アプリケーションによって組み立てられることの多いイベント・ジャーナルとな
ります。 Oracle AQは、アプリケーションによってイベント・ジャーナルが自動的に作成さ
れるように設計されています。 
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各製品の簡単な説明
統合化トランザクション統合化トランザクション統合化トランザクション統合化トランザクション
制御情報とコンテンツ（データ・ペイロード）の統合は、アプリケーションの開発と管理を
簡素化します。 

キュー・レベルのアクセス制御キュー・レベルのアクセス制御キュー・レベルのアクセス制御キュー・レベルのアクセス制御
Oracle8i では、8.1形式のキューの所有者が、キューに対するキュー・レベルの権限を付与
したり、取り消すことができます。 DBAは、新しい AQシステム・レベルの権限を任意の
データベース・ユーザーに対して付与したり、取り消すことができます。 また、DBAは任意
のデータベース・ユーザーを AQ管理者にすることもできます。 

非永続キュー非永続キュー非永続キュー非永続キュー
AQは、非永続メッセージをサブスクライバに非同期で送信できます。 これらのメッセージ
はイベント・ドリブン方式で、システム（またはインスタンス）障害の発生後は存続しませ
ん。 AQは、共通 APIを使用して、永続メッセージと非永続メッセージをサポートします。 

パブリッシュ・サブスクライブのサポートパブリッシュ・サブスクライブのサポートパブリッシュ・サブスクライブのサポートパブリッシュ・サブスクライブのサポート
機能の組合せによって、アプリケーション間でのパブリッシュ・サブスクライブ・スタイル
のメッセージ処理が可能になります。 これらの機能には、ルールベース・サブスクライバ、
メッセージ伝播、リスニング機能および通知機能があります。 

キュー操作開発のためのキュー操作開発のためのキュー操作開発のためのキュー操作開発のための 2つのコンテキストつのコンテキストつのコンテキストつのコンテキスト
Oracle AQは、2つの開発コンテキストを提供しています。

� 3種類の異なるプログラム環境からアクセスできるネイティブ AQ

� DBMS_AQ/AQADM PL/SQLパッケージを使用した PL/SQLからのアクセス 

� Oracle Objects for OLE（OO4O）を使用した Visual Basicからのアクセス

� oracle.AQ Javaパッケージを使用した Javaからのアクセス 

� Javaメッセージ・サービス（JMS）

oracle.jms Javaパッケージを使用します。 この公開規格の実装によって、定義済みの
W3Cインタフェースが拡張されるため、JMSコンテキストで操作を行う開発者は、ネ
イティブ AQ内部で作業する場合と同じ方法を使用できます。 

包括的なグラフィカル・インタフェースは、データベース・リリース 8.1.7にある DBA管理
パックの一部である Enterprise Manager DBA Studio（スキーマ管理）を使用して、アドバ
ンスト・キューイング・オブジェクトの管理をサポートします。
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各製品の簡単な説明
Oracle Java Messaging Service（（（（OJMS））））

オラクル社は、標準 JMS APIではアクセスできない Oracleアドバンスト・キューイングの
機能を活用するために、JMS APIを拡張しています。 また、この拡張部分を JMS標準に組み
込むように、標準化機構に働きかけています。

標準 JMS APIから拡張した部分は、次のとおりです。

エージェントエージェントエージェントエージェント
標準 JMSの定義では、各メッセージが単一の受信者に送信されることを前提としています。 
AQは、複数の受信者へのメッセージ送信をメッセージのコピーなしに、記録、管理および
追跡できるため、OJMS APIでは複数エージェント複数エージェント複数エージェント複数エージェントの使用をサポートしています。

エージェントは、メッセージの受信者ごとにメッセージに関連付けられています。 このエー
ジェントは、名前、トランスポート・プロトコルおよび転送プロトコルに固有のアドレスを
持つオブジェクトです。

エージェント・モデルは、AQのパブリッシュ・サブスクライブ機能および AQとその他の
メッセージ処理テクノロジとの相互運用では特に重要です。

追加されたメッセージ管理プロパティ追加されたメッセージ管理プロパティ追加されたメッセージ管理プロパティ追加されたメッセージ管理プロパティ
標準 JMSメッセージ・プロパティ定義ではサポートされていない標準的な AQ機能を使用
するために、OJMSのメッセージ管理プロパティ・セットが拡張され、次の機能が組み込ま
れました。

� 遅延間隔遅延間隔遅延間隔遅延間隔 : メッセージの作成者は、指定した時間（遅延）が経過するまで、メッセージ
を使用不可に指定できます。 この機能を標準 JMSの期限切れ機能とともに使用すると、
メッセージの使用期間使用期間使用期間使用期間（全受信者が正常に収集できる期間）を定義できます。 この機能
は、記録が必要なイベントには特に役立ちます。

� 例外処理例外処理例外処理例外処理 : AQは、期限切れまたは指定した試行回数内で使用できないメッセージを自
動的に例外キューに移動します。 この例外処理プロパティによって例外キューを指定で
きます。この機能は標準 JMSの期限切れ機能の拡張です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� アドバンスト・キューイング機能の詳細とその使用方法の例は、
『Oracle8i アプリケーション開発者ガイド アドバンスト・キューイン
グ』を参照してください。

� 『Oracle8i PL/SQLパッケージ・プロシージャ リファレンス』

� 『Oracle8i Javaパッケージ・プロシージャ リファレンス』

� Oracle Objects for OLEのオンライン・ヘルプ
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追加されたメッセージ型追加されたメッセージ型追加されたメッセージ型追加されたメッセージ型
AQは、厳密な型指定のメッセージ・ペイロードをサポートするメッセージ処理テクノロジ
の中でも独自なもので、メッセージ・ペイロードがキューにある場合にも標準 SQLを使用
してアクセスでき、コンテンツ・ベースのルーティングをサポートします。 これを実現する
ために、AQでは Oracleオブジェクト型（ADTとしても知られています）を使用します。 
この機能をサポートするために、OJMSには ADTMessageと呼ばれるメッセージ型が追加さ
れています。

トランザクション的なセッショントランザクション的なセッショントランザクション的なセッショントランザクション的なセッション
AQメッセージは、Oracleデータベースの COMMITトランザクションのコンテキスト内で作
成できます。 同じトランザクションに、表の挿入や SAVEPOINTなどの SQL操作を含めるこ
とができます。このために、2フェーズ・コミットまたは XA準拠のコミットは不要です。

JMSのトランザクション化されたセッション機能は、この Oracle独自の機能をサポートす
るために拡張され、Oracleベースのアプリケーションと対話するアダプタの開発に役立って
います。

管理管理管理管理
JMS標準には管理オブジェクト管理オブジェクト管理オブジェクト管理オブジェクトの概念があります。 第 4章「基本的な統合の概念」には、
Oracle JMSの実装が詳述されています。  Oracle JMSの実装には、これらのオブジェクトを
作成および管理するための APIがあります。

セッション・インタフェースは、キュー表およびキューとトピックの作成、およびそのプロ
パティの変更など、管理機能をサポートするようになりました。

接続先インタフェースは、キューとトピックおよび接続先との間のメッセージの AQ伝播の
管理をサポートしています。 これは、ハードウェア構成、セキュリティ・モデルまたは永続
スキーマに使用されるハブ・アンド・スポーク・アーキテクチャにとって重要です。

制限事項制限事項制限事項制限事項
OJMSインタフェースの最初のリリース（データベース・リリース 8.1.6）には、標準外の方
法でサポートされている、またはされていない JMSの機能が少数あります。

� 一時キュー

� 非永続サブスクライバ

� JMSキューに対するメッセージ・フィルタ処理（AQシングル・コンシューマ・
キュー）。 ただし、OJMSの永続サブスクライバのフィルタ処理に対するサポートは、標
準 JMSの定義よりも実質的に豊富です。

� JNDIを使用した管理オブジェクトへのアクセス。 管理インタフェースに対する OJMSの
拡張版では、この機能を提供しています。 
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Oracle Procedural Gateway for IBM MQSeries
Oracle Procedural Gateway for IBM MQSeriesによって、Oracle ApplicationsでMQSeries
メッセージを直接作成したり、AQメッセージをMQSeriesメッセージに（またはその逆に）
変換することができます。 また、MQSeries構造体に Oracleオブジェクト型のマッピングを
定義したり、Oracleオブジェクト型および COBOL Copybook定義をインポートするために
使用できる、ビジュアル・ワークベンチと呼ばれるグラフィカル・インタフェースがありま
す。

SQL*Plus、PL/SQLパッケージ、Pro*Series言語などからアクセス可能なMQSeriesキュー
に対して透過的なトランザクション APIを提供する PL/SQLパッケージを生成して、構成
を完成します。

Oracle用の用の用の用の TIBアダプタアダプタアダプタアダプタ
TIBCO社は、AQメッセージを TIB/Rendezvousメッセージに（またはその反対に）変換す
るためのアダプタを販売しています。 この製品は、Oracleと共同で開発され、Oracle アドバ
ンスト・キューイングと TIB/Rendezvous（TIBrv）との間のコード不要な変換ソリュー
ションを提供します。 

このソフトウェアは、メッセージを AQから TIBrvに変換してから、TIBバスを介して移送
し、AQメッセージ・プロパティの損失なしに、再び AQに変換し直すように設計されてい
ます。 メッセージは、TIB/Rendezvous Certified Messagingと Oracleの同期コミット・モデ
ルのバージョンを使用してトランザクションごとに変換されます。

統合ソリューションへの製品の適用統合ソリューションへの製品の適用統合ソリューションへの製品の適用統合ソリューションへの製品の適用
この項では、次の製品を統合ソリューションにインタフェースする方法を検討します。 製品
は、次のとおりです。

� アドバンスト・キューイング

� OJMS

� Procedural Gateway for MQSeries

� 相互運用性

アドバンスト・キューイングアドバンスト・キューイングアドバンスト・キューイングアドバンスト・キューイング

ビジネス・イベントの統合ビジネス・イベントの統合ビジネス・イベントの統合ビジネス・イベントの統合
ビジネス・イベントに基づく統合ソリューションにおいて、AQのメッセージ・キューイン
グ機能はソリューションに対するバックボーンを提供し、以前のメッセージ処理テクノロジ
では不可能な、次のビジネス・イベント要件をサポートします。
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� 履歴の保持による受信者のメッセージ使用の追跡

� システム障害の際にリカバリ可能なメッセージとその履歴の永続的な記録

� 証明監査証跡を形成するための使用後メッセージと履歴の保存

� メッセージ・マイニング用メッセージへの単純問合せアクセス権の提供

� メッセージが保存される場合にも永続的に実行するアーキテクチャの提供

� 高度なルーティング・ルールの定義と適用

アドバンスト・キューイングは、Oracle8i データベースを使用してビジネス・イベントをサ
ポートし、メッセージ、トランザクションのサポートやリカバリ用のリポジトリを提供しま
す。 Oracle Integration Serverの大半の製品は、提供されている AQインタフェースを使用し
て直接アクセスできます。 これにより、ソリューションのバックボーンとしての AQの位置
付けが強化されます。

AQは、メッセージの作成時に、メッセージの受信者を決定および記録して履歴を保持しま
す。 受信者がメッセージを収集しようとするたびに、その試みが自動的に記録されます。 こ
れにより、各受信者によってメッセージが 1回のみ収集されること、およびメッセージの収
集時点を常に把握することが保証されます。

AQメッセージには、ヘッダー、ペイロードおよび履歴の 3つの主要なコンポーネントがあ
ります。 3つのコンポーネントはすべてデータベース内の一連の一般的なデータベース・オ
ブジェクトで構成されるキュー表に格納されています。 データベースが適切なバックアップ
とリカバリ・ルーチンで保護されている場合、メッセージはシステム障害の際に矛盾のない
状態にまでリカバリできます。

AQメッセージは、メッセージをアクセスしているユーザーによってメッセージ・ヘッダー、
ペイロードまたは履歴が直接変更されない APIを使用してアクセスされます。 この設計機能
と使用済メッセージの保存機能が組み合せると、監査証跡を作成できます。

AQはこの強力な機能を実装するために、高度なデータベース・オブジェクトのセットを使
用しますが、このセットには各キュー表に対するビューのセットも含まれているため、メッ
セージのヘッダー、ペイロードおよび履歴を SQLを使用して簡単に問い合せることができ
ます。

ペイロードの構造が単純なオブジェクト型で定義されている場合は、SQLで属性に直接アク
セスできます。 ただし、CLOBを含む汎用的なオブジェクト型を使用してペイロードを XML
フォーマットなどで格納する場合は、問い合せる前に、文字列をより厳密な型指定の構造に
変換する必要があります。

前述のように、AQは一連の一般的なデータベース・オブジェクトを使用して、キュー表の
論理的な構造体を実装します。 このオブジェクト・セットは、保存されている使用済みメッ
セージが他のメッセージの作成またはコレクションに悪影響を与えないように開発されまし
た。

事前定義ルールに従ってメッセージの受信者を判断する機能は、アドバンスト・キューイン
グで包括的にサポートされています。
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マルチ・コンシューマ・キューは、永続サブスクライバにパブリッシュ・サブスクライブ・
ルーティングを提供します。

� サブジェクト・ベースのルーティング（第 4章「基本的な統合の概念」）は、各サブジェ
クトに対するキューと、そのキューに対する受信者のサブスクリプション・リストを定
義することによって提供されます。

� コンテンツ・ベースのルーティング（第 4章「基本的な統合の概念」）は、サブスクリプ
ション・リストのサブスクリプション・ルールの使用によって、オブジェクト型ペイ
ロードでキューに提供されます。 サブスクリプション・ルールには、定数値
tab.user_dataを使用して属性名に接頭辞を付け、ペイロードへの参照を含めること
ができます。

� ルールベースのルーティング（第 4章「基本的な統合の概念」）は、ルールに副問合せを
指定して実現できます。

伝播を使用して、次のシナリオのようにパブリッシュ・サブスクライブ・コンテキスト内の
受信者のグループに、メッセージをルート変更することもできます。

1. 受信者は、キュー RedCarsにサブスクライブして、赤い車に関するメッセージを受信
します。

2. キュー RedCarsは、tab.user_data.color = REDのルールでキュー SportsCars
にサブスクライブします。

3. パブリッシャは、キュー SportsCarsにメッセージを作成します。

4. 色を REDに設定する属性が車にある場合、キュー RedCarsはメッセージの受信者とし
て記録されます。

5. AQは、キュー RedCarsにメッセージを伝播し、サブスクリプション・リストの全受
信者を伝播するメッセージの受信者として記録します。

サブスクライバに永続性であっても、変更が頻繁（毎日またはそれ以上に頻繁）なときは、
アドバンスト・キューイングはルーティングに対する最も適切なメカニズムです。

サブスクリプションが静的で、ルーティングのルールが複雑な場合は、ワークフロー（第 10
章「Oracle Workflow」）がソリューションの開発にとって効率のよい選択肢を提供します。

データの統合データの統合データの統合データの統合
Oracle Replicationに必要な機能がない場合は、アドバンスト・キューイングのテクノロジ
を使用して、事前定義済みレプリケーション環境を開発します。

2種類の方法で実行できます。

� データベース表の行、または接続先データベースにメッセージを転送するための伝播を
変更するときに、データベース・トリガーを定義して AQメッセージを作成します。 接

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 4章「基本的な統合の概念」
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続先データベースのキューにメッセージがあるときは、そのメッセージを削除して、表
のコピーに適用できます。

� 非永続キューを使用して、DMLと DDL変更をデータベース・イベントとして獲得しま
す。 この場合、メッセージは OCIを使用して処理する必要があります。

AQを使用したユーザー独自のレプリケーション・ソフトウェアの開発には、レプリケー
ションの問題に関する特別な理解、および事前定義済みソフトウェアのメンテナンスとアッ
プグレードに対するコミットメントが必要です。

OJMS
ソリューションのプログラム可能な部分に開発言語として Javaを使用する場合、および
メッセージ処理テクノロジを使用して通信するための標準として JMSを使用する場合、
OJMSは、アドバンスト・キューイングに対する効果的な APIを提供します。

B2B指向のソリューションでは、オブジェクト型ペイロード、トランザクション化された
セッションおよびエージェント・モデルなどの JMS標準に含まれている機能に加えて、AQ
機能を使用できます。 JMS標準に対する OJMS拡張機能によって、これらの特別な AQの機
能が使用できるようになります。 これらの機能を使用すると、OJMSは Oracle Message 
Brokerの JMS実装に対する優れた代替を提供します。

Procedural Gateway for MQSeries
Procedural Gateway for MQSeriesは、Oracleが提供しているその他のメッセージ処理テク
ノロジへの唯一のゲートウェイです。

これはMQSeriesとアドバンスト・キューイングの間でメッセージを送信するために使用し
ます。 現在のフォームでは、MQSeriesデキュー・パッケージまたは AQエンキュー APIを
コールするために、簡単な PL/SQLブリッジ・プロシージャを開発する必要があります。 こ
のゲートウェイは、単純なペイロードの変換のみをサポートし、コレクションまたは LOB
はサポートしません。

単一のキュー・ブリッジ全体のメッセージ・スループットは、システムの仕様とメッセー
ジ・サイズによって変化します。 毎秒数百件のメッセージが予想される場合は、
Procedural Gateway for MQSeriesを選択しないでください。

相互運用性相互運用性相互運用性相互運用性
Oracle Integration Serverを構成する製品は、アドバンスト・キューイングと円滑に対話し、
多くのサード・パーティのアプリケーション統合ツールが提供するサービスに匹敵する非同
期サービスを提供します。

ただし、一部のアプリケーションでは、MQSeriesや TIBCO社の Rendezvousなどの他の
メッセージ処理テクノロジとの相互運用が必要です。要件の分離、アプリケーション・プ
ラットフォーム、既存のインタフェースまたは以前に選択された戦略的テクノロジが必要な
理由です。
Oracleアドバンスト・キューイングと JMS 7-13



統合ソリューションへの製品の適用
アプリケーションに、AQ以外のメッセージ処理テクノロジにメッセージを抽出するインタ
フェースがある場合は、AQ、OMBまたはワークフローにメッセージ処理テクノロジを直接
統合するために、プログラミング言語を使用するか、または専用ソフトウェア使用するかを
決定する必要があります。

アドバンスト・キューイングに統合する代替方法は、次のとおりです。

プログラムプログラムプログラムプログラム 1 : 両方のメッセージ・キューイング製品に特定言語に対する APIがある場合は、
一方の製品からメッセージを収集するプログラムを記述して、そのメッセージ・プロパティ
を転送し、もう一方の製品でメッセージを作成します。

プログラムプログラムプログラムプログラム 2 : 相互に通信でき、メッセージ・キューイング製品への APIがある 2種類の言
語を選択します。

ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア : 2つのメッセージ処理製品間で変換可能な専用の製品を選択します。

MQSeriesの例の例の例の例
ここに示す例は、処理内容を示すためのもので、ソリューションの 1つとして推奨するもの
ではありません。

シナリオ

ハブ・アンド・スポーク型統合ソリューションに組み込まれているアプリケーションの 1つ
には、既成のメッセージ・ベースのインタフェースがあります。このインタフェースは、
MQSeriesキューのセットにメッセージを配置し、MQSeriesメッセージのフォームでビジネ
ス・イベントを予定しています。 アプリケーション・インタフェースは C言語で記述され、
システム固有のMQSeries APIを使用してメッセージを作成および使用します。 

目的は、MQSeriesから AQに、および AQからMQSeriesにメッセージを転送することに
あります。

ソリューションは、アーキテクチャ原理、言語、統合ソリューションで使用されている言
語、モジュール化へのアプローチ、使用している規格などによって異なります。

第 2のメッセージ・キューイング製品が、MQSeriesではなく TIBCO社の TIB/Rendezvous
の場合は、Oracleではなく TIBCO社がソフトウェア・プロバイダで、ソフトウェアが TIB 
Adapter for Oracleと呼ばれることを除き、シナリオは同じです。
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ビジネス・インテリジェンスとメッセージ・ウェアハウスビジネス・インテリジェンスとメッセージ・ウェアハウスビジネス・インテリジェンスとメッセージ・ウェアハウスビジネス・インテリジェンスとメッセージ・ウェアハウス
この章で前に説明しように、アドバンスト・キューイングは、永続キューと非永続（揮発
性）キューの 2種類のキューを管理できます。 

この項では、次の項目を説明します。

� 永続キュー

� 揮発性キュー

� メッセージ格納の基本原理

� Oracle Reports

� Oracle Discoverer

� Oracle Express

永続キュー永続キュー永続キュー永続キュー
永続キューは、アプリケーション間（エンタープライズでアプリケーションを統合する場
合）または 2つのビジネス・プロセス間（B2B取引用にビジネスを統合する場合）で受け渡
しされるメッセージの管理に最適です。 次の 2つの理由から、これらのメッセージは永続的
に格納しておく必要があります。

� 監査と追跡監査と追跡監査と追跡監査と追跡 : あるアプリケーションまたはビジネスから別のアプリケーションまたはビ
ジネスに送信されるメッセージは、論争解決のための監査と追跡ができるように保存し
ておく必要があります。 一般的に、メッセージの監査には 3種類のキューが実行されま
す。

� どの情報をどこに送信するかを決定するためのメッセージ宛先に対するキュー

� 送信する情報のタイプを決定するためのメッセージ・ヘッダー（サブジェクトまた
はトピックとも呼ばれます）に対するキュー

� 実際に送信する情報を決定するためのメッセージ・ペイロードまたはコンテンツに
対するキュー

特に B2B取引の場合、メッセージの監査と追跡は重要な要件です。

� 順序に従った順序に従った順序に従った順序に従った1回限りのメッセージ送信の保証回限りのメッセージ送信の保証回限りのメッセージ送信の保証回限りのメッセージ送信の保証 : B2BとEAIメッセージ機能に関する重要
な要件の 1つは、順序に従った 1回限りのメッセージ送信を保証するメッセージ・イン
フラストラクチャです。

AQのメッセージ・ペイロードは、SAP TDOCや XMLベースのビジネス・オブジェクト・
ドキュメントなどのフラット・ファイル指向のデータに対する RAWまたは BLOBなどの非構
造化データ型にすることができます。 メッセージ・ペイロードのウェアハウス処理時には、3
つの問題を考慮します。

� メッセージ・ヘッダーの格納メッセージ・ヘッダーの格納メッセージ・ヘッダーの格納メッセージ・ヘッダーの格納 : リレーショナル表またはオブジェクト・リレーショナル
表の AQペイロードからメッセージ・ヘッダーを格納できます。 メッセージを XML
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フォーマットで受信する場合は、メッセージを解析して、そのヘッダー情報を SQL
フォーマットに変換し、表に格納することもできます。 解析と格納を行うかどうか、そ
の手順をどのように行うかを決定する場合は、2つのトレードオフを考慮してください。

� メッセージ・ヘッダーの SQLフォーマットへの変換では、分析のためのメッセージ
問合せが頻繁に発生します。

� 未変換のヘッダーとペイロードの格納では、頻繁に監査が発生します。 

� メッセージ・ペイロードの格納 : 構造化されたメッセージ・ペイロードはリレーショナ
ル表またはオブジェクト・リレーショナル表として格納し、標準 SQLを使用して問合
せできます。 構造化されていないペイロードは、RAWまたは BLOBフォーマットのいず
れかで格納できます。 B2Bメッセージを XMLペイロードとして受信する場合は、その
ペイロードを完全に解析する方法を決定する必要があります。 分析操作を頻繁に実行す
る必要がある場合は、ペイロードの解析が必要です。 ペイロードが大量の場合は DOM
解析ツリーを作成し、小量の場合は SAX APIを使用します。 （通常、100MBを超える
ペイロードは大量と考えられます。） XMLドキュメント内の小さなフィールドのセット
に対してのみ分析が必要な場合は、解析ツリーからそのフィールドのみを抽出し、SQL
フォーマットで表に格納します。 他のペイロードは RAWまたは BLOBフォーマットで保
存します。 

Oracle XML機能の詳細は、『Oracle8i XMLリファレンス・ガイド』を参照してくださ
い。

� パーティション・ウィンドウとローリング・ウィンドウの利用パーティション・ウィンドウとローリング・ウィンドウの利用パーティション・ウィンドウとローリング・ウィンドウの利用パーティション・ウィンドウとローリング・ウィンドウの利用 : メッセージ・ウェアハ
ウスはデータ・ウェアハウスと類似しているため、データ・ウェアハウスに適用可能な
機能は、メッセージ・ウェアハウスにも適用できます。 B2B取引環境において最も重要
な点は、毎日受信するメッセージを個別のデータベース・パーティションに格納および
管理できることです。 パーティション化には、次の利点があります。

� 索引に加え、集計や移動平均などの分析計算をパーティション・レベルで作成およ
び実行できます。 たとえば、B2Bメッセージの合計量を毎日分析するには、その日
のパーティション内のデータに対して、単に SORTと SUM操作を実行します。 

� 日次ベースでメッセージをパーティション化すると、個々のメッセージをオンライ
ンとオフラインで移動できます。 オフラインで新規パーティションを追加したり、
既存のパーティションを取得するローリング・ウィンドウを保持します。

メッセージ交換インフラストラクチャは、メッセージの永続的な格納を保持して、メッセー
ジ伝播またはトランスポートの障害時に送信メッセージを保証する必要があります。

揮発性キュー揮発性キュー揮発性キュー揮発性キュー
永続的なメッセージ処理環境とは反対に、揮発性キューはメッセージ送信に最も効果的で
す。 たとえば、B2Bメッセージの受信を確認するために送信したメッセージは、永続的に保
存する必要はありません。
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メッセージ格納の基本原理メッセージ格納の基本原理メッセージ格納の基本原理メッセージ格納の基本原理
前述のように、AQを使用して渡された各メッセージはキューに格納されます。 単一または
複数のキューのコンテンツはキュー表に格納できます。 ビジネス分析とビジネス・インテリ
ジェンスに関するメッセージは、4つの基本原理に従って格納されます。

� メッセージ・ペイロード構造

� メッセージ・ロギング機能

� メッセージ・ウェアハウス・アーキテクチャ

� 問合せ、分析およびレポートの各機能

ビジネス・インテリジェンス・ツールビジネス・インテリジェンス・ツールビジネス・インテリジェンス・ツールビジネス・インテリジェンス・ツール
Oracle Business Intelligence Toolsは、Oracleデータベース内のビジネス情報に対する簡単
で直感的なアクセスを提供する 3つの Oracle製品の集合です。 これらの製品を使用して、
メッセージ・ウェアハウスに格納されているビジネス・インテリジェンスを分析します。

Oracle Reports、Oracle Discovererおよび Oracle Expressには、標準的なインターネット・
ブラウザを使用して、どこからでもアクセスできるグラフィカル・インタフェースがありま
す。 そして、意思決定支援情報をビジネス・ユーザーに（通常はデータ・ウェアハウスまた
はデータ・マートから）提供します。 最近、非同期メッセージ処理統合ソリューションで、
スループット分析とサービス・レベル監視を行う操作監視ができるように拡張されました。

これらのツールは、動的に作成されたレポートの生成と表示、仮想と具体化されたデータ構
造に対する動的な問合せの実行、および傾向の分析と予測に使用できます。

Oracle Reports
Oracle Reportsは、高度で高品質なレポート開発者のためのグラフィカルなツールです。 豊
富な機能によって、SQLの全機能を使用した、複雑な階層構造やマトリックスを持つレポー
トを素早く簡単に定義できます。

ユーザーは、このような動的に作成されたレポートを標準的なWebブラウザで表示できま
す。

Oracle Discoverer
Oracle Discovererは、主にビジネス・ユーザー向けの使いやすいブラウザ・ベースのツール
で、動的な問合せを実行してレポートとチャートを提供し、Web公開を可能にします。

データベース・オブジェクト全体の抽象化レイヤーであるエンド・ユーザー・レイヤーを採
用して、問合せを簡素化し、問合せの事前定義を可能にしています。 また、ドラッグ・アン
ド・ドロップ機能によって、ユーザーが SQLの構文を理解するという手間を省きます。
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統合された強力なチャート機能は、傾向と例外を明示し、チャートを使用して特定データを
詳細表示するドリル・ダウンを可能にしています。

さらに、次のような高度な機能があります。

� 高度な問合せ予測高度な問合せ予測高度な問合せ予測高度な問合せ予測 : 発行する問合せの概略の実行時間が表示されます。

� インテリジェント・サマリー・リダイレクションインテリジェント・サマリー・リダイレクションインテリジェント・サマリー・リダイレクションインテリジェント・サマリー・リダイレクション : このツールは、実行時間を削減する
ために、事前作成サマリー表を使用して問合せを自動的に最適化します。

� Oracle Designerの生成の生成の生成の生成 : エンド・ユーザー・レイヤーは、Oracle Designerを使用して
保持およびバージョン管理できます。

Oracle Express
Oracle Expressは、オンライン分析処理（OLAP）エンジンを使用した意思決定支援ツール
です。 行と列をディメンションと呼ばれるデータの複数のカテゴリに拡張するマルチディメ
ンション・データ・モデルを採用しています。 

このタイプのデータ・モデルは、意思決定を支援するために最適化されています。また、配
列算術を使用して、重複型の問合せでデータに迅速にアクセスします。さらに、分析、予
測、モデル化および what-ifシナリオ展開のための組込みファンクションを提供しています。

標準的なWebブラウザでアクセスできる直感的なツールを使用して、データ・モデルを統
合できます。 OLAPエンジンでは、問合せパフォーマンスを支援するために、ディメンショ
ン・データの格納にデータ・キャッシュを使用できます。
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Oracle Message Brokerとととと JMS

この章では、Oracle Message Brokerを説明します。次の項目が含まれています。

� 概要

� OJMSと OMBの使用

� 使用可能なツール
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概要
概要概要概要概要
Oracle Message Broker（OMB）は、Javaベースのメッセージ管理サブシステムで、AQ、
IBM MQSeriesおよび TIBCO社の Rendezvousなどの主要なメッセージ・キューイング・シ
ステムに対してメッセージ・ブローカの機能を提供します。 Oracle Message Brokerのドライ
バは、一貫したオープンな JMS準拠の APIをこれらのメッセージ・キューイング・システ
ムに提供します。 

OMBは、それ自体の揮発性キューイングと伝播を提供しています。 OMBの管理メタデータ
はローカルまたはリモートの LDAPサーバーに保存できるため、OMBは Oracleデータベー
ス・インスタンスから独立して動作します。 OMBは、JMSの標準パブリッシュ・サブスク
ライブやトピック・ベース・ルーティングをサポートし、永続と非永続サブスクライバの両
方をサポートしています。 メッセージ管理プロパティにフィルタを適用することもできます。 
OMBは、JMSのトランザクション化されたセッションをサポートしています。

Oracle Message Brokerは、次のコンポーネントで構成されています。

� Oracle Message Broker Core

� ドライバ

� 管理コンポーネントと LDAPディレクトリ

� クライアント・プログラミング・インタフェース

� アダプタ開発者用ツールキット

Oracle Message Broker Core
Oracle Message Broker Coreは、JMSプロバイダプロバイダプロバイダプロバイダとして動作します。JMS標準の定義は、第
4章「基本的な統合の概念」を参照してください。

異なる場所にある複数の Oracle Message Brokerは互いに通信し、ブローカ間のメッセージ
送信を調整します。

Oracle Message Broker Coreは、次の機能を提供します。

� JMSクライアントクライアントクライアントクライアントへのメッセージ送信のサポート。 第 4章「基本的な統合の概念」を参
照してください。

� メッセージ通知をサポートしていないメッセージ・キューイング・システムのポーリン
グ。

� コアベースの管理タスク。

� 基礎となるメッセージ・キューイング・システムへの JMSクライアント接続の多重化。

� メッセージ・キューイング・システム API全体に対する JMSベースの抽象化レイヤーを
提供する標準ドライバ。
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ドライバドライバドライバドライバ
Oracle Message Brokerには、基礎となるメッセージ・キューイング・システムに JMS API
を提供する 5種類のドライバがあります。 Oracle Message Brokerメッセージ・キューイン
グ・システムを使用して、メッセージの永続性とメッセージの管理を提供します。 

ドライバは、メッセージをメッセージ・キューイング・システムがメッセージを格納するた
めに必要なシステム固有の格納形式に変換する際の調整も行います。

ドライバには、次の種類があります。

� Oracle Advanced Queuingドライバドライバドライバドライバは、OJMS APIに代わる、Oracle8i アドバンスト・
キューイングのドライバです。

� Oracle Volatileドライバドライバドライバドライバは、軽量なメモリー内の通信機能を使用して JMSメッセージを
高速で送信します。 この Volatileドライバは、メッセージ・システムがメッセージを永
続的に格納する必要がない場合、メッセージのスループット向上に貢献します。

� MQSeriesドライバドライバドライバドライバは、商用メッセージ・システムで幅広く使用されている機能の大半
をサポートしています。

� Oracle Multicastドライバドライバドライバドライバは、軽量なマルチキャスト通信機能を使用して JMSメッセー
ジを高速で送信します。 Oracle Multicastドライバは、Oracle Application Serverのマル
チキャスト通信ライブラリを使用します。

� TIBCOドライバドライバドライバドライバは、軽量なマルチキャスト通信機能に基づいて、一時メッセージを高
速で送信します。 TIB/Rendezvous（TIBCO社）ドライバは、TIB/Rendezvousリリー
ス 5.xまたは TIB/Rendezvous Pro リリース 5.xで動作するように記述されています。 

管理コンポーネントと管理コンポーネントと管理コンポーネントと管理コンポーネントと LDAPディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ
Oracle Message Brokerは LDAPディレクトリを使用して、管理情報を格納およびアクセス
します。 Oracle Message Brokerには、管理ユーティリティや監視ユーティリティを提供する
コマンドライン・ツールおよびグラフィック・ツールが含まれています。 また、Oracle 
Object Request Brokerのダイナミック・モニタリング・サービス（Dynamic Monitoring 
Service: DMS）に基づくパフォーマンス監視ツールも提供しています。

クライアント・プログラミング・インタフェースクライアント・プログラミング・インタフェースクライアント・プログラミング・インタフェースクライアント・プログラミング・インタフェース
クライアント・プログラミング・インタフェースは、Oracle Message Brokerが Javaクライ
アント・プログラムに提供する一連のサービスで、JMS APIとも呼ばれています。 一連の
C++クラス・ライブラリは、類似したプログラム・インタフェースを C++プログラマに提
供しています。 
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アダプタ開発者用ツールキットアダプタ開発者用ツールキットアダプタ開発者用ツールキットアダプタ開発者用ツールキット
オラクル社は、アダプタの開発に使用できる Javaベースの開発者用ツールキットを Oracle 
Message Brokerバージョン 2の一部として提供しています。 このキットは、標準的な構成の
プログラムを開発でき、アプリケーションにアクセスする次の 3種類の方法をサポートする
フレームワークを提供します。

� アプリケーション APIを使用してアクセスします。

� SQLを使用してアクセスします。

� インタフェース・ファイルからのコレクションによってアクセスします。

このツールキットによって、JMSのキュー /トピックを介して、アプリケーションやキュー
イング・テクノロジをリンクすることができ、トランザクション管理と基本的な例外管理が
提供されます。 開発者は、必要なアプリケーションへのアクセス方法に応じて、アプリケー
ション API固有のコール、ファイル・ベースのアクセスまたは JDBC接続を追加して、フ
レームワークを拡張します。

SQLアクセスのフレームワークは、JMSのキュー /トピックからデキューされた XML
フォーマットのメッセージを、Javaのビジネス・コンポーネント（BC4J）に変換します。 
BC4Jオブジェクト内に定義されている SQLは、変更内容をアプリケーションに JDBC接続
経由で適用します。

OJMSとととと OMBの使用の使用の使用の使用
オラクル社は、Oracle Java Messaging Servicesと Oracle Message Brokerの 2つの製品を介
して Javaメッセージ・サービス（JMS）を提供しています。 特定の要件との関係で、製品を
最適に使用するには、2つの製品の相違を理解する必要があります。

この項では、次の項目を説明します。

� AQ APIの互換性

� その他のメッセージ処理テクノロジとの相互運用性

� MQSeriesの例

� ワークフローの例

OJMSは、AQの拡張機能を使用して JMSの AQ部分のみの実装を提供しています。した
がって、データベースと緊密に連動しています。

OMBは、AQおよび OMB固有のキューイング・メカニズムを含めた主要なメッセージ処理
テクノロジ全体に、未拡張の Java Messaging Serviceを提供します。 OMBは、最小の領域を
使用し、そのメタデータには LDAPサービスを使用するように設計されています。 OMB固
有のキューイング・メカニズム（揮発性キューと呼ばれます）によって、OMBは非永続サ
ブスクリプションを JMSトピックに提供できます。

OMBが AQをメッセージ・ストアとして使用できるようにする AQドライバには、JMS標
準にはない AQ機能を使用するための拡張機能は含まれていません。 ただし、OMBは、JMS
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トピックを使用したパブリッシュ・サブスクライブのルーティングを提供しており、メッ
セージのコレクション時点でメッセージにフィルタを適用します。 OJMSドライバは、メッ
セージのフィルタ機能を提供していません。

次の要因が、機能上またはアーキテクチャ上重要である場合は、Oracle Message Brokerの
使用を考慮してください。

� JMSサービスを、Oracle8i Enterprise Edition リリース 8.1.6データベースがインストー
ルされていないコンピュータに配布する場合

� 非永続サブスクライバが JMSトピックをサブスクライブする場合

� 特定のプラットフォーム上に基礎となるメッセージを格納するときは、MQSeriesなど
の別のメッセージ処理テクノロジを使用する場合

� JMSに AQの拡張機能が不要な場合

� アダプタ・ツールキットが役に立つ場合

AQ APIの互換性の互換性の互換性の互換性
統合ソリューションで OMBまたは OJMS（あるいはその両方）を使用する場合は、次の互
換性に関する考慮事項を慎重に検討してください。

� 複合プログラミング環境（たとえば、PL/SQL、Cおよび Java）で言語間の交換に AQ
を使用する場合は、JMS APIを使用するよりもネイティブ AQ APIを使用する方が、適
切な選択肢です。

� ネイティブ AQ APIの互換性とは、あるネイティブ AQ APIでメッセージを挿入するこ
とができ、別のネイティブ AQ APIで変換を必要とせずにそのメッセージを削除できる
ことを意味します。 たとえば、次の図のように、PL/SQL AQ APIを使用してメッセー
ジをキュー 1にエンキューし、そのメッセージを、ある受信者に対しては OCI AQ API
を使用して、別の受信者に対しては Java AQ APIを使用してキュー 1からデキューでき
ます。

図図図図 8-1 AQ APIの互換性の互換性の互換性の互換性

PL/SQL
プログラム�

PL/SQL AQ
API AQ

キュー�

C
プログラム�
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Java
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あいにく、異なる JMS実装間には、相互間の互換性もネイティブ APIとの互換性もありま
せん。これは、これらの実装では、JMSメッセージのプロパティとペイロードの記録に AQ
リポジトリで異なる属性が使用されるためです。 したがって、ある JMS API（OMB JMS AQ
ドライバなど）を使用して作成されたメッセージは、別の JMS API（OJMS APIなど）によ
る収集前に変換する必要があります。 ネイティブ AQ APIの 1つを使用してメッセージをデ
キューし、メッセージ・プロパティと JMSプロパティを操作し、場合によっては、メッセー
ジを新しいフォーマットで互換性のあるキューにエンキューする前に、JMSプロパティをペ
イロードから切り離す必要があります。

その他のメッセージ処理テクノロジとの相互運用性その他のメッセージ処理テクノロジとの相互運用性その他のメッセージ処理テクノロジとの相互運用性その他のメッセージ処理テクノロジとの相互運用性
OMBには、Oracle AQ、TIBCO社の Rendezvous、IBM MQSeriesが、Javaプログラミング
環境で JMSメッセージ・サーバーとして動作できるためのドライバが多数用意されていま
す。 これらのメッセージ・サーバーを使用すると、AQ、MQSeries、Rendezvousで OMB固
有の JMSフォーマットのメッセージを作成できます。また、MQSeriesと Rendezvousでは、
通常のメッセージも作成できます。

これらの異なるメッセージ・フォーマットとメッセージ・サーバーを使用している複数の
キューの間で伝播を定義することによって、OMBをキュー間におけるメッセージ変換サー
ビスとして使用し、たとえば、ネイティブMQSeriesから OMB固有の JMSフォーマットの
AQメッセージへの変換などのメッセージ変換を行うことができます。

サポートされるメッセージのタイプには、いくつかの制約事項があります。 詳細は、『Oracle 
Message Broker Administration Guide Release 2.0.1.0 for SPARC Solaris and Windows NT』
および 8-3ページの「ドライバ」を参照してください。

OMBでは、クライアント側のコールアウトを Java、Cおよび C++で定義できます。 この
コールアウトは、Mercator Enterprise Brokerへの接続に使用できます。

Oracle Workflowや Java APIには、OMBから直接、または PL/SQLコールを使用して接続
できます。OMBから PL/SQL APIへの接続は、Javaで事前定義されているプログラミング
を使用します。

MQSeriesの例の例の例の例
AQの章で使用した例と同じMQSeriesの例を使用して、OMBへの統合シナリオの一部を説
明します。

次に示す例は、単に処理を表現するために使用したもので、ソリューションの 1つとして推
奨するものではありません。

シナリオシナリオシナリオシナリオ

ハブ・アンド・スポーク型統合ソリューションに組み込まれているアプリケーションの 1つ
に、既成のメッセージ・ベースのインタフェースがあり、このインタフェースは、一連の
MQSeriesキューにメッセージを配置し、MQSeriesメッセージのフォームでのビジネス・イ
ベントを予定しています。 アプリケーション・インタフェースは C言語で記述され、システ
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ム固有のMQSeries APIを使用してメッセージが作成および使用されます。 その目的は、
MQSeriesから AQに、および AQからMQSeriesにメッセージを転送することです。

この目的は単に、MQSeriesのメッセージを OMBに取得し、OMBからMQSeriesのメッ
セージを取得することです。 

このソリューションは、MQSeriesとの間で送受信するメッセージのタイプ、アーキテク
チャ原理、言語または統合ソリューションに使用される言語、モジュール化に対する考え
方、使用される規格などによって異なります。

図図図図 8-2 MQキューキューキューキュー - MQドライバドライバドライバドライバ - OMB

プログラム的な図プログラム的な図プログラム的な図プログラム的な図

図図図図 8-3 MQSeries - Cプログラムプログラムプログラムプログラム - OMB

クライアント側の標準的な OMB APIを使用して OMBと通信する事前定義済みの Java、C
または C++プログラムを開発することは、OMBキューをその他のメッセージ処理テクノロ
ジに間接的に接続する代替手段です。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� ソリューションは簡単ですが、第 7章「Oracleアドバンスト・キュー
イングと JMS」にある制約と制限事項の対象です。

� Rendezvousへの通信の場合も同様で、 ソリューションは簡単です。 た
だし、第 7章「Oracleアドバンスト・キューイングと JMS」を参照し
てください。

ネイティブ�
MQSeries�
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OMBのIBM
MQSeries
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OJMSと OMBの使用
ワークフローの例ワークフローの例ワークフローの例ワークフローの例
あるアプリケーション統合のシナリオでは、アプリケーションがMQSeriesや TIBCO社の
Rendezvousなどの他のメッセージ処理テクノロジと対話することが望ましい場合がありま
す。これは、要件の分離、アプリケーション・プラットフォーム、既存のインタフェース、
または以前に選択した戦略的テクノロジが理由です。 これらのメッセージ処理テクノロジが、
いかに効率よく Oracle Integration Serverの製品と対話できるかを理解することが重要です。

AQ以外のメッセージ処理テクノロジにメッセージを抽出するアプリケーションへのインタ
フェースがある場合、最初のタスクは、目的を識別してそのメッセージ処理テクノロジから
目的にたどり着くまでのルートを確立することです。 この時点で最もありがちな誤りは、A
から Bへの最も直接的なルートが、最短であり、単純で簡単、または最も効率的であると思
い込むことです。

プロセスを例で示すと確かに簡単です。 次のシナリオは処理を単に表現するために使用した
もので、ソリューションの 1つとして推奨するものではありません。

シナリオシナリオシナリオシナリオ

ハブ・アンド・スポーク型統合ソリューションのアプリケーションの 1つに、既成のメッ
セージ・ベースのインタフェースがあり、このインタフェースは、一連のMQSeriesキュー
にメッセージを配置し、MQSeriesメッセージの形式でのビジネス・イベントを予定してい
ます。 アプリケーション・インタフェースは C言語で記述され、システム固有のMQSeries 
APIを使用してメッセージが作成および使用されます。 目的の 1つは、Oracle Workflowの
ビジネス・プロセスをインスタンス化するためのビジネス・イベントを示すMQSeriesの
メッセージを取得することです。

ソリューションは、アーキテクチャ原理、統合ソリューションに使用される言語、モジュー
ル化に対する考え方、使用される規格などによって異なります。

図図図図 8-4 MQSeries - Oracle Workflow

代替シナリオやソリューションの考えられる全パターンを網羅することは不可能ですが、シ
ナリオのバリエーションをもとにポイントをいくつか示します。

バリエーションバリエーションバリエーションバリエーション 1

JMS標準を適用せず、Javaプログラミング言語を使用して、コード・ベースのアダプタを開
発するアプローチを採用します。 デザイナは、荒削りなアプローチ（つまり、大きなプログ
ラム単位で、単位数は少なく）によるモジュール化を希望しています。

MQSeries Oracle Workflow
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OJMSと OMBの使用
次の要件は不要です。

� 監査証跡へのメッセージの保存

� SQLを使用した未使用メッセージの表示

� MQSeries未対応パブリッシャからのメッセージの受信

このバリエーションでは、MQSeriesのネイティブ Java APIを経由してメッセージを取得
し、ビジネス・プロセスをインスタンス化する Javaワークフロー・メソッドを起動する前
に、メッセージ・ペイロードを必要なパラメータ・フォーマットに変換する簡単な事前定義
済み Javaプログラムを記述します。

図図図図 8-5 バリエーションバリエーションバリエーションバリエーション 1

バリエーションバリエーションバリエーションバリエーション 2

Javaプログラミング言語を使用して、コード・ベースのアダプタを開発するアプローチを採
用します。 すべてのメッセージ・インタフェースに対して JMS標準を適用します。デザイナ
は、荒削りなアプローチ（つまり、大きなプログラム単位で、単位数は少なく）によるモ
ジュール化を希望しています。 

MQSeriesのキューと Oracle Workflowのインスタンスは異なるコンピュータ上に常駐し、
Oracleデータベースはアプリケーション・コンピュータにインストールされていません。  将
来は、TIBCO社の Rendezvousメッセージと AQメッセージを使用して、パブリッシャから
同じビジネス・イベントを受信する必要があります。

次の要件は不要です。

� 監査証跡へのメッセージの保存

� SQLを使用した未使用メッセージの表示

このバリエーションでは、Oracle Message Brokerを経由してメッセージを取得し、ビジネ
ス・プロセスをインスタンス化する Javaワークフロー・メソッドを起動する前に、メッ
セージ・ペイロードを必要なパラメータ・フォーマットに変換する簡単な事前定義済み Java
プログラムを記述します。

MQSeries
ネイティブ・ドライバ�

�

MQSeries

Oracle Workflow�
Java API

Oracle Workflow

スポークとなるJava プログラム�
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図図図図 8-6 バリエーションバリエーションバリエーションバリエーション 2

バリエーションバリエーションバリエーションバリエーション 3

状況はバリエーション 2と同じですが、このケースでは、Oracle Workflowのビジネス・プ
ロセスのステップまたはアクティビティの最中にビジネス・イベントが発生したことを
MQSeries対応のアプリケーションに非同期で通知します。

次の要件は不要です。

� 監査証跡へのメッセージの保存

� SQLを使用した未使用メッセージの表示

このバリエーションでは、ワークフロー AQ APIを使用して非同期メッセージを記録するア
ダプタを開発します。 ネイティブ Java AQ APIを使用してメッセージを取得して関連する
JMSプロパティを設定し、Oracle Message Brokerにメッセージを渡し、メッセージが
MQSeriesキューに記録されるように、簡単な事前定義済み Javaプログラムを開発します。

図図図図 8-7 バリエーションバリエーションバリエーションバリエーション 3

MQSeries
ネイティブ・ドライバ� JMS API

MQSeries
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スポークとなるJava プログラム�OMB

MQSeries
ネイティブ・ドライバ� JMS API

ネイティブ�
Java
API

スポークとなる
Java プログラム�
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アドバンスト・キューイング�OMB
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バリエーションバリエーションバリエーションバリエーション 4

アダプタとコネクタの開発にグラフィカルなアプローチを採用し、コーディング作業を最小
化します。 特定の言語は指定されていません。また、外部インタフェースには XMLが有力
です。 MQSeriesのキューと Oracle Workflowのインスタンスは異なるコンピュータ上に常
駐し、アプリケーション・システムには Oracleデータベースがインストールされていませ
ん。  

メッセージは監査証跡として保存が必要です。 将来は、TIBCO社の Rendezvousメッセージ
と AQメッセージを使用して、パブリッシャから同じビジネス・イベントを受信する必要が
あります。

ビジネス・イベントはバリエーション 3と同じで、Oracle Workflowのビジネス・プロセス
のステップまたはアクティビティの最中にビジネス・イベントが発生したことをMQSeries
対応のアプリケーションに非同期で通知します。

このケースの場合、コーティング作業は削減されますが、多数のコンポーネントが関与しま
す。 WF_OUTBOUND キューに書き込むことによって、Oracle Workflowのステップが非同期
コールアウトを実行します。

Mercatorは、 WF_OUTBOUNDをサブスクライブしてメッセージを OMBスタイルの JMS
フォーマットに変換し、そのメッセージを OMBスタイルの AQキューに配置します。 OMB
は、AQキューとMQSeriesキューにメッセージを伝播します。

変換ステップの数が増加すると、個々のメッセージのエンドツーエンド送信時間がわずかな
がら増加する可能性がありますが、メッセージのスループットには影響を及ぼしません。

図図図図 8-8 バリエーションバリエーションバリエーションバリエーション 4
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バリエーションバリエーションバリエーションバリエーション 5

このバリエーションの場合は、コード・ベースのアダプタ開発アプローチを採用します。た
だし、特定の言語は指定されていません。 アプリケーションは、ほぼ Oracleベースのみで、
Oracleデータベースが実行されていない数少ないコンピュータの 1つではMQSeriesが使用
されています。

メッセージは監査証跡として保存が必要です。 将来は、TIBCO社の Rendezvousメッセージ
と AQメッセージを使用して、パブリッシャから同じビジネス・イベントを受信する必要が
あります。

ビジネス・イベントはバリエーション 3および 4と同じで、Oracle Workflowのビジネス・
プロセスのステップまたはアクティビティの最中にビジネス・イベントが発生したことを
MQSeries対応のアプリケーションに非同期で通知します。

MQSeriesメッセージは単純で、予想されるメッセージ量は毎分約 200メッセージです。

図図図図 8-9 バリエーションバリエーションバリエーションバリエーション 5

WF_OUTBOUND キューに書き込むことにより、Oracle Workflowのステップが非同期コール
アウトを実行します。

事前定義済み PL/SQLプログラムが WF_OUTBOUND キューをサブスクライブしてメッセー
ジ・データをアプリケーションが必要とするフォーマットに変換し、そのメッセージを
MQSeriesに配置する Oracle Procedural Gatewayをコールします。 次に、MQSeriesを使用
して、メッセージを収集できるアプリケーションがあるコンピュータにそのメッセージを伝
播します。

Procedural
Gateway for
 MQSeries

スポークとなる�
PL/SQL
プログラム�

ネイティブ
PL/SQL

API
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Oracle Workflow�
AQ API
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使用可能なツール
使用可能なツール使用可能なツール使用可能なツール使用可能なツール
この項では、次の各種ツールを説明します。

� プログラミング言語

� 変換エンジン

� メッセージ変換ツール

プログラミング言語プログラミング言語プログラミング言語プログラミング言語
事前定義済みプログラムを記述して、メッセージ処理テクノロジを Oracle Integration 
Serverの任意の製品に接続することができます。ただし、これはメッセージ処理テクノロジ
と Oracle Integration Server製品の両方に、そのプログラミング言語に対する APIがある場
合に限ります。

必要なプログラミングの量は、2つの製品間のメッセージ・フォーマットの相違の程度、
APIがベースとしている標準、および APIが標準をサポートしている程度によって異なりま
す。 事前定義済みプログラムは、単純性を保つために、1つのサービス・コールまたはト
ピックには 1つのトピックのみを接続するように設計されていることに留意してください。 
コードを保持することも必要です。

メッセージ処理製品のキューと別の製品の API部分との間の汎用的な通信を支援するプログ
ラムは、開発に時間がかかり、完全なテストが困難で、不安定になりがちで、直線的に基準
化することが困難です。

効果的なプログラムの多くは通常、複数の製品ベンダーによる共同作業で、大規模な研究開
発費を投じ、複雑なマルチスレッド・プログラミングを使用して許容可能な拡張レベルに対
応するように開発されます。

変換エンジン変換エンジン変換エンジン変換エンジン
Mercator Enterprise Brokerなどの変換ツールは、あるメッセージ処理テクノロジと別のメッ
セージ処理テクノロジとの間でメッセージを変換できます。 メッセージ処理テクノロジ間で
メッセージを移行するという要件のみでは、このような特化した製品の購買と実装を正当化
し保証するためには不十分です。 そのような製品は、大量の記憶領域を使用し、トランザク
ション的に弱点があったり、テクノロジ間を移動するときに同期コミット・モデルを提供し
ていない場合もあります。
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メッセージ変換ツールメッセージ変換ツールメッセージ変換ツールメッセージ変換ツール
オラクル社や他のベンダーが提供する製品の多くは、あるテクノロジから別のテクノロジに
メッセージを変換するために必要なプログラミング作業を簡略化します。

3種類の重要なメッセージ変換ツールがあります。

� Procedural Gateway for MQSeries : MQSeriesへの PL/SQL接続と AQ接続に対応する
Oracle製品です。

� Oracle Message Broker : Oracle AQ、TIBCO社の Rendezvousおよび IBM MQSeriesが
Javaプログラミング環境で JMSメッセージ・サーバーとして動作できるドライバを数
多く提供する Oracle製品です。 いくつかの制限事項があります。 詳細は『Oracle 
Message Broker Administration Guide Release 2.0.1.0 for SPARC Solaris and Windows 
NT』を参照してください。

� Oracle用用用用 TIBアダプタアダプタアダプタアダプタ : この TIBCO社の製品は、オラクル社と共同で開発され、Oracle 
アドバンスト・キューイングと TIB/Rendezvous（TIBrv）間の変換ソリューションを
コーディング不要で提供します。 AQから TIBrvにメッセージを変換し、TIBバスを介
してメッセージを移送し、AQメッセージ・プロパティを失わずに TIBrvから AQに再
び戻す変換するように設計されています。 メッセージは Oracleの同期コミット・モデル
を使用して変換されます。
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ディレクトリ・サービス（L
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ディレクトリ・サービス（ディレクトリ・サービス（ディレクトリ・サービス（ディレクトリ・サービス（LDAP））））

Oracle Message Broker（OMB）は、Lightweight Data Access Protocol（LDAP）ディレクト
リ内の接続先アドレスを検索して、Point-to-Pointメッセージ機能に関するメッセージ・
ルーティング情報を判断します。 OMBは、標準の Java Naming and Directory Interface
（JNDI）ドライバを使用して LDAPディレクトリにアクセスします。 

OMBは、LDAPにメッセージ・ルーティング情報を格納することによって、2つの重要な
利点を提供します。

� メッセージ・ルーティング情報の管理を集中化します。

� LDAPディレクトリ内のエントリを変更することによって、メッセージ・ルーティング
への動的な変更を簡単に行うことができます。

この章では、Oracle LDAPディレクトリ、Oracle Internet Directory（OID）が提供するディ
レクトリ・サービスについて説明します。 この章には次のトピックが含まれています。

� Javaとディレクトリ・サービスの統合

� Oracle Internet Directory
DAP） 9-1



Javaとディレクトリ・サービスの統合
Javaとディレクトリ・サービスの統合とディレクトリ・サービスの統合とディレクトリ・サービスの統合とディレクトリ・サービスの統合
この項では、次の項目を説明します。

� ディレクトリ・サービス － 概要

� ディレクトリ・サービスと LDAPの技術的概要

ディレクトリ・サービスディレクトリ・サービスディレクトリ・サービスディレクトリ・サービス －－－－ 概要概要概要概要
ディレクトリ・サービスは、集中化されたネットワーク・ベースのリポジトリです。このリ
ポジトリは、アプリケーション間で共有されるか、または高度に分散される情報を格納し、
それらの情報に対するアクセスを提供します。 ディレクトリ・サービスは、ネットワーク全
体にわたるユーザー、システム、ネットワーク、サービスおよびアプリケーションに関する
情報の共有を支援し、イントラネットおよびインターネット・アプリケーションの開発でき
わめて重要な役割を果たします。 

ディレクトリ・サービスは、長い間、様々な形で使用されてきました。 たとえば、電子メー
ル・システムには、ユーザー情報を格納するディレクトリや、送信者と受信者間でメッセー
ジをルートするディレクトリが含まれています。 大企業では、名前、部門、マネージャ、社
会保障番号およびその他の組織情報などを集中的に格納する従業員情報のリポジトリとし
て、様々なフォームのディレクトリを使用することがあります。 

多くの企業におけるディレクトリ・サービスの進展は、これまで漸進的でしたが、その価値
はインターネット・コンピューティングの成長に伴って急激に高まってきました。 その本来
の性質から、インターネット・アプリケーションは高度に分散されるため、ネットワーク全
体で情報を共有するための効果的なメカニズムが必要です。 

問題点問題点問題点問題点
たとえば、クライアント /サーバー・アプリケーションからインターネット・アプリケー
ションに移行する経費報告アプリケーションを想定します。 数人の人事管理専門職がイン
ターネット・セルフサービス・アプリケーションに会社全体の経費報告を入力し、各従業員
も自分の経費報告を入力します。 セルフサービス・インターネット・アプリケーションにア
クセスするユーザーの数は、クライアント /サーバー・システムにアクセスする数をはるか
に上回ります。 その結果、インターネット・ユーザーを管理するコストは、アプリケーショ
ンを管理する合計コストの大きな部分を占めることになります。 

同様に、最近のインターネット・アプリケーションは、モジュール化された Enterprise 
JavaBeansまたは CORBAコンポーネントとして開発され、各コンポーネントは、その位置
とパブリック・インタフェースを示す特定の名前でアクセスされます。 コンポーネントが
ネットワーク内のあるノードから別のノードに移動する都度、そのコンポーネントをすべて
のクライアントが検索できる新しい名前を指定する必要があります。 イントラネットに多数
の異なるコンポーネントが配置されると、これらのコンポーネントを管理するコストは、シ
ステムを所有するための合計コストの大きな部分を占めることになります。 

最終的には、アプリケーションの開発にインターネット・アーキテクチャを使用して、アプ
リケーションの配布方法を簡素化します。つまり、アプリケーションを多数のクライアン
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ト・コンピュータに配布するのではなく、集中化され、専門的に管理される少数のサーバー
上に配布します。 ただし、インターネット・アプリケーションには多くの新しいインフラス
トラクチャ・コンポーネントが必要です。一部の名前を挙げると、ORB、Webサーバー、
Java仮想マシン、データベースおよびアプリケーション・サーバーなどがあります。 このよ
うなインフラストラクチャ・コンポーネントを管理するためのコストも管理する必要があり
ます。 

ソリューションソリューションソリューションソリューション
すべてのインターネット・アプリケーションには、共通の問題があります。 つまり、ユー
ザーやアプリケーションが効果的にアクセスおよび共有できる単一のリポジトリに、いかに
して情報を集中化するかの問題です。 ソリューションはディレクトリ・サービスです。 ディ
レクトリ・サービスを使用すると、異なる種類の様々な情報を格納および共有できます。 

たとえば、ディレクトリ・サービスは、OLTPアプリケーションおよびデータベースにアク
セスするインターネット、イントラネットまたはエクストラネットのユーザーを管理できま
す。 ユーザーは、ディレクトリに集中的に格納できるセキュリティ証明とアクセス制御権限
で識別されます。 したがって、管理者は、ユーザー情報や権限をユーザーがアクセスする
個々のアプリケーションやデータベースで変更しないで、単一の場所にあるユーザー情報と
権限を変更します。 さらに、ディレクトリ・サービスは中央リポジトリとして動作して、イ
ントラネット環境における Net8や IIOPリスナー、ディスパッチャ、接続マネージャなどの
分散ネットワーク・リソースを管理します。 

さらに、ディレクトリ・サービスを使用すると、Net8の名前を TNSNamesファイルに保存
する場合と同様の方法で、CORBAおよび Enterprise JavaBeansアプリケーション・コン
ポーネントの名前を格納できます。 

このように、ディレクトリ・サービスは、インターネット・アプリケーションの合計所有コ
ストを軽減するための管理インフラストラクチャの重要なコンポーネントとして認識されて
います。 ディレクトリ・サービスは、2種類の方法でこれを実現します。 

� 分散情報の管理を単一の場所に集中化する。

� 企業イントラネットおよびエクストラネット内のユーザーとアプリケーションが、ディ
レクトリに格納されている情報を簡単に共有できるようにする。

ディレクトリ・サービスとディレクトリ・サービスとディレクトリ・サービスとディレクトリ・サービスと LDAPの技術的概要の技術的概要の技術的概要の技術的概要
ディレクトリ・サービスには、情報を格納するための堅固で高速な、しかも拡張性の高い
データ・ストアが必要です。 そのため、このサービスは通常、エンタープライズ・データ
ベース上に構築されます。 したがって、ディレクトリ・サービスの本質は、簡単に拡張して
異なる種類の様々な情報を格納できる階層スキーマを持つ特化されたデータベースです。 

大半のディレクトリ・サービスは、Lightweight Directory Access Protocol （LDAP）を経由
してアクセスされます。この LDAPでは、オープンで、ベンダーに依存しない中立的な業界
標準ネットワーク・プロトコルおよびディレクトリに対する一連のアクセス方法が定義され
ています。  LDAPは、IPアドレス参照に使用される Domain Name System（DNS）と同様
に、イントラネットとインターネット上の大半のシステムで、ディレクトリ情報に関する標
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準的なアクセス方法となりました。 LDAPは、大半のネットワーク・オペレーティング・シ
ステム、グループウェアおよびシュリンクラップのインターネット・アプリケーションでサ
ポートされています。 

LDAPは、X.500 OSIディレクトリ・サービスの規格から発展したものです。  X.500は、有用
なアイデアを数多く採り入れましたが、インターネット・アプリケーションに役立てるには
あまりにも重く複雑でした。 LDAPは、完全な X.500仕様の 90%の機能をその 10%のコス
トで提供するように設計されました。 LDAPでは、メッセージが回線を経由して移送される
際のフォーマットを徹底的に簡素化し、データ要素を簡単な文字列で表現し、X.500であま
り使用されなかった冗長な操作の大半が削除されました。 回線上での効率とインターネッ
ト・アプリケーションとの適合性によって、LDAPはインターネット・ディレクトリ・サー
ビスの最前線に進出しました。 

図図図 9-1 LDAPディレクトリ・サービスディレクトリ・サービスディレクトリ・サービスディレクトリ・サービス

LDAPでは、4つの基本的な情報モデルが定義されます。これらのモデルによって、LDAP
ディレクトリに格納できる情報の種類、その情報を使用する操作が完全に記述されます。 4
つのモデルは、次のとおりです。

� 情報モデル情報モデル情報モデル情報モデル : LDAP情報モデルは、LDAPディレクトリに格納できる情報の種類を定義
します。

� ネーミング・モデルネーミング・モデルネーミング・モデルネーミング・モデル : LDAPネーミング・モデルは、LDAPディレクトリ内情報の編成
方法と参照方法を定義します。

SSL  認証�

構成�

ユーザー/�
グループ�

階層構造の�
情報リポジトリ�
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� 機能モデル機能モデル機能モデル機能モデル : 機能モデルは、LDAPディレクトリ内の情報を使用して行うことができる
内容およびその情報へのアクセス方法と更新方法を定義します。

� セキュリティ・モデルセキュリティ・モデルセキュリティ・モデルセキュリティ・モデル : セキュリティ・モデルは、LDAPディレクトリ内情報の保護方
法、およびユーザーとアプリケーションがディレクトリにアクセスするために必要な権
限の種類を定義します。

次に、インターネット・アプリケーションの開発にあたってこれらのモデルの使用方法を理
解するために、それぞれのモデルの詳細を説明します。

LDAP情報モデル情報モデル情報モデル情報モデル
LDAP情報モデルは、エントリエントリエントリエントリの概念がその中心となっています。 エントリはディレクトリ
に作成され、実社会におけるオブジェクトまたは概念（個人、組織、プリンタなど）に関す
る情報を保持します。 エントリは、オブジェクトについて記録された情報を含んだ複数の属
性で構成されています。 各属性には、1つの型と 1つ以上の値があります。

属性の型には関連付けられた構文があります。この構文は、属性の値に格納できる情報の種
類、その値の検索や他のディレクトリ操作時における動作を定義します。 たとえば、属性 cn
（common nameの短縮名）には、次の 3つの特性を含んだ caseIgnoreStringと呼ばれ
る構文があります。 

� 属性は辞書編成順にソートされます。

� 比較時に大 /小文字の区別は無視されます。

� 値は文字列であることが必要です。

属性の型に様々な制約事項を関連付けて、属性に格納できる値の個数を 1つまたは多数に制
限したり、値のサイズを制限することもできます。 たとえば、個人の識別番号を保持する属
性は、単一の値にできます。 写真を保持する属性は、過度に記憶領域を使用しないように
10KB以下のサイズに制限できます。 エントリに必要で許容される属性は、サーバー・ベー
スごとに定義されているコンテンツ・ルールまたは各エントリ内の objectclassと呼ばれ
る特別な属性で管理されます。 この objectclass属性の値は、エントリの種類（個人、組
織など）を識別し、必須の属性とオプションの属性を判断します。 

たとえば、objectclass個人には、sn （surname）と cn（common name）属性が必要で
す。 これは、スキーマに関連付けられている LDAPのルールと等価です。

LDAPリリース 3では、スキーマ規定を完全に廃止して、選択した属性をエントリに追加す
る機能が追加されています。 これは、スキーマ・エントリを新たに追加して全クライアント
とサーバーに新しい要素を認識させるオーバーヘッドが高い環境では有効です。 これを容易
にするために、この LDAP リリース 3プロトコルには、extensibleObjectと呼ばれる特
別な objectclassが追加されています。 エントリの objectclass属性に値
extensibleObjectが含まれている場合、他の属性は、実施されているスキーマ・ルール
に関係なくエントリで許可されます。
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LDAPネーミング・モデルネーミング・モデルネーミング・モデルネーミング・モデル
プロトコルの要件ではありませんが、通常、LDAPディレクトリ・エントリは、たとえば、
地理的や組織的な分散に続く階層ツリー構造に配置されています。 エントリには階層内の位
置に従って識別名（DN）が付いています。 DNの各コンポーネントは、相対識別名（RDN）
と呼ばれ、エントリからの 1つ以上の属性で構成されています。 UNIXやWindowsのファ
イル・システムに詳しい方には、この概念はパス名とファイル名に相当します。 RDNはファ
イルの名前に相当し、DNはファイルに対する絶対パス名に相当します。 ファイル・システム
と同様に、兄弟関係のエントリ（同じ親を持つエントリ）には、異なる RDNが必要です。 た
だし、LDAPには、ファイル・システムと異なる重要な相違点が 2つあります。

� 並び順並び順並び順並び順 :ファイル名とは異なり、LDAPコンポーネントは、最下位（エントリ自体に名
前を付ける）コンポーネントで開始し、最上位（ルート直下の）コンポーネントに続き
ます。 これとは対照的に、ファイル名は通常、ルートから開始してファイルまたはディ
レクトリに続きます。 これは、構文構成上の違いのみで、意味上の違いはありません。

� 名前の区切り名前の区切り名前の区切り名前の区切り : LDAPエントリは、識別名と呼ばれるフォーマットを使用して名前が付
けられています。 識別名識別名識別名識別名は、カンマまたはセミコロンで区切られた一連の RDNコンポー
ネントです。 LDAP名コンポーネントはカンマで区切られ、ファイル名のようにスラッ
シュまたはバックスラッシュでは区切られていないことに注意してください。 たとえば、
ファイル名は、次の構造になります。

/usr/local/ldap/include/ldap.h 

一方、LDAPエントリは、次のような構造になります。

cn = Steve Harris, o=Software Industry, c=India

この例のように、別のエントリを指し示す別名エントリによって、ツリー状の階層を避ける
ことができます。 また、階層はサポートされていますが、LDAPでは不要です。 情報を階層
的に編成して検索する機能は、多くのアプリケーションで有用ですが、一方で不便な場合も
あります。 LDAPモデルでは、双方のケースを処理できます。これは、非階層のケースでは
1レベルの階層を平面的なネームスペースとして使用できるためです。

LDAP機能モデル機能モデル機能モデル機能モデル
LDAPディレクトリに情報を配置すると、LDAPはクライアントを認証する 9種類の異なる
操作を定義します。これによって、クライアントは、ディレクトリにアクセスして検索し、
情報を取り出して更新できます。 

検索操作によって、LDAPツリーの定義済み領域から選択基準に従って情報が選択されま
す。 一致する各エントリに対して、要求された一連の属性（値付きまたは値なし）が戻され
ます。 検索されるエントリは、単一のエントリ、エントリのすぐ下位のエントリ、またはエ
ントリのサブツリー全体に及ぶことができます。 検索では、別名エントリを自動的に後に続
けることができ、クライアントは検索のサイズと時間の制限を指定できます。 LDAP リリー
ス 3のディレクトリでは、問合せの結果をスクロール可能な結果セットのフォームに取り出
すこともできます。 つまり、検索結果をページごとに取り出し、クライアントは必要な結果
を上下にスクロールしながら参照できます。
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LDAPのまとめのまとめのまとめのまとめ
LDAPには、ディレクトリ・サービスにアクセスする理想的な方法を提供するための 3つの
重要な機能があります。 

分割可能なネーミング・コンテキスト分割可能なネーミング・コンテキスト分割可能なネーミング・コンテキスト分割可能なネーミング・コンテキスト :  第 1に、LDAPは、多数の異なるネーミング・コン
テキストに分割できるネームスペースを提供しています。ディレクトリ内の情報はこのネー
ミング・コンテキストに編成できます。 各ネーミング・コンテキストは、単一の論理ディレ
クトリに関する認識をクライアントに与えるために、物理的な個別のサーバー・ノード上で
ホストになることができます。 これにより、ディレクトリ・サービス管理者は、頻繁にアク
セスされる情報をパフォーマンスの高いサーバー・コンピュータに配置して、パフォーマン
スを上げることができます。 たとえば、多数の異なるサプライヤがアクセスする
E-Commerceアプリケーションのセットを管理する場合、優先順位に基づいてサプライヤを
一連のネームスペースに分割できます。 たとえば、最優先順位のサプライヤを 1つのネーム
スペースに、次の層のサプライヤを別のネームスペースに格納することができます。 

また、LDAPネームスペースは物理的に分割可能なため、管理者は、ディレクトリ情報をミ
ラー化した CPU構成に格納して、単一場所での障害発生によるリスクを回避することがで
きます。

階層情報階層情報階層情報階層情報 :   第 2に、LDAPベースのディレクトリ・サービスは、情報を階層パターンに編成
します。 これにより、ディレクトリ・サービスは、サプライチェーン・アプリケーション用
の在庫リスト、E-Commerceアプリケーション用の価格表やカタログなどの階層情報をしめ
す自然な方法になります。 たとえば、在庫の例では、各製品は、子エントリを持つディレク
トリの単一の製品エントリとして示されます。子エントリは、製品自体の各サブコンポーネ
ントに対する在庫レベルを示します。 

ディレクトリ・サービスの情報は、ネーミング・コンテキストのルート・ノードを検索する
ために、その情報自体を動的に問い合せることもできます。 また、ディレクトリの階層を順
番にナビゲートすると、子エントリにアクセスできます。

セキュリティ規定セキュリティ規定セキュリティ規定セキュリティ規定 :   最後に、LDAPディレクトリ・サービスは、格納されている情報を保護
するために、厳格なセキュリティ・メカニズムを数多く提供しています。 たとえば、ディレ
クトリ・ユーザーは、ユーザー名とパスワード、または SSL/X.509 リリース 3の認証（バイ
ンド操作を経由）のいずれかを使用して、ディレクトリに対する認証を受ける必要がありま
す。 ユーザーが認証されても、アクセスできる情報は、Access Control Listsによってなお制
限されています。

Access Control Listsは、ディレクトリ内の情報を読み込むことができるユーザーを指定しま
す。 ディレクトリのエントリは階層的に格納されているため、エントリのサブツリーに加え、
個々のエントリとエントリ属性の両方に対してもアクセス制御を簡単に適用できます。 さら
に、製品エントリに適用されているアクセス制御は、すべての子に自動的に継承されます。 
その結果、ディレクトリ・サービスによって、詳細にわたる方法でディレクトリの情報への
アクセスを制御できます。 そして、ディレクトリ・サービスは情報を共有するための理想的
なメカニズムとなります。 
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オラクル社は、イントラネット、エクストラネットまたはインターネットを介して配布され
る情報または機能を取り扱う集中管理機能として、ディレクトリ・サービスの使用をお薦め
します。 これには、ユーザー、アプリケーション・コンポーネント、セキュリティおよびビ
ジネス・プロセスまたはワークフローが含まれます。 企業イントラネットおよびエクストラ
ネット内のアプリケーション間で共有される情報を管理する場合にも、ディレクトリの使用
をお薦めします。   

Oracle Internet Directory
Oracle Internet Directoryは、ディレクトリ・サービスを実装する Oracle8i  データベース・
サーバー上で実行されるアプリケーションです。 Oracle Internet Directoryは、LDAP リリー
ス 3に準拠しています。

Oracle Internet Directoryは、Oracle8i サーバーをベースとしており、次のようなデータベー
スの標準的な機能を活用して、サイズ、パフォーマンス、信頼性、可用性および管理の点で
卓越した拡張性を提供しています。

� データベースのバックアップとリカバリの機能

� マルチスレッド・サーバーのマルチスレッド・モデル

� 接続プール機能

� 地域的障害を持つ LDAPサーバーの実装に対応する高度な対称型レプリケーション

LDAPサーバーへのアクセスは、Secure Socket Layers（SSL）リリース 3に対する OIDのサ
ポートで確実に提供されます。
 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Internet Directoryとその機能の詳細は、『Oracle 
Internet Directory管理者ガイド』を参照してください。
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Oracle Workflow

この章では Oracle Workflowを説明します。次の項目が含まれています。

� 概要

� ワークフローの主要コンポーネント

� ワークフローの主要機能
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概要
概要概要概要概要
Oracle Workflowは当初、Oracle Applicationsのユーザーに焦点を絞った複雑なワークフ
ローを管理するためのツールとして開発されました。 オラクル社は、Oracle Workflowを
ユーザー・ベースの複雑なビジネス・プロセスを管理する強力なツールと認識し、後続のリ
リースでは、スタンドアロン製品として使用できるようしました。

最新のリリースには、拡張された製品機能が含まれており、アドバンスト・キューイングを
使用して同期および非同期のコールアウトに対応して、完全に自動化されたビジネス・プロ
セスを提供しています。

Oracle Workflowは、次のコンポーネントで構成されています。

� Oracle Workflow Builder

� ワークフロー・エンジン

� ワークフロー定義ローダー

� ワークフロー・モニター

ワークフローの主要コンポーネントワークフローの主要コンポーネントワークフローの主要コンポーネントワークフローの主要コンポーネント

Oracle Workflow Builder
Oracle Workflow Builderでは、簡単なドラッグ・アンド・ドロップ操作を使用して、ビジ
ネス・プロセスを作成、表示または変更できます。 Oracle Workflow Builderを使用すると、
アクティビティ、項目の型およびメッセージを含めてすべてのワークフロー・オブジェクト
を作成および変更できます。

ワークフロー・アクティビティは、いつでも追加、削除または変更でき、また、複数アク
ティビティ間に前提条件となる関係を新たに設定できます。 ワークフローの概要レベル・モ
デルで簡単に作業を行い、必要に応じて、アクティビティをワークフロー内で詳細レベルに
拡張することができます。 さらに、Oracle Workflow Builderは、デスクトップ PCまたは切
断したラップトップ PCから操作できます。 

ワークフロー・エンジンワークフロー・エンジンワークフロー・エンジンワークフロー・エンジン
Oracle8i データベース・サーバーに埋め込まれているワークフロー・エンジンは、ワークフ
ローの状態を監視し、プロセスのアクティビティのルーティングを調整します。 ワークフ
ロー・アクティビティの完了など、ワークフローにおける状態の変更は、PL/SQL APIや
Java APIを介してエンジンに連絡されます。 柔軟に定義されているワークフロー・ルールに
基づいて、ワークフロー・エンジンは、実行に適切なアクティビティを判断して実行しま
す。ワークフロー・エンジンは、ループ、ブランチ、パラレル・フロー、サブフローを含め
た高度なワークフロー・ルールをサポートしています。
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ワークフロー定義ローダーワークフロー定義ローダーワークフロー定義ローダーワークフロー定義ローダー
ワークフロー定義ローダーは、データベースと対応するフラット・ファイル表記との間で
ワークフロー定義を移動させるユーティリティ・プログラムです。 このユーティリティを使
用すると、ワークフロー定義を開発用データベースから本番データベースに移動したり、既
存の定義にアップグレードを適用することができます。 ワークフロー定義ローダーは、スタ
ンドアロン・サーバー・プログラムである他に、Oracle Workflow Builderに統合され、
データベースとファイルの両方でワークフロー定義をオープンおよび保存できます。

ワークフロー・モニターワークフロー・モニターワークフロー・モニターワークフロー・モニター
Oracle Workflowのキュー APIは、アプリケーション・プログラムまたはランタイム・
フェーズのワークフロー・ファンクションによってコールされ、ワークフローのアドバンス
ト・キューイング処理を操作することができます。 Oracle Workflowでは、アウトバウンド
およびインバウンドのキューが確立されます。 キューにあるデータ・パッケージは、イベンイベンイベンイベン
トトトトまたはメッセージメッセージメッセージメッセージと呼ばれます。 ここでのメッセージとは、通知アクティビティに関連付
けられているメッセージとは異なります。

イベントは、エージェントが使用して処理するためにアウトバウンド・キューにエンキュー
されます。 これらのエージェントは、データベースの外部にあるアプリケーションとなる可
能性があります。 同様に、エージェントは、ワークフロー・エンジンが使用して処理するた
めに、メッセージをインバウンド・キューにエンキューする場合もあります。  アウトバウン
ドとインバウンドのキューは、外部アクティビティのワークフロー・プロセス内への統合を
支援します。

注意注意注意注意 : バックグラウンド・エンジンは、個別キューまたは遅延キューを
使用します。
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ワークフローの主要機能ワークフローの主要機能ワークフローの主要機能ワークフローの主要機能
この項では、次の項目を説明します。

� 完全なプログラム拡張性

� 電子通知

� 電子メールの統合

� インターネット対応のワークフロー

� 監視と管理

� ビジネス・イベント・システム

� 使用方法

� AQ API

� PL/SQLコールアウト機能

� PL/SQLと Javaを使用したビジネス・プロセス・インスタンスのインスタンス化

� 相互運用性

完全なプログラム拡張性完全なプログラム拡張性完全なプログラム拡張性完全なプログラム拡張性
Oracle Workflowでは、ユーザー自身の PL/SQLプロシージャまたは外部ファンクションを
ワークフローのアクティビティとして含めることができます。 プログラムの前提条件を満た
していることをワークフロー・エンジンが検出した場合は、アプリケーション・コードを変
更せずに、ユーザー自身のプログラムを実行させることができます。

電子通知電子通知電子通知電子通知
Oracle Workflowでは、購買依頼または受注の承認などの自動化できないアクティビティを
処理するために、ワークフロー内にユーザーを組み込むことができます。 電子通知は、個々
のユーザーまたはユーザーのグループであるロールにルートされます。 そのロールに関連付
けられているユーザーは誰でも、その通知に対処できます。 

各通知には、ユーザーが意思決定を行う上で必要なすべての情報が記載されたメッセージが
含まれています。 情報は、メッセージ本体に埋め込まれているか、または独立したドキュメ
ントとして添付されている場合があります。 Oracle Workflowでは、次のワークフロー・ア
クティビティへの移動を判断するために、各通知アクティビティに対する回答を解析しま
す。
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電子メールの統合電子メールの統合電子メールの統合電子メールの統合
電子メールのユーザーは、選択している電子メール・アプリケーションを使用して、未処理
の作業項目の通知を受信したり、その通知に対して応答することができます。 電子メール通
知には、その通知の応答に別の手段を提供する添付ファイルを含めることができます。

インターネット対応のワークフローインターネット対応のワークフローインターネット対応のワークフローインターネット対応のワークフロー
標準Webブラウザへのアクセス手段があるユーザーは、ワークフローに組み込むことがで
きます。 Webユーザーは、「Notification Web Page」にアクセスして未処理の作業項目を参
照してから、別のページに移動して詳細を参照したり応答することができます。

監視と管理監視と管理監視と管理監視と管理
ワークフロー管理者およびユーザーは、Javaをサポートしている標準Webブラウザを使用
してワークフロー・モニターに接続し、ワークフロー・プロセス内作業項目の進捗状況を参
照できます。 ワークフロー・モニターは、ワークフロー・プロセスの特定のインスタンスに
関するプロセス図を注釈付きで表示し、それによってユーザーは作業項目のステータスをグ
ラフィックに参照できます。 また、ワークフロー・モニターは、作業項目、プロセスおよび
そのプロセス内の各アクティビティについて、個別のステータス・サマリーも表示します。

ビジネス・イベント・システムビジネス・イベント・システムビジネス・イベント・システムビジネス・イベント・システム
ビジネス・イベント・システムは、Oracle アドバンスト・キューイング（AQ）のインフラ
ストラクチャを使用してシステム間でビジネス・イベントを通信するアプリケーション・
サービスです。 ビジネス・イベント・システムはイベント・マネージャとイベント・アク
ティビティで構成されています。イベント・マネージャでは、システムにとって重要なイベ
ントに関するサブスクリプションを登録でき、イベント・アクティビティでは、ワークフ
ロー・プロセス内のビジネス・イベントをモデル化できます。 

イベントが発生すると、イベントを発生させたコードと同じトランザクションでサブスクラ
イバ・コードが実行されます。 サブスクリプション処理には、他のキューまたはシステムへ
のイベント情報の送信、イベント情報でのカスタム・コードの実行、およびワークフロー・
プロセスへのイベント情報の送信を含めることができます。

ワークフロー・モニターワークフロー・モニターワークフロー・モニターワークフロー・モニター
ワークフロー・モニターは、実行中のワークフローの特定インスタンスの現状をグラフィッ
クで表示します。 このワークフロー・モニターは、長時間にわたるメッセージ・フローが統
合ソリューションの中を次々と移動するのを、手動で追跡する場合に非常に便利です。 この
モニターは、Javaベースのアプレットで、ブラウザを使用してアクセスできます。
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使用方法使用方法使用方法使用方法
リリース 2.5.2またはそれ以降の Oracle Workflow Standalone Editionを統合フロー・マネー
ジャとして使用し、ビジネス・イベントのフローをインスタンス化し、制御、同期化してア
プリケーション間のビジネス・イベント通信を調整することができます。

Oracle Workflow Builderのグラフィカル・インタフェースを使用して、ビジネス・プロセ
スのステップを実行する順序と条件を定義します。 さらに、PL/SQL APIおよび AQ APIを
使用して自動化されたビジネス・プロセスのステップを実装し、ワークフロー・エンジンに
よる統合フローのインスタンス化を要求します。 このエンジンは、外部で定義されたプロセ
ス・ステップ（ペイロード変換の実施など）の実行を要求します。

Oracle Workflowは、ユーザーの手動による介入を強力にサポートします。 フローを定義し
て、異常な、疑わしい、または問題のあるビジネス・イベントのインスタンスを検出し、こ
れらのイベントをユーザーによる承認、訂正または拒否のために、電子メール、Lotus 
Notes、MS Exchange、UNIX SendMail、Worklist User Interfaceおよびその他の製品にルー
トすることができます。

この限定的なアプローチによって、統合ソリューションの中でアプリケーションのワークフ
ローを使用可能にする試みを回避できます。 また、これにより、統合するアプリケーション
から独立して統合ソリューションをアップグレードできることが保証されます。

Oracle Workflowとアドバンスト・キューイングの間の非同期通信は、ワークフロー AQ 
API、PL/SQLコールアウト機能のどちらでも実行可能です。 

AQ API
Oracle Workflow Standalone Edition リリース 2.5.2で提供されるワークフロー AQ APIは、
簡単で、次の条件すべてを満たす 3つのキューが含まれています。

� 同じオブジェクト型のペイロード（wf_payload_t）を保持しています。

� メッセージの保存は許可していません。

� シングル・コンシューマ・キューを採用しています。

ペイロードのオブジェクト型には、キューされたメッセージを特定のフローに関連付けるた
めに Oracle Workflowが必要とする多数の属性があります。 オブジェクト型には、Oracle 
Workflowに固有の名前 /値一対形式のパラメータを含めるようにフォーマットできるテキ
スト属性もあります。

注意注意注意注意 : オラクル社は、統合ソリューションに採用するオラクル社は、統合ソリューションに採用するオラクル社は、統合ソリューションに採用するオラクル社は、統合ソリューションに採用するOracle Workflow
のインスタンスは、統合フローの管理のみに活用することをお薦めしまのインスタンスは、統合フローの管理のみに活用することをお薦めしまのインスタンスは、統合フローの管理のみに活用することをお薦めしまのインスタンスは、統合フローの管理のみに活用することをお薦めしま
す。す。す。す。   
10-6　Oracle8i Integration Server概要



ワークフローの主要機能
キューはシングル・コンシューマであるため、ルーティングは、AQエージェントを使用し
てアウトバウンド・メッセージの受信者を決定することはできません。 itemtypeと相互関
係の組合せを使用して、ビジネス・プロセスまたはその範囲を識別します。

3種類のキューには、次の目的があります。

� WF_OUTBOUND: ワークフロー・エンジンは、フローが外部コールアウトとして定義した
ステップに到達したときに、このキューにメッセージを配置します。 外部プロセスは、
WF_Queue.DequeueOutboundまたは WF_Queue.DequeueEventDetailと呼ばれる
PL/SQLパッケージを使用して、キューからメッセージを収集します。

� WF_INBOUND:アウトバウンド・キューにメッセージを配置した後、ワークフロー・エ
ンジンはインバウンド・キューからの応答を待機します。 外部プロセスがメッセージを
処理したときに、PL/SQLパッケージ WF_Queue.EnqueueInboundを使用してインバ
ウンド・キューに結果を配置します。すると、ワークフロー・エンジンは、その結果を
適切なフローに関連付けます。

� WF_DEFERRED:このキューは、バックグラウンドのワークフロー・エンジンまでフロー
の処理を遅延させるために、フォアグラウンドのワークフロー・エンジンが使用しま
す。

Oracle Workflowのすべてのキュー APIは、WF_QUEUEと呼ばれる PL/SQLパッケージに
定義されています。 APIはアカウントに依存しているため、これらのキュー APIはすべて同
一の Oracle Workflowアカウントから実行する必要があります。

キューキューキューキュー API
� EnqueueInbound

� DequeueOutbound

� DequeueEventDetail

� PurgeEvent

� PurgeItemtype

� ProcessInboundQueue

注意注意注意注意 : これらのこれらのこれらのこれらの APIの使用については、の使用については、の使用については、の使用については、Oracle8iアドバンスト・キューアドバンスト・キューアドバンスト・キューアドバンスト・キュー
イングの概念とテクノロジに関する知識があることを想定しています。イングの概念とテクノロジに関する知識があることを想定しています。イングの概念とテクノロジに関する知識があることを想定しています。イングの概念とテクノロジに関する知識があることを想定しています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : AQ APIの詳細は、『Oracle8i アプリケーション開発者ガイド 
アドバンスト・キューイング 』を参照してください。
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� GetMessageHandle

� Deferred_queue

� Inbound_queue

� Outbound_queue

インバウンド・キューのための開発者インバウンド・キューのための開発者インバウンド・キューのための開発者インバウンド・キューのための開発者 API
次の APIを使用すると、開発者は、WF_QUEUE.EnqueueInbound()を使用せずに、メッ
セージを内部スタックに作成して、インバウンド・キューに書き込むことができます。 内部
スタックは純粋に記憶領域であるため、スタック上に作成する各メッセージは結局はインバ
ウンド・キューに書き込む必要があります。

効率的なパフォーマンスのために、スタックが大きくなりすぎないようにインバウンド・
キューには定期的に書込みを行ってください。

� ClearMsgStack

� CreateMsg

� WriteMsg

� SetMsgAttr

� SetMsgResult

ペイロードの構造ペイロードの構造ペイロードの構造ペイロードの構造
Oracle Workflowのすべてのキューは、データ型 system.wf_payload_tを使用して、所
定のメッセージに対するペイロードを定義します。 ペイロードには、そのイベントに関する
必要な情報すべてが含まれています。 system.wf_payload_tの説明は、次のとおりです。

表表表表 10-1

列名列名列名列名 型型型型 説明説明説明説明

ITEMTYPE Varchar2(8)  イベントの項目の型。 

ITEMKEY Varchar2(240)  イベントの項目キー。

ACTID Number ファンクション・アクティビティのインスタンス ID。

FUNCTION_NAME Varchar2(200) 実行するファンクションの名前。
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PL/SQLコールアウト機能コールアウト機能コールアウト機能コールアウト機能
プロセス・ステップは、PL/SQLコールアウトとして定義することができます。 プロセス・
ステップに到達すると、そのステップに指名されている PL/SQLプロシージャがコールさ
れ、そのステップに指定されているパラメータがコールされたプロシージャに渡されます。 
プロシージャが完了すると、成功または失敗を示す結果が戻されます。 

PL/SQLプロシージャを使用すると、メッセージを AQキューに作成したり、AQキューか
らメッセージを収集することができます。 この場合は、次の点を考慮します。

� プロシージャは、Oracle Workflow Builderのヘルプに定義されている規格に準拠してい
る必要があります。（「Standard API for PL/SQL Procedures Called by Function 
Activities」）

� トランザクションの影響。 Oracle Workflowは、フロー・ステップを分割するための
セーブポイントを使用します。 AQメッセージは、セーブポイントトランザクションの
一部として作成または収集できます。 ただし、作成内容または収集内容はコミットが発
行されるまでは表示されません。

� PL/SQL AQ APIを使用して AQキューから JMSメッセージをデキューし、PL/SQLで
JMSプロパティとペイロードを変換するには、OMB/OJMSがそのメッセージを AQに
フォーマットする方法を理解する必要があります。 （『Oracle Message Broker 
Administration Guide Release 2.0.1.0 for SPARC Solaris and Windows NT』）

PARAM_LIST Varchar2(4000) value_name=value一対のリスト。 インバウンド
で使用する場合は、項目属性と項目属性値の対で
渡されます。 アウトバウンドで使用する場合は、
ファンクションのすべての属性と属性値の対で渡
されます（アクティビティ属性）。

RESULT Varchar2(30) オプションのアクティビティ完了結果。 考えられ
る値は、ファンクション・アクティビティの結果
の型によって決まるか、またはエンジン標準の結
果です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i アプリケーション開発者ガイド 基礎編』および
『Standard API for an Oracle Workflow 2.5.2』

表表表表 10-1

列名列名列名列名 型型型型 説明説明説明説明
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PL/SQLとととと Javaを使用したビジネス・プロセス・インスタンスのインスタを使用したビジネス・プロセス・インスタンスのインスタを使用したビジネス・プロセス・インスタンスのインスタを使用したビジネス・プロセス・インスタンスのインスタ
ンス化ンス化ンス化ンス化

WF_ENGINEと呼ばれる PL/SQLパッケージには、ビジネス・プロセスの作成
（wf_engine.CreateProcess）と、そのプロセスを開始（wf_engine.StartProcess）
するための 2つのプロシージャが含まれています。

プロセスが確実に非同期で実行されるためには、フローの最初のステップに関連付けられて
いるコストをワークフロー・エンジンのしきい値よりも大きくする必要があります。

Oracle Workflowの Javaインタフェースは、Oracle Workflowと通信するために Javaプロ
グラムでコールできる WF_ENGINEおよび WF_NOTIFICATIONパッケージを Javaメソッド
として提供しています。 Javaメソッドは、WF_ENGINEおよび WF_NOTIFICATION PL/SQL
パッケージ・プロシージャとビューを直接参照し、JDBCを経由して Oracle Workflowデー
タベースと通信します。

相互運用性相互運用性相互運用性相互運用性
以前に、Oralce以外のメッセージ処理テクノロジを使用しているアプリケーションを統合
サーバー製品に統合するために使用できるソリューションのタイプを示すために、MQSeries
による統合シナリオを使用しました。

そのシナリオはここで効果的に再検証できます。

アプリケーションへのインタフェースが、AQ以外のメッセージ処理テクノロジに対する
メッセージを抽出する場合は、そのメッセージ処理テクノロジをプログラミング言語を使用
して Oracle Workflowに直接統合するか、または専用ソフトウェアを使用して間接的に統合
するかを決定する必要があります。

Oracle Workflowへの統合に関する代替方法は、次のとおりです。

� プログラムプログラムプログラムプログラム 1:メッセージ・キューイング製品と Oracle Workflowの両方に特定言語に対
する APIがある場合は、メッセージ処理テクノロジからメッセージを収集するプログラ
ムを記述して Oracle Workflowにパラメータを渡すことができます。 または、新規ワー
クフローをインスタンス化するプログラムを記述できます。あるいは、Oracle 
Workflowからコールアウトしてメッセージ処理テクノロジでメッセージを作成できま
す。

� プログラムプログラムプログラムプログラム 2:相互に通信できる 2つの言語（一方にはメッセージ処理テクノロジへの
APIがあり、もう一方には Oracle WorkflowへのAPIがある）を選択します。

� プログラムとソフトウェアの複合プログラムとソフトウェアの複合プログラムとソフトウェアの複合プログラムとソフトウェアの複合 : Oracle Workflowにも対応するAPIがある言語でAPI
を提供する Procedural Gateway for MQSeriesなどのソフトウェアを使用します。
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第第第第 III部部部部

 リファレンスリファレンスリファレンスリファレンス

第 III部では、OISと各種サード・パーティ製品との間の相互運用性に関するソリューショ
ンをいくつか説明します。

次の章が含まれます。

� 付録 A「Mercator Enterprise Brokerと OIS」

� 付録 B「フロントエンド統合とバックエンド統合」

� 付録 C「自律型ペイロードとポインタ・ペイロード」

� 付録 D「ビジネス・イベントとシステム・イベント」





Mercator Enterprise Brokerと
A

Mercator Enterprise Brokerとととと OIS

Mercator Software社は、Enterprise Brokerを含む一連のエンタープライズ・アプリケー
ション統合ツールのベンダーです。Enterprise Brokerは、Oracle Integration Serverととも
に使用できる豊富な機能のデータ変換サービスを提供しています。特にレガシー・システム
環境における XML以外のデータ変換に有効です。 この付録では、Oracle Integration Server
とともにMercator Enterprise Brokerを使用する方法の概要を説明します。 次の項目が含まれ
ています。

� 概要

� Enterprise Brokerエンジン

� ヒント
OIS A-1



概要
概要概要概要概要
アプリケーション間の統合を実現する Enterprise Brokerは、データとメッセージの変換に特
に有用です。 ソフトウェアは、1つ以上の変換ステップによってオブジェクトがある形式ま
たは状態から別の形式または状態に変換されるような変換の流れを中心にして設計されてい
ます。

各変換ステップには、次のプロパティがあります。

� トリガーまたはドリガー・イベント

� 1つの入力オブジェクトまたは複数オブジェクト

� 変換ルール

� 1つの出力オブジェクトまたは複数オブジェクト

Enterprise Broker自体は、4つのグラフィック・ベースのエディタで構成されています。

� システム・エディタ

� タイプ・ツリー・エディタ

� データベース・エディタ

� マッピング・エディタ

システム・エディタシステム・エディタシステム・エディタシステム・エディタ
システム・エディタは、変換の流れを定義します。 システム・エディタは、ある形式または
状態から別の形式または状態にメッセージを変換する複数のステップをモデル化する多数の
変換ステップにリンクしています。

システム・エディタを使用すると、変換を促進するトリガーまたはトリガー・システムのイ
ベントを定義できます。 一般的なトリガーには、次のものがあります。

� キューへのメッセージの着信

� ディレクトリへのファイルの作成

� 表への行の挿入

� ファイルの最終変更タイムスタンプの変更
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概要
タイプ・ツリー・エディタタイプ・ツリー・エディタタイプ・ツリー・エディタタイプ・ツリー・エディタ
Mercator Software社の製品は、タイプ・ツリーと呼ばれる構造体を使用して、外部オブ
ジェクトのデータ構造を内部的に表現します。 タイプ・ツリーの形式は、次の 3つのいずれ
か 1つになります。

� 事前定義事前定義事前定義事前定義 : Mercatorは、一般的な標準メッセージ・フォーマット（EDIや HL7など）お
よび一般的な ERPパッケージ（SAP/R3など）のパブリック・インタフェース・オブ
ジェクトを示す一連の事前定義のタイプ・ツリーを提供しています。

� インポートインポートインポートインポート : データベース・エディタを使用して、大半のリレーショナル・データベー
スのデータベース・オブジェクトを示すタイプ・ツリーを作成できます。

� 定義可能定義可能定義可能定義可能 : タイプ・ツリー・エディタを使用して、タイプ・ツリーを手動で定義できま
す。

タイプ・ツリーは、変換への入力を提供する各ソースごと、および変換からの出力を受け取
る各ターゲットごとに定義する必要があります。

データベース・エディタデータベース・エディタデータベース・エディタデータベース・エディタ
データベース・エディタを使用して、リレーショナル・データベースの所定のデータベー
ス・オブジェクトに対するタイプ・ツリーを作成します。 このエディタは、データベース・
ユーザーとしてデータベースに接続する必要があります。 この結果、エディタは、そのユー
ザーに対して定義されているオブジェクトの権限、許可およびビューを持ちます。

Oracleでは、次のオブジェクトに対してタイプ・ツリーを作成できます。

� 表表表表 : タイプ・ツリーでは、列はフィールドになります。

� プロシージャプロシージャプロシージャプロシージャ : IN、OUTおよび IN/OUTパラメータはフィールドになります。

� キューキューキューキュー : キューのペイロードがオブジェクト型として定義されている場合、各属性はタ
イプ・ツリーでフィールドになります。 ペイロードが RAW型の場合、タイプ・ツリー
は、単一のバイナリ文字列（BLOB）で示されます。

マッピング・エディタマッピング・エディタマッピング・エディタマッピング・エディタ
マッピング・エディタを使用して入力カード、出力カードおよびマップを定義し、個々の変
換ステップを構成します。

変換ステップは、製造プロセスの 1つのフェーズに似ています。 

� 入力カード入力カード入力カード入力カードには、サプライヤと原材料の仕様を定義します。

� マップマップマップマップには、製造プロセスを定義します。

� 出力カード出力カード出力カード出力カードには、製品仕様と顧客の搬送先所在地を定義します。
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概要
入力カード入力カード入力カード入力カード
入力カード入力カード入力カード入力カードには、次の内容を定義します。

� ソースへの接続のタイプ、トランザクション動作、フェッチ当りの行数およびリトラ
イ・ルールなどのコレクションに関するルール

� タイプ・ツリーのすべてまたは一部の仕様による着信メッセージのフォーマット

単一のステップに複数の入力カードを定義でき、入力カードは複数回反復することができま
す。 たとえば、受注の入力カード、および受注明細の入力カードを定義します。 各受注ごと
に、受注明細の反復が複数存在します。

出力カード出力カード出力カード出力カード
出力カード出力カード出力カード出力カードには、次の内容を定義します。

� 宛先への接続のタイプ、トランザクション動作、プッシュ当りの行数およびリトライ・
ルールなどの送信に関するルール

� タイプ・ツリーのすべてまたは一部の仕様による送信メッセージのデータ・フォー
マット

単一のステップ内に複数の出力カードを複数回反復して定義できます。

マップマップマップマップ
マップマップマップマップは、入力カードと出力カードを相互に結び付けるメカニズムです。 マップには、ある
フォームまたは状態から、別のフォームまたは状態にデータを変換するルールを定義しま
す。 定義済みデータのサブセット上で、特定のファンクションを実行するために定義された
マップは、機能マップ機能マップ機能マップ機能マップと呼ばれ、他のマップ内にネストできます。

マップの基本的な目的は、入力カードから出力カードにデータを変換することです。 マップ
は、多様な方法でこれを実現します。

� 入力カードからフィールドをドラッグして、出力カードのフィールドにドロップする。

� 出力カードのフィールドに静的な値を定義する。

� 出力カードのフィールドを NULLで定義する。

� 出力カードのフィールドを日付時刻タイムスタンプなどのシステム値に設定する。

� 入力カード・フィールドをプロシージャ・ロジック、ファンクションまたは SQL参照に
指定し、結果を出力カードに適用する。
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Enterprise Brokerエンジン
Enterprise Brokerエンジンエンジンエンジンエンジン
エディタを使用して変換プロセスを構成した後、エンジンを使用して変換ステップを実行し
ます。 これらのステップは、コマンドラインから、システム・エディタから、または Cまた
は Javaで記述されたプログラム内から（Mercator Cと Java APIを介して）インスタンス化
できます。

エンジンは、各変換ステップに関する情報を取得するロギング機能と追跡機能を提供してい
ます。 この機能は、エラーのデバッグに役立ちますが、パフォーマンス・オーバーヘッドを
招きます。

このエンジンには、拡張性を高める多数のパフォーマンス改善機能もあります。 

� エンジンは、大きなメッセージをデータ・ストリームとして処理します。 これにより、
エンジンは、メッセージ全体の到着を待たずに、メッセージの処理を開始できます。

� エンジンは、マップとデータベース接続を再利用します。 

� エンジンは、ロギングと追跡をオフに切り替えます。

Oracle Integration Serverにおけるにおけるにおけるにおける Enterprise Brokerの使用の使用の使用の使用
オラクル社は、Mercator Enterprise Brokerを特に複雑な変換に対する変換エンジンとして使
用することをお薦めします。XMLを別のフォーマットに、または別のフォーマットを XML
に変換する必要がある場合は特に有効です。

入力カードと出力カードが同じ接続文字列を使用している場合は、AQアダプタの実装に
よって、同じデータベース内での AQキュー間の変換が簡単になります。 この実装によって、
Oracle同期コミット・モデルはデキュー － 変換 － エンキューのプロセスを単一のトランザ
クションとして送信できるため、メッセージの保存が保証されます。

データ変換をプロセス内の個別のステップとして定義することは、オラクル社がお薦めする
コンポーネント・ベースのアプローチと整合性があります。
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ヒント
ヒントヒントヒントヒント
� Mercator Enterprise Brokerを使用すると、AQとMQSeriesの間でメッセージを変換で
きます。 ただし、メッセージが失われないようにトランザクションを追跡する必要があ
ります。

� AQアダプタは、CLOBおよび正規の Oracleデータ型をサポートしていますが、メッ
セージの構成前にバイナリ文字列の長さを決定する必要があるため、BLOB/RAW AQ
キューへのマッピングは慎重に行う必要があります。

注意注意注意注意 : Enterprise Broker リリースリリースリリースリリース 2.1には、には、には、には、JMSメッセージの解析を支メッセージの解析を支メッセージの解析を支メッセージの解析を支
援する機能は含まれていません。援する機能は含まれていません。援する機能は含まれていません。援する機能は含まれていません。  メッセージの解析前に、メッセージの解析前に、メッセージの解析前に、メッセージの解析前に、OJMSとととと OMB 
AQドライバの相互関連を理解しておく必要があり、ドライバの相互関連を理解しておく必要があり、ドライバの相互関連を理解しておく必要があり、ドライバの相互関連を理解しておく必要があり、JMSメッセージのタメッセージのタメッセージのタメッセージのタ
イプ・ツリーは慎重に定義する必要があります。イプ・ツリーは慎重に定義する必要があります。イプ・ツリーは慎重に定義する必要があります。イプ・ツリーは慎重に定義する必要があります。
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フロントエンド統合とバックエンド
B

フロントエンド統合とバックエンド統合フロントエンド統合とバックエンド統合フロントエンド統合とバックエンド統合フロントエンド統合とバックエンド統合

フロントオフィス統合およびバックオフィス統合に対する要件は、根本的に異なっていま
す。したがって、基本的に異なる統合アプローチが必要です。 次の項目が含まれています。

� フロントエンド統合

� バックエンド統合
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フロントエンド統合
フロントエンド統合フロントエンド統合フロントエンド統合フロントエンド統合
この実装では、ミドルウェアまたは同種の統合ソリューションがアプリケーション間の対話
をインターセプトします。 ミドルウェアは、アプリケーション間における要求と応答を透過
的に整理、管理および指示するための中間層アプリケーション・サーバーとして動作しま
す。 一般的に、要求側のアプリケーションは、ミドルウェアが別のアプリケーションのサー
ビスを要求している間は待機しています。

図図図図 10-1 フロントエンド統合フロントエンド統合フロントエンド統合フロントエンド統合

フロントエンド統合ソリューションには一般的に、次の一部またはすべての特徴がありま
す。

� 統合レイヤーとアプリケーション間の対話は、次のようになります。

� 同期、または同期処理をシミュレートします。

� サービス要求モデルに基づく双方向通信です。

� トランザクション処理の所要時間は短時間です。

� アプリケーション（ユーザー）は、本質的に異なる複数のアプリケーション・サービス
を使用していることを認識しません。
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アプリケーションA
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フロントエンド統合
� ミドルウェアは、中間層アプリケーション・サーバーのように、要求と応答を整理、管
理および指示し、トランザクションとリカバリの問題を管理します。

フロントエンド統合には長所と短所があります。

長所長所長所長所
� 異なるユーザー、顧客およびサプライ・チャネルに対して、多数のプレゼンテーショ
ン・レイヤーを開発できます。

� すべてのプレゼンテーション・レイヤーが同じサービスを共有することにより、チャネ
ルに関係なく一貫した対話を確保できます。

� 必要な機能すべてにアクセスするために、各プレゼンテーション・レイヤーに必要なサ
インオンは 1回のみです。

短所短所短所短所
アプリケーションが対話に加わるためには、次の基準に適合している必要があります。

� すべての機能は、サービスベースの APIを使用して提供されることが必要です。

� すべてのビジネスおよびデータ・ロジックは、プレゼンテーション・レイヤーから独立
している必要があります。

� トランザクション /同期コミット・モデルは、選択された複数フェーズのコミット処理
では、リソース・マネージャとして動作する必要があります。

� レガシーおよび現時点で使用可能な ERP/CRMパッケージで、これらの基準に適合する
ものは少数です。したがって、カスタム・アプリケーションの開発が必要になる場合が
あります。

� パッケージ・アプリケーションのプレゼンテーション・レイヤーは使用できない場合が
あります。 したがって、サポートの提供が困難であり、実装期間が長期に及ぶようにな
るなどの可能性があります。

� 複雑なアーキテクチャの必要性、適切で強力なツールの不足、およびプログラム指向の
送信への依存のため、開発環境とテスト環境の管理は困難です。
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バックエンド統合
バックエンド統合バックエンド統合バックエンド統合バックエンド統合
この実装では、ユーザーは、自分のユーザー・ロールで決定した方法で 1度に 1つのアプリ
ケーションのみと対話します。アプリケーションは、必要に応じて、ユーザー対話の重要な
局面を他のアプリケーションに通知します。 アプリケーション間の対話は、さらに遂次的な
通知方法に基づくことができます。

図図図図 10-2 バックエンド統合バックエンド統合バックエンド統合バックエンド統合

バックエンド統合ソリューションには、次の一部またはすべての特徴があります。

� 統合レイヤーとアプリケーション間の対話は、次のようになります。

� 主に非同期です。

� 一方向通信です。

� サービス要求とイベント通知モデルの両方が使用されます。
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バックエンド統合
� ビジネス・プロセス定義はビジネスを厳密に反映するため、トランザクションに時間が
かかります。

� ユーザーは単一のアプリケーションまたは少数のアプリケーションと対話します。

� この統合ソリューションは、分散して同期をとる高度なエージェントとして透過的に動
作します。

長所長所長所長所
� アプリケーションへのプレゼンテーション・レイヤー・インタフェースは、そのアプリ
ケーションと同じアーキテクチャを採用する必要はありません。

� パッケージ・アプリケーションと同梱の組込みプレゼンテーション・レイヤーを使用で
きます。

� アプリケーション内のビジネスとデータ・ロジックは、配布されているプレゼンテー
ション・レイヤーから分離する必要はありません。

� 非同期のブレーク・ポイントが適切なテスト・ポイントを提供するため、開発環境とテ
スト環境の管理が容易です。

� 開発を容易にするグラフィカルなツールが準備されています。

短所短所短所短所
� 各アプリケーションには、それぞれ異なる操作性とサインオンがあるため、アプリケー
ションは統合が不十分のように見えます。

� ユーザー・インタフェースが狭い範囲に制限されているため、ユーザーは複数の異なる
ロールで動作するように限定されます。
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バックエンド統合
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自律型ペイロードとポインタ・ペイロ
C

自律型ペイロードとポインタ・ペイロード自律型ペイロードとポインタ・ペイロード自律型ペイロードとポインタ・ペイロード自律型ペイロードとポインタ・ペイロード

メッセージのペイロードの情報量は、メッセージ設計の観点から非常に重要です。 この付録
では、ペイロード・サイズの操作に関する 2つの異なる方法、およびその折衷案の実装を説
明します。

折衷案による実装も 1つの方法とした場合、次の 3つの方法からペイロードを選択できま
す。

� ポインタ・ペイロード

� 自律型ペイロード

� ハイブリッド・ペイロード
ード C-1



ポインタ・ペイロード
ポインタ・ペイロードポインタ・ペイロードポインタ・ペイロードポインタ・ペイロード
この方法に基づくペイロードには、他のアプリケーションがイベントに関する詳細情報を
メッセージのパブリッシャから要求するのに必要な情報のみが含まれています。 大量のデー
タを送信することは現実的ではないため、メッセージ・サイズを制限することが重要な場合
に、この方法のペイロードを使用します。

このペイロード・スタイルが適切である環境には、次のような特徴があります。

� 永続的に保護されている他のフォームにコピーがあるため、ペイロードを即時に記録す
る必要がない環境。

� 必要に応じて顧客に情報を送信できる環境。 

� コンシューマがデータを処理した後、そのデータの永続的なコピーが不要な環境。

� ルーティング、追跡またはビジネス・インテリジェンスのための情報が不要か、または
他に使用可能な情報がある環境。

例例例例 1: ビデオ・フィルムビデオ・フィルムビデオ・フィルムビデオ・フィルム
ビデオ・オン・デマンドでは、データは純粋なバイナリのデジタル・データ・ストリームの
ため、全データをメモリーまたはディスクに記録する機会がほとんどありません。 最終宛先
に到達する前のデータ解析で得られものはありません。 

また、顧客がデータ・ストリームの最初の部分のみを実際に要求する可能性が強い場合は、
全データの送信は不要です。

例例例例 2: 名前とアドレスのデータベースへの変更名前とアドレスのデータベースへの変更名前とアドレスのデータベースへの変更名前とアドレスのデータベースへの変更
ネットワークの通信量が多く、ディスク I/Oが激しい場合、名前とアドレスの変更内容は通
常、操作したシステムにその日中に記録されます。

変更が発生したことを操作した以外のシステム（マーケティング・データベースなど）に通
知することによって、通知を受けたデータベースでは、影響のあるデータをリアルタイムで
廃止としてマークできます。 後で、ネットワークとディスクの使用率が低くなったときに、
変更の詳細によってデータを更新できます。
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自律型ペイロード自律型ペイロード自律型ペイロード自律型ペイロード
このペイロードの方法には、メッセージの作成者に照会せずにメッセージを処理できる十分
な情報が含まれています。 自律型ペイロードは、アプリケーションの相互依存性を低下させ
ます。 パブリッシュ・サブスクライブ・ルーティングの配置が必要な場合、この方法は必須
です。

次のようなビジネス・イベント機能に関係した適切な情報すべてが含まれています。

� コンテンツ・ベースのルーティング

� 完全な監査証跡

� ビジネス・インテリジェンスの使用

� メッセージの追跡

非同期で一方向のメッセージ処理環境で、ペイロードが比較的小さく（2MB未満）、メッ
セージがほぼリアルタイムで処理されている場合は、自律型ペイロード方法の使用が自明の
選択です。

例例例例 1: 取引の共有取引の共有取引の共有取引の共有
顧客の株式ポートフォリオを管理している銀行では、売買要求の詳細を監査証跡に確実に獲
得することが必要です。 取引に関する情報が比較的小量の場合は、その情報を数秒内に取引
市場に配置する必要があり、ペイロードに含まれている情報に基づいて、別の取引市場に
ルートすることが必要です。

例例例例 2: 在庫管理在庫管理在庫管理在庫管理
倉庫の在庫管理アプリケーションは、日中は受注アプリケーションをサブスクライブし、夜
間は獲得したイベントを使用して再発注レベルを決定します。 メッセージは比較的少量です。 
在庫管理アプリケーションは、受注アプリケーションとは切り離した操作が必要で、通常の
営業時間中にのみ操作できます。

ハイブリッド・ペイロードハイブリッド・ペイロードハイブリッド・ペイロードハイブリッド・ペイロード
この方法は、ペイロードには、他のアプリケーションがイベントに関する詳細情報をメッ
セージのパブリッシャから要求するのに十分な情報が必要であるという点では、ポインタ・
ペイロードと似ています。 メッセージには、イベントで処理が必要かどうかをサブスクライ
バが判断するための十分な情報が含まれていることも必要です。

ハイブリッド・ペイロードは、メッセージが大きく、サブスクライバが受信後にメッセージ
のフィルタ処理を行う場合に有効です。 メッセージ・ペイロードの一部は、統合機能に対応
しています。 たとえば、コンテンツ・ベースのルーティングが必要かどうかが示されます。
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例例例例 : マーケティングマーケティングマーケティングマーケティング
電子メール・ブロードキャスト配布には、提供するビデオ・クリップ、デジタル画像および
販売製品の完全な詳細を含んだ製品パックをダウンロードしたいと顧客に思わせるのに十分
な情報（販売価格、販売日付）が含まれている必要があります。 

メール送信のヒット率を低く予想している場合は、初期のブロードキャストで完全パックを
送信することは、非効率です。 ただし、Webサイトへのポインタのみを顧客に送信しても、
製品に対する顧客の関心を刺激するには不十分です。
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D

ビジネス・イベントとシステム・イベントビジネス・イベントとシステム・イベントビジネス・イベントとシステム・イベントビジネス・イベントとシステム・イベント

ビジネス・イベントビジネス・イベントビジネス・イベントビジネス・イベント
ビジネス・イベントとは、ビジネス・シナリオ内に定義可能な状態変化です。 状態変化には、
顧客による発注などの一般的な高レベルの状態変化もあります。 また、顧客が発注する際の
クレジット制限の超過など、さらに特化したイベントの場合もあります。 イベントの中には、
特定な株の株価が指定した値を超えるなど、値の変更によって実行されるイベントもありま
す。

ビジネス・イベントでは、ビジネスの様々な部署がそれぞれのアプリケーションを使用して
登録および実行する必要がある、重要な出来事が定義されます。 Oracle Integration Server
は、ビジネス・イベントを登録および実行するすべてのアプリケーションを統合していま
す。

次の項目が含まれています。

� ビジネス・イベント

� システム・イベント

� ビジネス・イベントとシステム・イベントの相違
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システム・イベントシステム・イベントシステム・イベントシステム・イベント
システム・イベントとは、プログラム実行中のある時点で、識別可能な計算タスクを開始す
る時を指します。 システム・イベントの例には、ファイルへの書込み、データベース表への
データの挿入、サブルーチンのコール、プログラム・スレッドのインスタンス化などがあり
ます。 

特定のビジネス・プロセスを実装するプログラムには通常、多数のシステム・イベントが含
まれており、これら複数のシステム・イベントは、特定のビジネス・イベントを獲得するた
めの適切なトリガーを提供することができます。

例例例例 : 受注の発生受注の発生受注の発生受注の発生
多くの統合アプリケーションには、ビジネス・イベント、Raise an Orderが含まれていま
す。 アプリケーションのいくつかは、発注が行われたことを知る必要があるため、このよう
なイベントをサブスクライブする必要があります。 発注を獲得する別のアプリケーション・
プログラムには、次のシステム・イベントを実行するためのプログラム・ステップがありま
す。

� 記帳日の取得

� 顧客住所の取得

� 受注合計の計算

� 受注ヘッダーへの挿入

これらの各システム・イベントは、受注ごとに発生します。 どのシステム・イベントも
'Raise an Order'ビジネス・イベントを実行するトリガーとなる適切な時点を提供できま
す。

ビジネス・イベントとシステム・イベントの相違ビジネス・イベントとシステム・イベントの相違ビジネス・イベントとシステム・イベントの相違ビジネス・イベントとシステム・イベントの相違
ビジネス・イベントとシステム・イベントの間には、3つの重要な相違点があります。

� ビジネス・イベントは、ビジネス・シナリオ内の論理的な状態変化です。システム・イ
ベントは、ビジネス・イベントの発生を認識するために使用するメカニズムです。

� ビジネス・イベントは、アプリケーション内での実装方法に影響されません。システ
ム・イベントは、その実装の一部です。

� ビジネス・イベントを示すメッセージは、そのビジネス・イベントに関する情報を提供
するように構成されている必要があります。この情報は、そのビジネス・イベントのト
リガーとなるシステム・イベントに関する情報ではありません。

統合ソリューションでビジネス・イベントを強調するには、メッセージ・ベースの方法を使
用します。 システム・イベントを強調するには、メッセージ処理テクノロジを使用してデー
タ・レプリケーションを実装する方法を使用します。
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例例例例 : システム・イベントの強調システム・イベントの強調システム・イベントの強調システム・イベントの強調
受注処理を統合するには、PlaceanOrderと呼ばれるビジネス・イベントを識別します。 
CallCreateOrderHeaderという名のシステム・イベントがある場合は、コールの直前ま
たは直後にメッセージの作成をインスタンス化できます。

作成したメッセージには、受注明細、顧客の詳細（必要な場合）、受注合計、および
CreateOrderHeaderサブプログラムの一部として作成された受注ヘッダーの一部または
すべての情報を含んだ受注に関するすべての情報が含まれています。

次に、このメッセージは、Place an Orderサブジェクトまたはトピックのインスタンスと
して、ミドルウェアに公開されます。 ミドルウェアは、PlaceanOrderビジネス・イベント
をサブスクライブしているアプリケーションにこのメッセージをルーティングする責任を負
います。

例例例例 : ビジネス・イベントの強調ビジネス・イベントの強調ビジネス・イベントの強調ビジネス・イベントの強調
RegistrationofaNew Customerと呼ばれるイベントを含んだ、顧客との対話に関連して
いる一連のビジネス・イベントを識別します。

新規顧客の登録時に、必ず発生するシステム・イベントを識別します。 このシステム・イベ
ントは、カスタマ・リレーションシップ・マネジメント（CRM）・アプリケーションの
customer表への挿入行です。 

このシステム・イベントは、customer表に行が挿入されたときに開始するデータベース・
トリガーを作成して、ビジネス・イベントを発生させることができます。 データベース・ト
リガーは、新規顧客の登録を示すメッセージを組み立てる PL/SQLプロシージャまたは
Javaファンクションをコールします。このコールは、address表などの他のリレーショナ
ル表から情報を収集し、信用評価の計算などの他のファンクションをコールして行われま
す。
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